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水海道市南部の内守谷地区における「水海道都市計画事業の内守谷

土地区画整理事業」が　住宅◎都市整備公団によって進められており

ますが撃　その事業地内には9　5か所の埋蔵文化財包蔵地が存在してお

ります。

財団法人茨城県教育財団は9　住宅砂都市整備公団と埋蔵文化財発掘

調査事業についての委託契約を結び　昭和粥革4月から埋蔵文化財発

掘調査を実施し9　今日に至っております。この間9　当事業地内におけ

る奥山B遺跡　奥山下根遺跡の調査成果につきましては　昭和約年3

月に報告書を刊行し9　皆様に御報告をしたとおりで、あります。

今軋　昭和59年度に発掘調査を実施した奥山A遺跡⑳奥山C遺跡◎

西原遺跡の発掘調査報告書をここに刊行する運びとなり達したが9　本

吾がより多くの方々に研究の資料としてほもとより9　教育◎文化の向

上のため広く活用されますことを希望いたします。

なお9　発掘調査及び整理を進めるにあた軋　委託者である住宅◎都

市整備公団をはじめ茨城県教育委員会9　水海道播教育委員会等関係各

機関及び関係各位から御指導9　御協力をいただいたことに撃　衷心より

感謝の意を表します。

昭和61年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　健　内　藤　男
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1本吉は，住宅e都市整備公団の委託によ生　財団法人茨城県教育財団が，昭和59年度に発掘

調査を実施した水海道市内守谷町に所在する奥山Å遺跡弓粗洩C遺跡の西原遺跡の埋蔵文化財

発掘調査報告書である。

2　奥山A遺晩　奥山C遺跡，西原遺跡の調査の整理に関する当教育財団の組織は，次のとおり

である。

理　 事　 長 i 竹　 内　 藤　 男

副　 理　 事　 長日　 用　 叉　 友三郎

常 務 理 事 揉 鵠 之霊 ～ノ昭和60年 3 月

昭和60年 4 月 ～

事 務 局 長　 霊 禁 昭 慧 i ～昭締 0年 3 月

昭和60年 4 月 ～

調　 査　 課　 長　　 音　 木　 義　 夫 ！

企

画

管

正　 長 雷 ㌃ ㌦ ～昭和60年 3 月

昭 和60年 4 月 ～

主任調査員　　 加　 藤　 雅　 美

主　　　 事　　 鈴　 木　 三　 郎 ～昭和狛年 3 月

i．守
理　　　 アブ　　　 田　所　多佳男
班 i ；　 ′′慧 慧 一 志

～：雲；：：：芸；宗～ ．譜

〝　　　　　 山　 崎　 初　 雄 昭和 60年 初 午 ∵ 〆

票　 波　　 長　 堀　 川　 計　 三 昭和 59年 度

第　　 主任調査 員　　 小　 河　 邦　 男 昭 和5 9年 度 調 教　 昭 和 60年 度 整理 も執 筆

昭和 5 9年 度 調 査∫圧　　　　　 〝　　　　　 人　 見　 暁　 朗
整　 理　 正　 長 ！ 石　 井　　 毅 昭和 6 0年 度

3　本書は9　発掘担当者の協力を得て9　小河邦男が執筆も編集を担当した。

4　発掘調査及び出土遺物等については9　埼玉県史編纂室係長増田逸朗氏督　石器の材質鑑定は，

茨城県立上郷高等学校教頭蜂須紀夫氏に御指導をいただいたむ

5　須恵器の胎土分析は，奈良教育大学教授三辻利一氏，出土炭化物の材質鑑定はラ　バリノeサ

ーベエィ，株式会社に依頼した。

6　本書に使用した記号等については9　第3章第1節の遺構の遺物の記載方法の項を参照された

い。

7　発掘調査及び整理に際して御指導の御協力を賜った関係機関，各位に深く感謝の意を表しま

す。
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PL36　遺構確認状乱　第1号住居眺　第1号住居跡貯

蔵穴遣物出土状況

PL37　第2号住居跡，第2号住居跡遺物出土状況

PL38　第3号住居跡，第3号住居跡遺物出土状況

PL39　第3号住居跡遺物出土状汎　第3号住居跡貯蔵

穴土層

PL40　第4の　5号住居跡，第5号住居跡遺物出土状況

PL41第6e　7号住居跡，第6号住居跡遺物出土状況

PL42　第7号住居跡遺物出土状況

PL43　第8号住居跡，第8号住居跡遺物出土状況

PL44　第9号住居跡，第9号住居跡遺物出土状況

PL45　第9号住居跡遺物出土状況

PL46　第10号住居跡，第10号住居跡遺物出土状況

PL47　第11号住居跡，第11号住居跡遺物出土状況

PL48　第12。温3号住居跡

PL49　第13号住居跡遺物出土状況

PL50　第14・且5号住居跡，第14号住居跡遺物出土状況

PL51第15号住居跡遺物出土状況，第4・6号土坑

PL52　第1号炉穴，第1号土坑，第1号井戸土層，

第1・3号溝

PL53　縄文土器片（1）

PL54　縄文土着差片（2）

PL55　第1・2号住居跡出土遺物

PL56　第3号住居跡出土遺物

PL57　第3号住居跡出土遺物

PL58　第3号住居跡出土遺物

PL59　第3号住居跡出土遺物

PL60　第5。6号住居跡出土遺物

PL61第7号住居跡出土遺物

PL62　第8・9号住居跡出土遺物

PL63　第9号住居跡出土遺物

PL64　第9号住居跡出土遺物

PL65　第9号住居跡出土遺物

PL66　第9・10号住居跡出土遺物

PL67　第10・ll号住居跡出土遺物

PL68　第12・13号住居跡出土遺物



PL69　第14・15号住居跡出土土器

PL70　石製模造品，砥石

PL71土玉，炭化物

PL72　奥山A遺跡出土炭化材顕微鏡写真

PL73　西原遺跡出土炭化物写真

PL74　西原遺跡出土炭化材顕微鏡写真

PL75　西原遺跡出土炭化材顕微鏡写真

PL76　西原遺跡出土炭化材顕微鏡写真



享二＿享　子三三壬三

第　節　調査に至る経過

日本住宅公団は，昭和41年から茨城県取手市と下館市を結ぶ「関東鉄道常総線」の沿線に，常

総ニュータウンの建設を進めている。この開発は，首都圏の人口や産業の集中を緩和するととも

に，首都圏の膨大な住宅用地の需要に応え，良好な屠住環境を備えた住宅用地の供給と，周辺都

市との有機的な結合をめざした調和ある新しい町づくりを目指しているものである。

この一連の開発として，茨城県水海道市内守谷町に，開発総面積66haに及ぶ「水海道都市計画

事業・内守谷土地区画整理事業」が計画された。

開発に先立ち，昭和56年2月，日本住宅公団は，茨城県教育委員会に開発地城内における埋蔵

文化財包蔵地の有無について照会したが，これに対し，茨城県教育委員会は，開発地城内の遺跡

分布調査が必要である旨を回答した。その後，昭和56年10月に日本住宅公団と宅地開発公団が統

合して，住宅e都市整備公団となった。

昭和57年5札　住宅e都市整備公団から茨城県教育委員会に対して，開発地城内の分布調査の

依頼があり，茨城県教育委員会は，同57年12月に試掘を実施した。その結果，開発地城内に，奥

山A遺跡e奥山B遺跡e奥山C遺跡・奥山下根遺跡e西原遺跡の埋蔵文化財包蔵地が確認され，

この取り扱いについて，茨城県教育委員会，水海道市教育委員会及び住宅。都市整備公団の三者

が協議を行った結果，現状保存は困難であることが判明し，記録保存の措置を講ずることとなっ

た。

茨城県教育財団は，住宅e都市整備公団と埋蔵文化財発掘調査に関する業務の委託契約を締結

し，昭和58年4月から2か年の計画で発掘調査を実施することとなった。昭和58年度には，奥山

B遺帆　奥山下根遺跡の発掘調査を実施し，昭和59年度には，前記2遺跡の整理と，奥山A遺眺

奥山C遺跡及び西原遺跡の発掘調査を実施することになった。

第2節　調査．机去

且　調査区設定

発掘調査を実施するにあたり調査位置を明確にするため，各遺跡の調査基準点および調査区の

設定には，日本平面直角座標系e第IX系座標を使用した。奥山A遺跡における調査区設定方法は，

Ⅹ軸（南北ト2，440m，Y軸（東西）12，580mの交点（座標値）を基準点とし，この点から東西。

南北に各々40mずっ平行移動して一辺40mの大調査区を設定するという方法をとった。

－1－



太調査区の名称は，北から南へ「A」，「B」，

「C」・…‥，西から東へ「1」，「2」了3」…‥・と

大文字を付し，「Al区」，「B2区」，「C3区」

と呼称した。この大調査区を4m四方の小調査

区（グリッドと呼称）に100分割し，北から南へ

「a」，「b」，「C」，……，「j」，西から東へ「1」，

「2」，「3」，・…‥，「9」，「0」と小文字を付

した。小調査区の名称は，大調査区の名称と合

わせた4文字で表記し，「B3a2区」，「C2jo

区」，のように呼称した。

奥山C遺跡の基準点の座標値はⅩ軸－2，320　e

1　　　　　　　　2　　　　　　　　3
1 2　3　4　5　6　7　8　9　0

a

二

㌔

b

C
d

e l

ぜ

g

h

l
l

m，Y軸12，100mで，西原遺跡は，Ⅹ軸－1，840　第瑠図　調査区名称図

m，Y軸11，660mであり，調査区の設定はいずれも奥山A遺跡と同様である。なお言別室杭打ち

は社団法人茨城県建設コンサルタントに委託した。

2　基本層序の検討

奥山A遺跡e奥山C遺跡e西原遺跡の所在す

る台地の地質を，奥山A遺跡から北東へ約400

mの鬼怒川右岸に露出した王台化石床での柱状
（1）

図で説明する。

台地の基盤は，15－6万年前の古東京湾の堆

積物から成る成田層であり，9m以上の厚さに

堆積している。成田層の下部に貝化石を含む化

石床が堆積している。成田層の上の層は，竜ヶ

崎砂礫層で赤褐色の砂礫と粘土が約1．1mの厚さ

に堆積している。竜ヶ崎砂礫層の上には青灰色

粘土の常総粘土層が約30cmの厚さに堆積してい

る。常総粘土層は，下末吉ロームで箱根火山の

内輪山の火山灰が水中で風化したものと考えら

れている。この上に，関東ローム層が約70cmの

厚さに堆積している。関東ローム層は2層に分

けられ，下層が黄褐色をした武蔵野ロームで，

－2－

1．0表　土

0．7関東ローム

0．3常総粘土

I．絹邑ヶ崎砂磯層

0．4粘土まじり赤褐色砂

l．6黄褐色砂礫

0．6カスト下部粘土質

2．2貝砂と貝化石

0．8粘土質で石灰岩化した

貝化石

第2図　王台化石床柱状図



上層が立川ロームで赤褐色叉は褐色をしてお㌢），その間に黒色バンドが挟まれている。関東ロー

ム層の上部に表土が約1m堆積しているが，これは，関東ローム層に腐植土の混じった層である。

次に遺跡ごとに土層の特徴を記載する。

（1）奥山A遺跡

古墳時代の住居跡の検出された台地縁辺部から西方へ40mほど　＿憾。8

の，DIco区で調査した土層が第3図である。1層は表土で，畑

として利用された暗褐色耕作土であり，34～40cmの厚さに堆積し

ているが，この層は，住居跡の検出された台地縁辺部では，20－

30cmである。2層は，暗褐色をしたソフトロームである。遺構は

この層から確認されている。3層は，2層より黄味の強い褐色を

したソフトロームである。2層と合わせてソフトロームは約30－
第3図　奥山A遺跡

テストピット土層図

50cm堆積していて，この下層のハードロームとの境は，鋸歯状を呈している。4層のハードロー

ムには，上の層のソフトロームが混じっている。5層はチョコレート色をしたハードロームで，

かなり締まっておとら　更に下へと続いている。地表から80cmほどの深さまでトレンチャ一により

部分的に撹乱されている。

（2）奥山C遺跡

第4図は，縄文時代早期の土器片と礫が多量に出土した

台地突端部から奥（南東）へ寄ったC2il区で調査した土層

である。1層は暗褐色の表土層で，ローム粒子が多鼠　炭

化粒子が少量混入し，締まと）がやや弱い。この表土層は，

B区の北西斜面部では40～60cmと厚く，C区。D区・E区

の西斜面部では，10－30cmと薄く堆積している。2層は褐
第4回　奥山C遺跡テストピット

土層図

色土で20－30cm堆接しており，ローム粒子と焼土粒子少量を含んでいる。3層は，縄文早期の遺

物が多量に出土した台地の突端部にだけみられる層で，10－20cmに堆積しており，赤味の強い褐

色をしている。2層の下部から3層にかけて縄文早期の遺物が包含されていた。4層は，ソフト

ロームで30cmほど堆積している。5層から下がハー

ドロームである。　　　　　　　　　　　　　　　－臓の

（3）西原遺跡

遺跡南西側斜面部F3al区で調査した土層が第5

図である。1層は，暗褐色をし，30－40cmの厚さに

堆積している。木棺が密に入り込んでいる。2層は，

ソフトロームで締まりがある。この層の上面で遺構　第5図　西原遺跡テ義臣ピッ浄土層図

－3－



を確認した。3層は，2層より黒味の強いハードロームで，かなり締まっている。2層との境は

鋸歯状になっている。4層は3層より黄味の強いハードロームで，3層と同様かなを）締まってい

る。

3　遺構確認

遺構の確認方法は，奥山A遺跡では調査区城の4分の1のグリッドを試掘し，遺構の有無を確

認した。奥山C遣帆　西原遺跡では，調査区城の8分の1のグリッドを試掘した段階で，遺構の

存在が確認されたので，調査区の，全域を重機で表土除去し，遺構の有無を確認した。

4　遺構調査

住居跡の調査は，遺構の中央部で直交するように土層観察用ベルト2本を設定して囲分割し，

それぞれを掘り込む西分割法で実施した。地区の名称は，北から時計回と）に1－4区とした。炉

穴及び土坑の調査は，長径方向で二分割して掘り込む二分割法で実施した。調査の記録は，土層

断面写真撮影→土層断面図作成→遺物出土状況写真撮影→遺物出土状況図作成→遺構平面（完掘）

写真撮影→遺構断面図作成→遺構平面図作成の順で行った。

土層は，土質，色札　含有物，粘性等を観察して分類の基準とした。色相を決定するにあたっ

ては，『新版標準土色帳』（小山正忠e竹原秀雄著　日本色研事業株式会社発行）を参考にした。

遺物は，原則として，出土位置，遺物番号，標高（レベル）等を遺物出土状況図に記載しなが

ら取り上げた。遺構の観察では，床の状乳　壁の立ち上がり具合，炉の状態，柱穴等に注意をし

た。

平面実測は，小調査区設定の基準線をもとにした水糸方眼地張測量で行った。また，上層断面
．．1．．‥．‥．＿　．＿　　　　＿l＿、‥．．、　　　　卜【．＿＿⊥一　，　、‥　－　　　　　＿　l　　′．　L l　　一丁丁．＿　、　　　　　I l　　　　　　車7　，＿h l．、′′　一L lト　＿リノ．l　＿　l　　　一イー　′l千一一、11．11　　⊥＿

・遺構断面の芙測は，標尚を測って水糸を水半にセットし，での刀し衆色∵壁㍉羊心L L天測し／こ。

なお，遺構番号は，遺構の種類に分けてそれぞれ調査順に付した。土坑などは調査中に土坑以

外の遺構と判明したときは，その遺構に新たな番号を付し，旧番号は欠番とした。

注

（1）水海道市史編さん委員会『水海道市史』（上巻）昭和58年
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享二三　二享∴一三三

第温節．地哩的環境

奥山A遺跡は，関東鉄道常総線小絹駅から酉へ約主2kmの水海道市内守谷町字奥山5，738の1ほ

か4筆に所在する。奥山C遺跡は，奥山A遺跡から北西へ約0。5kmの同市同町字奥山5，565ほか4

筆に所在する。西原遺跡は奥山A遺跡から北西へ1．1kmの同市同町字西原4，900ほか7筆にそれぞ

れ所在する。

水海道市は亨　関東平野の中央乳　茨城県の南西部に位置し，市城は東西約1射｛m9南北22kmで，

北を石下町，束を谷田部町，谷和原札　西を岩井軋　南を守谷町および利根川を挟んで千葉県野

冒市と接している0南北に細長い市の東端を小貝帖　中央を鬼怒川が蛇行しながら南流している。

鬼怒川を境として東部は沖積低地を形成し，肥沃な水田地帯となっており，西部は，古河市方面

から取手市方面へ延びる平坦な猿島台地で，谷津が樹枝状に入り込んでいる。台地は，平地林の

点在する畑作地帯となっている。

水海道市は，中央部を取手市から下館市方面へ通じる国道294号線と，関東鉄道常総線が鬼怒川

と並行して走り，これらに交差して，県道土浦野田線が東西に遣る交通の要衝となっている。ま

た，昭和56年にラ　常磐自動車道が谷田部インターチェンジまで開通し，昭和59年11月には関東鉄

道常総線の取手駅と水海道駅の間が複線化され，ますます首都圏との交通の便がよくなり，昭和

60年に開催された国際科学博覧会では，西の玄関口となっている。

当市は，稲作中心の田園都市であったが，首都50km圏内という地の利にあわせ最近の交通機関

の発達により，台地部の太生乳　内守谷，坂手に工業団地が造成されて，変貌しようとしている。

特に，水海道市南端の内守谷地区は，急激に開発の進んできている地域である。また，市街地は，

江戸時代から明治時代にかけて鬼怒川水運の河岸として栄えた所で，隣接町村を商圏とする商業

地城となっている。

内守谷地区は，鬼怒川右岸の標高18－20mほどの平担な猿島台地で，この台地には，谷津が樹

枝状に入り込んでいる。当地区東端を南流する鬼怒川は，江戸時代の初め，利根川へ直接入る現

在の流路が開削されるまで9　町の北東の端で東へ流れを変え，谷和原村寺畑を適って小貝川に合

流していた。そのため古代の内守谷地区周辺は，鬼怒川の氾濫原となっていて，谷津は湿地とな

っていたと考えられる。

奥山A遺跡は，内守谷工業団地から東へと延びる舌状台地の南側縁辺部にあ生　遺跡の北東側

に谷津が入り込んでいる。遺跡の標高は13～16mで，南東方向へなだらかに傾斜している。調査

面積は，10，218mて＼現況は畑である。
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第6回　内守谷地区遺跡位置図
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奥山C遺跡は，奥山A遺跡と同一台地の上に位置し，北西方向へ突き出た台地縁辺部に所在し

ている。遺跡の標高は12－17mで，北西側と南西側は谷津に向かってなだらかに傾斜していて，

水田との比高は約8mである。調査面積は8，642mで，現況は山林である。

西原遺跡は，奥山C遺跡北側の谷津を隔てた舌状台地の南西側縁辺部に位置している。遺跡の

標高は18～20mで，南西側は谷津に向かってなだらかに傾斜し，水田との比高は8mである。調

査面積は12，740mで、，現況は山林である。

第2節　歴史的環境

水海道市内守谷町は，利根川水系の生活e文化圏に属し，縄文時代早期以降，人々の生活舞台

となった所で，台地上には多くの遺跡が存在している。ここでは主な遺跡について時代を追って

記載することにする。

氷河時代以降，海進と海退が繰り返されたが，縄文時代早期末から前期初頭にかけて，海進が
かんすい

頂点に達したといわれている。早期末の鍼水系の貝塚である天目山貝塚が，奥山C遺跡く26〉　よ

り内陸部の水海道市大輪町に形成されているので，当時，内守谷地区の谷津は海になっていたと

考えられる。この時期に属する遺跡としては，奥山C遺跡から北東へ600mほどの同一台地にあ

る奥山下鴨遺跡く29〉また，南東へ1．4kmほどにある谷和原村の西下宿遺跡く柑〉などがみられる。

奥山下根遺跡からは，早期中葉から後葉に属する炉穴19基および土坑37基が検出され，撚糸文孔
（1）

洗練文系，条痕文系の土器が出土している。西下宿遺跡からも，早期後葉に属する住居跡状遺構
（2）

1基，炉穴24基が検出され，早期中葉から後楽にかけての土器が出土している。

縄文時代前期中葉以降，海退が進み，前期後葉になると，鬼怒川流域には，誠水系の貝塚は形

成されなくなる。前期の遺跡としては，水海道市の北部に所在する大生郷遺跡，坂手日之王神遺
（3）

跡く招〉がみられ，坂手日之王神遺跡は発掘調査が行われておらず不明であるが，大生那
（4）

らは，黒浜期の住居跡が10軒検出されている。縄文時代中期の遺跡としては，内守谷地区の鬼怒
（5）　　　　　　　　　（6）　　　　　　　　（7）　　　　　　　　（8）

川対岸の同一台地に大谷津A遺跡く空の〉，大谷津B遺跡く21〉，筒戸A遺跡く22〉，筒戸B遺跡く23〉

が所在している。これらの遺跡からは阿王台工b期から加曽利EⅣ期までの住屠跡と遺物が多数検

出されている。後期の遺跡としてほ，内守谷館ノ台遺跡く12〉，菅生古谷遺跡く8〉が所在してい
（9）

る。

弥生時代の遺跡は，現在のところ水海道市では確認されていないが，古墳時代になると遺跡数
（10）

も多くな生　前期の遺跡としてほ，前述の奥山下根遺跡，岩井市上出島古墳等がある。奥山下根
（11）

遺跡から住屠跡が2軒検出されている。中期の遺跡としてほ，大生邪遺跡，谷和原村の洞坂畑遺
（12）　　　　　　（13）　　　　　　　　　（14）

帆　大谷津A遺軋　守谷町の仲原遺跡などがみられる。大生郷遺跡からほ住剛亦12軒と土坑1基
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（15）

が検出され，出土した壷や乳　棒の中には西原遺跡出土のものに類似したものがある。大谷津A

遺跡からは竪穴住居跡が3軒検出され，西原遺跡では出土していない相や高林も出土している。

仲原遺跡からほ竪穴住居跡が19軒検出され，この内15軒からは，双孔円板，勾玉，剣形品，臼玉，

紡錘車などの石製模造品が出土しており，祭祀的な色彩を帯びた集落と考えられている。後期の

遺跡としては，大塚戸篠山古墳群く38〉，七ツ塚古墳群く2〉等がある。大塚戸篠山古墳群は，前

方後円墳4基，円墳22基からなり，調査された古墳には，箱式石棺が納められ，この中から
欄

各種玉類，鉄壷族等が検出されている。七ツ塚古墳群は，前方後円墳1基，円墳6基からな生　主

体部は，墳麓に構築されたものが多く，粘土軌　竪穴式石室，箱式石棺と多様である。1号墳の
（17）

下から古墳時代前期の住居跡1軒が検出されている。西原遺跡の北西上1kmほどにある内守谷本郷

遺跡く13〉からは古墳時代中期から平安時代までの土師器，須恵器，羽口，鉄瓶　砥石，木炭な

どが出土しており，鍛冶遺構の存在が考えられるが発掘調査は実施されていない。

律令制以後，内守谷町は下総国相馬郡に属した。承平5年（935年）にはじまった平将門の乱で
（1鋤

は，水海道市も表舞台となって荒廃し朝廷の統制から離れ，相馬郡には相馬御厨がおかれた。中

世の城館跡としてほ，大塚戸城跡く7〉，菅生城跡く15〉がある。

※遺跡名の次のく　〉　内の数字は，第6図の図中番号である。

表1品山A o奥山C o謳康追跡周辺の遺跡・lj覧表

図中

番号
遺　 跡　 名

遺　 跡　 の　 時　 代 図 中

番号
遺　 跡　 名

遺　 跡　 の　 時　 代

先土器 縄文 弥 生 古墳 そめ他 先土器 縄文 弥生 古墳 その他

1

2

権　 現　 塚　 古　 墳

七 ツ 塚 古 墳 群

〇

〇

〇

○

○

〇

〇

〇

〇

16

17

茶　 畑　 古　 墳

堂　 坂　 畑　 遺　 跡 ○

遺

○

○

跡

3

4

5

6

7

8

9

10

豊　 岡　 古　 墳

船　 戸　 遺　 ′跡

馬　 立　 遺　 跡

坂 手 貝 置 遺 跡

大　 塚　 戸　 城　 跡

菅 生 古 谷 遺 跡

坂 手 剣 崎 遺 跡

坂 手 萱 場 貝 塚

〇

〇

〇

〇

18

19

2 0

2 1

2 2

2 3

2 4

2 5

浅　 間　 山　 貝　 塚

西　 下　 宿　 遺　 跡

大 谷 津 B 遺 跡

大 谷 津 A 遺 跡

筒　 戸　 A　 遺　 跡

筒　 戸　 B　遺　 跡

大　 木　 遺　 跡

西　 原　 遺　 跡

〇

〇

〇

〇

〇

〇

当

11 坂手 日之王神遺 跡 ○ 26 奥　 山　 C　遺　 跡 当　 遺　 跡

12 内守 谷館 ノ台遺 跡 ○ 27 奥　 山　 A　 遺　 跡 当　 遺　 跡

13 内 守 谷本 郷 遺 跡 ○ 28 奥　 山　 B　遺　 跡 ○

○

○

14

15

内 守 谷 向 地 遺 跡

菅　 生　 城　 跡

○ ○ 29

30

奥 山 下 根 遺 跡

大塚戸篠 山古墳群

○
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第7回　奥山A・奥山C・西原遺跡周辺通跡位置図
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注

（1）（11）「水海道都市計画事業e内守谷土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書1」奥山B

遺跡・奥山下根遺跡　茨城県教育財団　昭和60年

（2）茨城県教育財団『年報1』昭和57年　『年報3』昭和59年　『年報4』昭和60年

（3）（9）（10）（16）（17）水海道市史編さん委員会『水海道市史』（上巻）昭和58年

（4）（15）「大生邪工業団地内埋蔵文化財調査報告書」太生郷遺跡　茨城県教育財団　昭和56年

（5）（13）「水海道都市計画事業e小絹土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書3」大谷津A

遺跡　茨城県教育財団　昭和60年

（6）「水海道都市計画事業e小絹土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書1」大谷津B

遺跡　茨城県教育財団　昭和58年

（7）「水海道都市計画事業e小絹土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書2」筒戸A・

B遺跡　茨城県教育財団　昭和59年

（8）茨城県史編集委員会監修　『茨城県史二原始古代編』　茨城県　昭和60年
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第3章　奥山A遺跡

第1節　遺跡の概要と遺構・遺物の記載方法

1　遺跡の概要
／ニてあな

調査の結果，当遺跡から古墳時代前期の竪穴住居跡3軒が検出され，住居跡からは，古墳時代
ごりょう　　　　やよい

前期五領式土器に弥生式土器が共伴して出土している。

3軒の住居跡は，標高16mほどの台地東側縁辺部南北42m，東西17mの範囲に検出され，大形

の住居跡を中心に，小形の住居跡が北東に1軒，南東に1軒谷津に向かって弧状に配置されてい

る。3軒の住居跡はともに隅丸方形を呈し，床面中央部から北寄りに炉が設置されている。大形
へきこう

の2号住居跡は，1辺約6．5mで4か所の主柱穴と壁溝および東コーナーに貯蔵穴が検出されて

いる。小形の1・3号住居跡は1辺4m前後で，柱穴と壁溝は検出されなかった。3軒とも炭化

材が多量に出土しており，焼失家屋と思われる。
つば　　　　わん　　　　たかつき　　　　はじき　かめ

住居の床面および床面直上から弥生式土器の壷形土器・椀形土器・高球形土器，土師器の無形
でずく　　　　どだま　　　といし

土器・台付無形土器・小形器台形土器・手提ね土器，土玉および砥石などの石製品が出土している。
のじま　　　　　くろはま　　もろいそ

遺構確認時のグリッドの表土層からは，縄文時代早期野島式，同前期窯浜式・諸磯式，同中期
ごりょうがだい　　あたまだい

五領ヶ台式・阿王台式の土器片が少量出土している。これらの遺物に伴う遺構は検出されなかっ

た。

2　遺構・遺物の記載方法

本書で使用し．た遺構・遺物の記載方法は，次のとおりである。

（1）使用記号

①遺構 名称 住居跡 集石 炉穴・炉 土坑 溝 ピッ ト

記号 S I S S F S K S D P

②遣物出土状況図使用記号

遍 が 空
● ○ ■ ⊂】 ▲ △ ★ ☆

奥 山　 A 椀 形土器 磐　 形　 土　 器 壷　 形　 土　 器 高杯形土器 器 台形土器 手捏ね土器 土玉 石製品

西　　 原 杯形土器 襲 ・壷形土器 短頚壷形土器 轍 形 土 器 手捏 ね土器 その他の土器 土玉 石製晶

（2）遺構・遺物実測図中の表示

E∃＝焼土化した床

（3）土層の分類

＝焼土城 ＝赤彩土器

当遺跡で検出された遺構の土層の色調は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著・日本
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色研事業株式会鋸を使用し，次のように分類した。また，土層中に含まれている含有物も分類

し言己号化した。なお∴撹乱をうけた部分は土層断面図の中に「K」と記入した。

番号 土色名 色　 相 明度／彩度 番号 土色名 色　 相 明度／彩度

1 暗　褐 色 5 Y R ％ 5 黒　　 色 7．5 Y R ％

7．5 Y R ％　 ％　 ％ 6 暗赤褐色 2．5 Y R ％　 ％　 ％

10 Y R ％　 ％ 5 Y R

7．5 Y R

％　 ％　 ％　 ％

％　 ％2 褐　　 色 5 Y R

7．5 Y R

％

％ ％ ％ ％ ％ 7 赤 褐 色 2．5 Y R ％　 ％

10 Y R ％　 ％ 5 Y R ％　 ％　 ％

3 にぷい褐色 7．5 Y R ％ 8 明赤褐色 5 Y R ％

4 黒　褐 色 5 Y R

7．5 Y R

％

％　 ％　 ％

9 に　ゾミご　し、
赤　褐　色 5 Y R

％　 ％

10 赤　　 色 7．5 Y R ％

10 Y R ％　 ％　 ％　 ％ 10 Y R ％

記　 号 a
b i c d e f g h

含有物 ローム粒子 ロームブロック座 土 粒子 焼土ブロック 炭化粒子 炭化物白木 黒色土
i
粘土

※含有物の壷については，少量（5～10％）検出されたものを基準とし9やや多く見られるも

の栂～25％）については「，」を9　さらに多く認められるもの（26％以上）については「”」

をアルファベットの右上に付加して表示した。（例……ea，，　aつ。

初遺構実測図の作成方法と掲載方法

住居跡

遭
I

l

書

I

義

l

l

書

1

1

1

1

1

1

度

義

一

t

I

轟

A】

書

l

暮

l

l

l

t

l

暮

昏

l

l

書

l

‡

l

I

婁

1

1

1

蓼

l

l

l

f

○住居跡等の遺構の図版は縮尺20分の1の原図をトレースし9版組み後，縮尺3分の1で掲載

した。

○住居跡からの出土遺物は，平面図に位置を器種別に記号化したドットで落とした。また，必

要に応じて断面図に出土のレベルを落とした。

○水糸レベルはm単位で記載した。
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（5）遣物実測図の作成方法と掲載方法

怪事I H＋＋　し

ト一一一一一　　口　径　　一一一j

i二‡：‾‾－
外面拓影

土器片拓影因 匿亘宣直団

○土器の実測は，中心線を挟んで左2分の1に外面，右2分の1に内面及び断面を図示したc

o土器片拓影図は，右側に断面を図示した。また，表裏二面を掲載したものについては断面を

中央に配し，左側を外面，右側を内面とした。

○遺物の版姐は，3分の1あるいは2分の1に縮尺したものを掲載の基本とした。

（6）表の見方について

匝居跡一覧萄

○位置は，小調査区（グリッド）名で表示した。他の調査区にまたがる場合は，遺構の占める

面積の割合が大きい′ト調査区名をもって表示した。

○方向は，長軸（主軸）が座標北からみてどの方向にどれだけ傾いているかを，角度で表示し

た。例えばN－200－Eは，長軸（主軸）が北から東へ20度傾いていることを表している0

0平面形は，掘り込み上端面の形状を記した。

○規模の長軸×短軸は，平面形の上端面の計測値，壁高は残有壁高の計測値を記した。

○柱穴数は，その住居跡に伴うと考えられる柱穴の数を記した。

○火災は火災をおこしている住居跡のみ有と記した。

○出土遺物は主な遺物名を記した。

○時期は，出土遺物などから時期判定の可能な範囲で，土器型式によって記した。

匡坑一覧萄

．　　　．　　　　　．　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　1　　　　　　　　l t l
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○土坑e炉穴一覧表については，住居跡一覧表の項目にほぼ準じた。

・壁面は，底面からの立ち上がっている状態によって，次のとお－）に表した。

‾』81－900の傾き－垂直　脚＼＿65－800の傾き－外傾

○底面形状は，次のとおり分類し表記した。

＼－・／平坦　　　＼　／傾斜　＼　　J　皿状

匝亘遷劫好誼萄

○番号は，実測図中の番号と同じ番号を記した。

○法量は，口径…A，器高一B，底径－Cとし，単位はぐmである。なお，（）は推定値である。

○胎土・色調・焼成の欄は，上から胎土，色調，焼成の順で記した。焼成については，良好，

普通，不良に分類し，焼き締まって硬いものは良好，焼成があまく手でこすると器面が剥落

するものを不良とし，その中間のものを普通とした。色調については，前節の土層の分類と

同じ土色帳を使用して記した。土器が焼成以後に焼かれていた時は二次焼成と記し，更に土

器使用後に焼かれていた時は三次焼成と記した。

○備考は，一段目に完存率と接合点数を記した。二段目に出土位置を記し，覆土から出土した

時はX，床面から出土した時はYとした。三e四段目に赤彩や付着物について記した。

なお，この表で解説できない遺物については，本文で解説した。

石器類一覧表

○出土地点は，出土した遺構あるいは小調査区名を記した。

○全長や厚さは，それぞれの最大値を記し，（）を付した数値は欠損石器の実測値である。

○備考には，特徴等を記した。

（7）写真図版について

○遺物写真の右下の番号は，本文中における遺物の番号であり，2－1とは第2号住居跡出土遺

物番号1の遺物を表わしている。

－14－



－1．5，16－



第2節　調査経過

奥山A遺跡は，昭和58年12月に調査面積の8分の1に当たる90グリッドの表土を除去し，遺構

を確認したところ，C3d3区に竪穴住居跡と思われる落ち込み1か所が検出された。他のグリッ

ドからは，住居跡と思われる落ち込みが検出されず，出土遣物も少量であることから当遺跡は遺

構の薄いことが予想された。その後，奥山下根遺跡の調査を先行するため，調査を一時中断した。

昭和59年4月に調査を再開し，6月12日に一切の調査を完了した。以下，発掘調査経過の概要に

ついて半月単位に記述する。

4月前半　現場事務所を，谷和原村中絹から水海道市内守谷町西原へ移転し，発掘器材などの整

理および調査の諸準備を行った。

4月後半　グリッド発掘を調査面積の4分の1まで広げ，C3区から周囲へ広げるようにグリッド

発掘を続けた結果，新たにC3i2区とD3e4区に住居跡と思われる落ち込みを検出した。

5月前半　グリッド発掘による遺構確認作業は終了しなかったが，遺構確認作業と並行して，検

出された3か所の落ち込みの調査を開始することにした。C3d3区のまわりの表土を除去

し，住居跡のプランを検札　これを1号住居跡と命名した。グリッド発掘はB2。B3e

C2。C3。D2。D3区を実施した。

5月後半15勘1号住居跡の確認面までの土層の実測を行い，掘り込みの準備をした。16日，

1号住居跡の掘り込みを開始した。本日，水海道市立菅生小学校6年生が遺跡見学に訪

れた。23日，C3i2区およびD3e4区のまわりの表土を除去し，それぞれ住居跡のプランを

検出し，前者を2号住居跡，後者を3号住居跡と命名した。25日，1号住居跡の平面図

を作成して調査を終了し，2号住居跡の掘り込みを開始した。29日，3号住居跡の掘り

込みを開始した。グリッド発掘はD2e D3・D4区を実施した。

6月前半1日，3号住居跡の平面図を作成し，調査を終了した。2号住居跡は，8日に平面図
ヽ

を作成し，調査を終了した。遺構確認のためのグリッド発掘をD3。D4区と進めたが，

新たに遺構が検出されず，出土遺物も少量で遺構につながるような出土状況ではなかっ

た。このため4日，調査面積の4分の1に当たる160グリッドを表土除去した段階で，

グリッド発掘による遺構確認作業を終了した。12勘　遺構の全景写真を撮影して奥山A

遺跡の調査を完了した。なお，遺跡の航空写真撮影は10月24日に実施した。
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第3節　遺構と遺物

且　竪穴住居跡

第1号住居跡（第9図）

本跡は，台地の北東端にあたるC3f4区を中心に確認された竪穴住居跡である。本跡の北東側は

谷津へ傾斜してお生　南西側11mには第2号住居跡が隣接している。

平面形は，長軸4．4m・短軸4．2mの隅丸方形を里し，主軸方向はN－410－Wを指している。本

跡は，ローム層を60cm掘り込んで構築され，壁はほほ垂直に立ち上がっており，壁溝は検出されて

いない。床面は平坦であるが，北東壁側から中央部にかけて硬く踏み固められごつごつとしている。

炉は，床の中央部からやや北西壁寄りに位置し，平面形が長径74cm。短径62cmの楕円形を呈し，

皿状に10cmほど掘りくぼめられている。炉の中には焼土が8cmほど堆積し，炉床が赤色に硬く焼

けている。

ピットは2か所検出されているが，柱穴と考えられるものは屋外も含め検出されていない。Pl

は南東壁の東コーナー寄りに位置し，平面形が長径50cm e短径42cmの楕円形で言策さが39cmで，

底面は皿状を呈している。Plの覆土の上層は焼土を多量に含み，底面から青灰色粘土ブロックが

出土している。Plは貯蔵穴と思われるが明確にすることはできなかった。P2ほ炉の南側15cmのと

ころに位置し，平面形が長径65cme短径57cmの楕円形を呈し，深さが8cmほどで，底面が皿状に

なっている。このピットは覆土が焼土であり，炉からかき出した灰を一時ためるのに使用された

ものと思われる。

本跡の覆土は，焼土粒子，炭化粒子を含む黒褐色土を主体とし，自然堆積の状況を示している。

炭化材が床面の中央部へ向いて10数点検出されており，大きな炭化材は直径12cm，長さ40cmほど

である。炭化材の出土状況から本跡は火災に遭ったものと思われる。壁ぎわから中央部へ傾斜し

て堆積した焼土城が，コーナー部など7か所に検出されている。北コーナー部の焼土城は，長径

1．8m，短径1mの規模で，厚さ20cmの焼土が覆土中位から床面直上へ傾斜して堆積している。こ

れらの焼土は住居の焼失によるものか，投棄されたものかは判然としない。

遣物は，縄文土器片18点，弥生式土器片13点，土師器片42点，石及び石器が6点出土している。

弥生式土器は壷形土器と高球形土器で，土師器は壷形土器，無形土器，手捏ね土器の各器種が見

られる。土器は小片が多く，図化できたのほ，壷形土器1鳥　台付無形土器の台部3点である。

弥生式土器と土師器は床面もしくは床面直上からの出土で，出土状況に差異が認められず，いず

れも本跡に伴う遣物と思われる。

縄文土器片は小片で著しく磨滅していて，覆土中位以上からの出土であるので，本跡の埋没時

に流れ込んだものと思われる。
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第9図　奥山A遺跡第1号住居跡実測図

第1号住居跡出土遺物（第10区11～8）

弥生式土器
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壷形土器と高棒形土器が出土し，壷形土器のロ綾部片は3点出土している。

1は，西コーナー部焼土の中から出土した壷形土器の口緑部片である。口綾部は複合口縁で，

折り返し部の外面に細かな単節縄文が羽状に施されている。口唇部にも縄文が施されている。経

文の施された口唇部と折り返し部の外面を除きへラミガキ調整が施され，赤彩されている。胎土

は細砂を含み，焼成は良好である。

2は，覆土から出土した童形土器の日録部片である。ロ綾部は複合口緑で，折り返し部の外面

に横位のナデ調整，他の面にへラミガキ調整が施されている。折り返し部下端に板の木口を押圧

したキザミ目が施されている。折り返し部の外面を除き，赤彩されている。胎土は細砂を含み，
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焼成は良好である。図示できなかったもう1片の目線部片は無文の単口縁である。高棒形土器は

小片であり図示できなかった。

匡函圃壷形土器，賢汗は二器などが出土した。

航ま壷形土器で，炉の北側床面から16片に割れた状態で出土し，目線部から胴部上半にかけて

完形に復元された。目線部から胴部上半にかけての外面に，縦位のパケ目調整後，縦位の幅の狭

いへラナデ調整が施されている。口唇部と目線部の上端に弱いヨコナデ調整が施されている。内

面は目線部に，横位または斜位のへラナデ調整，胴部にナデ調整が施されている。胎土は砂を含

み，焼成は良好である。色調は橙色で，口径は，14．1cmである。

台付無形土器の台部が3点（5e7e8），北西壁ぎわの焼土城の中からかたまって出土した。

3点とも台部が八の字に広がり，端部は粘土が内側へはみ出した雉なつくりである。

5は，外面の上部はへラ削り，下部はパケ目調整後，横位のナデ調整が施されている。内面は

へラナデ調整が施されている。胎土は細砂・スコリアを含み，焼成は良好である。色調はにぷい

橙色で，底径は9．3。m，現存高は4．9cmである。

自ま，外面にパケ目調整後ナデ調整，内面にナデ調整後端部のみ横ナデ調整が施されている。

上部はかなり強く二次焼成を受けている。胎土は，礫・細砂・スコリアを含み，焼成は不良であ

る。

宙は，外面の上部はへラ削り，下部はパケ目調整が施されている。内側は，へラナデ調整後，

端部に横位のパケ目調整が施されている。上部は二次焼成を受けている。胎土は砂。スコリアを

含み，焼成は普通である。底径は10．3cm，現存高は7・Ocmである。

婆形土器は目線部片が5点出土しているが，小片なので拓影図で図示した。

3は，覆土から出土した無形土器のロ縁部片である。口唇部にキザミ目が施され，目線部外面

に明瞭な輪積み痕が認められる。外面はナデ調整，内面はパケ目調整が施されている。色調は外

面が黒褐色，内面がにふい褐色である。外面には，煤が付着している。胎土は砂を含み，焼成は良

好である。手捏ね土器は全体の器形を窺えるものが出土していないが，2号住居跡出土の同形の

土器に類似している。

6は床面から出土した砥石で，大きな礫の破片を利用したものである。表面は滑らかで，側線

には縦方向の凹みがあって，やや滑らかになっている。石質は砂岩で，縦15．5cm，横15・3cm，厚

さ6．4。mである。重さは1，700gである。石器類は，この他に，雲母片岩の縦13cm，横12cm，厚さ

4C・m，重さ1，300gの台形状をした石が出土している。
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第10図　奥山A遺跡第1号住居跡出土遺物実測図

第2号住居跡（第11図）

本跡は，C3il区を中心に確認された竪穴住居跡で，本跡の北東側11mに第1号住居跡が，南

東側20mに第3号住居跡が隣接している。

平面形は，長軸6．6m・短軸6．4mの隅丸万形を呈し，主軸方向はN－340－Wを指している。

壁は，ほぼ垂直に立ち上がI上　壁高は54cmほどである。壁溝は，幅10～15cm・深さ4～6cmと小

規模でしかも断続的に検出されている。壁溝の覆土の色は床面とほぼ同じ褐色であるが，軟らか

くて微量の炭化粒子が含まれている。床面は平坦で硬く踏み固められている。炉は地床炉で床面

の中央部から北西壁寄りに位置し，平面形が長径1．6m・短径1．3mの梧円形状を呈し，炉床が床

面とほぼ同一レベルの地床炉である。炉床は赤色に硬く焼けている。炉から西へ1．7m，北へ0．7

mの二方向に床面が焼け，また，炉の北東側に3か所，東側に1か所，南側に2か所，赤く焼け

た床面が検出されている。これら焼土化した床面は，炉とくらべると焼け具合が弱いもので，一

時的に炉として使用されたものか，住居が焼失する時に焼けたものか判然としない。

ピットは9か所検出され，Pl・P2・P3・P4の4か所は，床面の対角線上にあって，深さも61

～70cmと深く，底面が平矧二固められていることから，主柱穴と考えられる。主柱穴は，直径が

31－34cm，底面径が20cmでほぼ垂直に掘られている。P5は東コーナー壁ぎわに検出された貯蔵
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第11図　奥山A遺跡第2号住居跡実測図
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第は図　奥山風過跡第　号住居跡逸物出藍状況図

ー23－



穴である。開口部は縦74cm，横60cm9　底面は縦67cm，横53cmの隅丸方形を呈し，深さは48cl‖1で東

側がオーバーハングしている。また，底面中央部は長径36cm，短径30cmの棺円形状に更に11cm掘

り下げられている。また，貯蔵穴の東壁の上部は壁溝とつながっている。P6ほ南東壁ぎわのP5西

側に検出されたスリバチ状のピットである。直径60cm，深さ48cmで，底面は軟弱であ生　用途は

不明である。P7は，南東壁中央壁ぎわに検出された楕円形をしたピットである。長径46cm，短径

20cm，深さ21cmで，底面は軟弱であ生　用途は不明である。P8ほ，北西壁ぎわに検出された楕円

形をしたピットである。長径45cm，短径38cm，深さ13cmで，壁溝とつながっており，用途は不明

である。P9は，台石（22）を取を）除いたところ，検出されたピットで，長径35Clm，短径12cm言采

さ6cmに床をⅤ字状に掘㌢）込んでいる。この台石を固定するために掘られたものと思われる。

本跡の覆土は，黒褐色土が主体であるが，含有物により大きく4層に分けられ，自然堆積の状

況を示している。2層から下の層には焼土粒子が多く含まれており，最下層の4層は8emほどの

厚さで，特に多くの焼土粒子を含んでいる。床面直上には長さ50cmほどの炭化材が検出されてい

る。本跡は，炭化材の出土状況や，遺物の三次焼成を受けている様子から火災に遭ったものと思

われる。床面の北西および北東壁ぎわには，焼土が厚く堆積しており，床面との間に8cmの厚さ

の暗褐色土を挟んで，焼土が20cmほどの厚さで，壁から中央部へ傾斜している。これらの焼土は

佳膚の焼失によるものか，壁ぎわが少し埋もれてから投棄されたものかほ判然としない。

遺物は，縄文式土器片21鳥　弥生式土器片392点，土師器片188点，土玉2点，石製品及び礫11

点が出土している。弥生式土器は，土師器に比べ磨滅が著しく，小片に割れて出土しており，土

師器より長期にわたって使用されていたことが窺える。弥生式土器は高棒形土器，碗形土器が，

土師器は無形土器，台付無形土器，手捏ね土乳　小形器台形土器の各器種がみられる。これらの

遺物は，炉の北側と貯蔵穴内および貯蔵穴の西側に集中して出土している。貯蔵穴の中から，台

部を欠損した台付無形土器（13）が，胴部下半欠損の無形土器の中に納まった状況で出土してい

る。弥生式土器と土師器は，ともに床面もしくは床面直上からの出土で，出土状況に差異が認め

られず，いずれも本跡に伴うものと思われる。

第2号住居跡出土遺物（第13・14・15図1－24）

弥生式土器 壷形土器。碗形土器e高棒形土器が出土し，このうち壷形土器は，目線部片や底

部片も1点と数えると26点となり，本跡からの出土遺物では一番個体数が多い。

頂は，北西壁ぎわ床面から31片に割れて出土し，ほぼ完形に復元できた壷形土器である。この

壷形土器は無文の複合口緑を有し，胴部は下ぶくれの球形を呈している。外面と目線部内面はへ

ラミガキ調整，口唇部は横ナデ調整，胴部内面は丁寧なナヂ調整が施されている。内。外面は二

次焼成を受け，斑点状に刺離し，特に内面が強く刹離している。外面と口綾部の内面に赤彩が施

されている。胎土は砂・スコリアを含み，焼成は普通である。色調は外面が赤色，内面がにぷい
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第13図　奥山A遺跡第2号住居跡出土遺物実測図（1）
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褐色である。口径は11。9cm，器高は18。拍m　底径は6．5cmである。

翌は9　日緑部を上にして貯蔵穴の西側床面から胴部が押しつぶされた状態で出土した壷形土器

である。胴部はぼろぼろにもろくなっていて復元できなかった。日録部は単目線で大きく外傾し

ている。頸部に断面三角形の太い隆帯が巡っていて9　隆帯上にはキザミ昌が等間隔に施されてい

る。日綾部の外面にはへラミガキ調整，同内面には粗いパケ目調乳　口唇部には横ナデ調整が施

されている。内申外面には赤彩が施されている。胎土は細砂eスコリアを含み，焼成は不良であ

る。口径はユ3．9cmである。

3は，貯蔵穴内から出土した壷形土器の目線部片である。目線部は複合目線で，折り返し部の

下端にキザミ目が施されている。胎土は礫の砂を多義に含み9　焼成は不良である。

縮ま，炉の東側床面から13片に割れて出土した壷形土器で，胴部上半だけが復元できた。胴部

上部に円形浮文が1軋　結節文が2条巡っていて，これらの間にRL，LRの細かな縄文が交互に

施文されて羽状になっている。この文様帯の中位に赤色の円形状斑点が等間隔に施されている。

外面と目線部内面はへラミガキ調整9　胴部内面はナデ調整が施されている。外面と目線部内面は

赤彩され，胴部内面の色調は浅黄橙色である。内e外面は斑点状に剥離している。胎土は礫e砂

のスコリアを含み，焼成は不良である。

5は，貯蔵穴内から出土し亨14片を接合して胴部上半の復元できた壷形土器である。5と6ほ

同一個体で底部には鯵がつくと思われる。盟の文様は縮こ類似しているが学　名より簡略化されて

いる。胴部の上部外面は，LR，RLの縄文が羽状に施文され，下端に結節文が巡っている。胴部の

下部外面はへラミガキ調整が施され，この上を赤彩されている。色調は外面の文様帯が浅黄橙色

内面が橙色である。内e外面は斑点状に刹離し，内面には煤が付着している。霞の底部に木葉痕

が認められる。胎土は砂eスコリアを含み，焼成は不良である。

晋は帰こ類似した壷形土器で912点を接合して胴部上半のみが復元できた。首の主要を破片は

東コーナー部床面から出土し，接合できた破片は，この地点を中心に放射状に散らばってお生

遠いもので約2．7m離れたものもある。胴部外面はへラミガキ調整，内面はナデ調整が施されて

いる。内面に輪積み痕が認められる。主要を破片が出土した位置から2．7m離れて出土した破片

は，三次焼成を受けていないのに対し，他の破片は三次焼成されており，音が破砕してから火を

受けたことが窺える。胴部外面は赤彩され，内面の色調はにぷい橙色である。胎土は細砂・スコ

リアを含み9　焼成は普通である。

碗形土器の出土は鐙の1点だけである。

8ほ，目線部から底部までほぼ2分の1復元できた碗形土器である。接合できた破片は10片で，

貯蔵穴内から大部分が出土し，そこから2mほど離れた床面から出土したものが接合している。

目線部は短く直立し，口唇部は内そぎを呈している。内e外面は赤彩されているが，二次焼成と
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第14図　奥山A遺跡第2号住居跡出土遺物実測図（2）
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磨滅のため部分的に赤彩が認められているだけである。色調は淡橙色で，胎土は纏砂を含み，焼

成は普通である。口径は推定で9．7cm9　器高は7．3cm9　底径は4．1cnlである。

高棒形土器は，ロ綾部片16点と少量の台部片が出土しているが9　実測図に掲載できたのほ，9

だけである。

撃は普　貯蔵穴の北側床面から豊の壷形土器にまじって出土した高棒形土器である。内e外面と

もへラミガキが施され，赤彩されている。胎土は細砂を含み，焼成は普通である。

匡痙覇　無形土器。手捏ね土器の小形器台形土器などが出土し，婆形土器は，破片が122点と

壷形土器についで多いが9　多くは小片で出土している。

臓は9　貯蔵穴内から出土した日綾部から胴部上半にかけての葉形土器で9　胴下半部は出土しな

かった。口唇部には棒状施文具によるキザミ軋　外面にパケ目調整，内面にナデ調整が施されて

いる。パケ目調整には重なりが多い。頚部外面に輪積み痕が認められる。ロ綾部から胴部上半ま

での3分の2ほどが二次焼成を受けている。色調は外面が極暗褐色，内面が浅黄橙色である。胎

土は砂のスコリアを含み，焼成は良好である。

紺お　整形土器の目線部片で，外面に輪積み痕が3段明瞭に認められる。外面に弱い横ナデ調

整9　内面にパケ自調整が施されている。内面に煤が付着している。色調は橙色で，胎土は砂と多

くのスコリアを含み，焼成は不良である。口径は推定で19．0cmである。

臓は　婆形土器の日綾部片である。目線部外面に明瞭な輪積み痕が2段認められ9　この外面は，

指庄されている。内e外面は強く斑点状に剥離され，内面に煤が付着している。色調は橙色であ

る。胎土は太きめの砂を多く含み，焼成は普通である。口径は推定で19．8cmである。

台付整形土器は，台部欠損の臓と台部のみの掴，このほか台部片が1点出土している。

臓は，貯蔵穴内から出土した台部欠損の台付婆形土器で，臓に接合する台部はみあたらなかっ

た。目線部の外商には，明瞭な輪積み痕が2段残っていて，この外面は軽く指圧されている。口

唇部にはパケ目調整乳　等間隔にキザミ昌が施されている。目線部外面は軽く横ナデ調整，同内

面はパケ目調整が施されている。胴部の外面はパケ目調整後9　下部のみへラナデ調整，同内面に

へラナデ調整が施されている。胴部の下部は二次焼成され9　胴部内面には煮汁が全面に付着しサ

末の炭化した痕跡も認められる。台部との断面はやや磨滅している。色調はにぷい褐色で，胎土は

砂を含み，焼成は良好である。口径は16．1cm言現存する器高は16．1cmである。

臓は，台部のみ現存の台付葉形土器である。台部は八の字に広がっていて，内部に紋を）痕が残

っている。外面はパケ目調整後ナデ調整，下端に横ナデ調整が施されている。内面にへラナデ調

整と，同下端に弱い横ナデ調整が施されている。胴部との断面は磨滅している。色調はにぷい橙

色で，胎土は砂を含み，焼成は良好である。

手捏ね土器は臓と相の2個出土している。
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摘は，北側床面に出土した4片を接合したところ，口綾部から底部までの2分の1が復元でき

た手捏ね土器である。休部から口綾部まで外傾して立ち上がり，内・外面は凸凹で，ナデ調整が

施されている。二次焼成を受け，色調はにぷい橙色である。胎土は細砂・スコリアを含み，焼成

は普通である。口径は推定で7．7cm，器高は4．6cm，底径は推定で3．8cmである。

相は上半分欠損の手捏ね土器で，北東壁付近の床面から出土している。底部は楕円形で，底径

は18～20cmである。外面に縦位の′＼ケ目調整がわずかに施されている。色調はにぷい橙色で，胎

土は砂を含み，焼成は良好である。

小形器台形土器は9個出土し，脚部にあけられた貫通孔は，側面に3個だけのものと，他に中

央孔のあいているものとがある。

欄ま，貯蔵穴の覆土と，貯蔵穴の西側床面から出土した5片を接合して完形に復元できた小形

器台形土器である。受部は外傾して立ち上がり，上位でわずかに直立している。脚部は円錐形で

端部がやや尖る。孔は脚部の中央に1胤　側面に3個貫通している。孔の直径は，外側は7mm，

中ほどで6mmである。受部外面は，パケ目調整後ナデ調整，同内面はへラナデ調整が施されてい

る。脚部外面は，幅の狭いへラナデ調整，同内面にはへラナデ調整が施されている。内e外面に

22

第相国　奥山Å遺跡第　号住居跡出土遺物実測図（3）
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少量煤が付着している。色調は橙色で，胎土は多量の砂を含み，焼成は不良である。口径は8．2

cmで器高は8．6cm，底径は8．9cmである。

相は，P6の覆土上位に出土した小形器台形土器で，脚部の下半が欠接している。受部は内攣ぎ

みに立ち上がる。孔は脚部の中央に1個言則面に3個貫通している。中央孔は外側で10mm，中ほ

どで7mmである。外面と受部の内面に縦位のへラミガキが施されている。断面部は少し磨滅して

いる。色調は橙色で，胎土は細砂・スコリアを含み，焼成は良好である。口径は8．8cmである。

用は，西コーナー部付近の床面から出土した小形器台形土器で，受部が欠損している。脚部は

八の字に広がり，端部に面を有する。孔は側面に3個，直径14mmの大きさで貫通している。外面

はへラミガキ調整，内面はナデ調整後下部に横ナヂ調整が施されている。断面部はやや磨滅して

いる。色調はにぷい橙色で，胎土は砂を含み，焼成は普通である。底径はH上1cmである。

土玉は覆土から大小2点出土している。いずれもソロバン玉状で，緑の中央部に孔が貫通して

いる。外面はナデ調整が施されている。また，いずれも色調はにぷい橙色で，胎土は砂eスコリ

アを含み，焼成は良好である。

鋼の大きさは，長径1．9cm，短径上2cmで，孔径は上5mmで端が欠損している。外面が赤彩されて

いる。

封の大きさほ，長径3．2cm，短径2．0cmで，孔径は2mnlである。

石器類は言敲石2点，台石3点，チャートの剥片1点，軽石1点とその他に河原石5点が出土

している。

22は，P9に据えられた台石である。表面は凸凹で，敲打のためと思われる剥離痕が認められる。
はんれいかん

大きさは19．4cmX15．8cmX12．3cmで，重量は6，150gである。石質は斑鳩岩である。

23は，台石の22が据えられていた地点から北へ1．3mの床面から出土した敲石である。扁平な

河原石を利用したもので，表面と裏面の中央部と側線の全局に敲打のためと思われる痕跡が認め

られる。大きさほ6．8cmX6。5cmX2．6cmで，重量は159gである。石質は硬砂岩である。

2射ま，貯蔵穴内から出土した敲石である。扁平な河原石を利用したもので，表面に同一方向の

擦痕が，側線に敲打痕が認められる。大きさほ，6．5cmX5．9cmXl．7cmで，重量は82gである。石

質は硬砂岩である。

第3号住居跡（第16図）

本跡は，D3e4区を中心に確認された竪穴住屠跡で，本跡の北西20mに第2号住屠跡が隣接して

いる。

平面形は，長軸3．9m・短軸3．7mの隅丸方形を呈し，主軸方向はN－420－Wを指している。

壁はやや外傾ぎみに立ち上がっていて，壁高が15～24cmと低く，軟らかである。床面は平坦であ
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るが，異色土が斑点状に混じっていて全体的に軟らかである。炉は，地床炉で床の中央部から北

東寄りに位置し，平面形が短径48cm・長径55cmの楕円形を呈している。焼土および焼土ブロック

が10cmの厚さに堆積しているが，底面には焼けた部分が認められなかったので，炉は撹乱を受け

たものと思われる。

ピットは2か所検出されているが，柱穴と考えられるものは住居の屋外も含め検出されていな

い。Plは北西壁ぎわに検出され，平面形が直径45cmの円形で深さが22～29cmと底面が凸凹になっ

ている。覆土から壷形土器の胴部片が出土している。覆土に散乱と思えるところもあり，用途不

明のビットである。P2は，床面のほぼ中央に検出され，平面形が直径70cmの円形で，深さは22cm

で断面形はスリバチ状を呈している。底面はやや軟弱であり，覆土下層に焼土粒子が微量含まれ

ている。覆土に撹乱を受けたと思えるところもあり，Pl同様用途不明のピットである。

本跡の覆土は大きく2層に分けられ，上層は黒褐色土で15cmほどの厚さに堆積し，下層は暗褐

色土で5～10cmの厚さに堆積している。覆土は自然堆積の状況を示しているが，部分的に木の根

によ単愴乱されている。焼土はあまり検出されていないが，床面に長さ60cmほどの炭化材が出土

0回

第16図　奥山A漣跡第3号住居跡実測図・出土遺物実測図
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遺物は，縄文式土器片14鳥　弥生式土器片29鳥　土師掛昌5鳥　石2点出土している。弥生式

土器は壷形土現　高棒形土乳　碗形土器で，土師器は整形土器が見られる。いずれも実測のでき

ないほどの小片である。弥生式土器と土師器は，ともに床面もしくは床面直上からの出土で，出

土状況に差異が認められず，いずれも本跡に伴うものと思われる。縄文土器はすべてすりへった

小片で管　覆土上層からの出土であ生　本跡が埋没時に流れ込んだものと思われる。

第3号住居跡出土遺物　し第16図　1・2）

頂は，弥生式土器の壷形土器目線部片である。複合目線の器面と，口唇部にRLの細かな縄文が

施文されていて，内e外面は赤彩されている。

翌は，覆土から出土した敲石である。長軸の両端部に敲打痕が認められる。大きさほ，6．5ぐm

X3．2〔・mX2．0ぐmで，重量は67g，石質は砂岩である。

望　遠構外出丑の遺物

表面採集とグリッド発掘中に出土した遺物は，縄文土器片333鳥弥生式土器および土師器片381

鳥　土製品3鳥　石器類3鳥　礫48点である。縄文土器は，細片が多く，量的に少ないが，縄文

時代早期野島式言司前期窯浜式，諸磯式守　同中期五領ヶ台式言呵王台式の土器片が出土している。

その中で，窯浜式，諸磯式，五領ヶ台式の土器が比較的多く出土している。弥生式土器および土

師器は，住居跡内出土遺物と同型式のものがほとんどで管　そのうち遺存状態のよい3点のみ実測

図に掲載した。土製品は，縄文土器片を利用した土器片鐘である。石器類は，磨石上軋　敲石2

点である。礫は，大部分が河原石を利用したもので，割れたものが多い。

日　経文土器

経文土器片は，文様や時期等から次のように分類した。

1群の土器（第17図　1）

縄文時代早期の土器で，1点だけ出土している。瑠は目線部が波状を呈し，口唇部は辛組で，

斜位に条痕文が施されている。外面に縦位と横位の微隆起線文が施されている。胎土は細砂を含

み9　色調は浅黄橙色で，焼成は普通である。野島式に比定されるものと思われる。

2群の土器

縄文時代前期の土器を本群とした。

1類（第17図　2～10）

文様が半裁竹管による爪形文や刺突丸　洗練文を主とした土器を本類とした。色調は橙色　暗

褐色で断面部は黒色のものが多く，胎土は多量の繊維と細砂を含んでいる。焼成は普通である。

本類は窯浜式に比定されるものと思われる。

望　e3ほ9　日緑部片で無文地に半裁竹管による刺突文が横位に施されている。その下には縄文

…32…
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が施文されている。縮ま，目線部片で上端から斜位に半裁竹管による沈線文が施文されている。

5は9　日縁部片で縄文地に半裁竹管による爪形文が横位に施文されている。6ほ，目線部片で口

唇部に突起がつく。縄文地に半裁竹管による沈線文が横位に施され，その沈線文にそって半裁竹

管による刺突文が施されている。晋は，目線部片で付加縄文が斜位に施されている。畠は胴部片

で9　付加縄文が施文され，胎土に砂が特に多く含まれている。狛凰　胴部片で紬＼縄文地に円形

竹管文と半裁竹管による爪形文が施されている。内面はていねいにナヂ調整が施されている。相

は9　胴部片で不整撚糸文が施されている。

2類（第17図　瑠　～臓）

ゆるく外反する目線と，文様に爪形文を主に施す土器を本類とした。色調はにぷい橙色が多く，

胎土は細砂を多義に含むものが多い。焼成は普通である。本類は諸磯式に比定されるものと思わ

れる、、

醐～臓は　目線部片で縄文を唯一の文様とするものであ生　臓には補修孔がみられる。臓は，

縄文地に結節文が横位に巡っている。臓は，目線部片で爪形文が無文地に3条横位に巡っており，

その下には縄文が縦位に施文されている。臓は胴部片で，爪形文を幾何学的に施している。臓～

臓は9　諸磯A式に比定されるものと思われる。相は，胴部片で横位の洗練間に沈線が弧状に施文

されている。諸磯C式に比定されるものと思われる。

3肝の十器

縄文時代中期の土器を本群とした。

1類（第17図17－25）

目線部内面の上端が肥厚し強い稜をもつもの，文様帯に三角形の沈刻や洗練文を主体とするも

のを本類とした。色調はにぷい橙色が多く，胎土は檻　砂，雲母を含んでいる。焼成は良好なも

のが多い。本類は五領ヶ台式に比定されるものと思われる。

腑ま口綾部片で言太線が横位に2条巡り9　その下に2本単位の洗練で楕円形区画文が描かれて

いる。楕円形区画内には縄文が充填され亨　その中央部に円形文が沈線で描かれ管　内部は磨り消さ

れている。相は口綾部片で，半裁竹管による洗練文が横位に巡り，その下に沈線による曲線文が

描かれている。臓は緩い波状目線で，上端に洗練が3条平行に巡っていて，上から3本目の沈線

がV字状に落ち込み，その中央部に三角形の沈刻文が加えられている。2田は日録部片で言太線が

3条横位に巡り，その下に縄文が施されている。紺ま波状目線で9　洗練による三角形区画内に縄

文が施され，中心部に三角形の沈刻文が施されている。鍼は波状目線で，口唇部に突起を有し，

上に浅いキザミ昌が施されている。突起は内面に渦巻き，外面に隆帯による曲線文が施されてい

る。日録部外面は沈線による渦巻き文が施されている。拓影図の洗練には，刺突文が施されてい

る。内面の上端は内そぎとなっており言先刻による玉抱き三叉文が施されている。23は波状目線
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で，日縁部の上端と下端に沈線が巡り，口縁部の波頂部にキザミ目が施されている。内面の波頂

部に縦位の角押文が2条施文され，この両側に長くのびた三叉文が施文されている。三叉文は角

押文となっている。胴部は縄文地にドーナツ状の突帯が貼r）付けてある。その両側に2個ずつ三

叉状の沈刻が施され，玉抱き三叉文を表現している。鋼は，頸部付近の胴部片で，2条の洗練に

よる楕円文の区画内にRLの縄文が施されている。この区画文の端には，三角形の沈刻文が施文

されている。25は日録部片で，口唇部には斜位に縄文原体が押庄されている。器面にRLの経文が

横位に粗く施文され，拓影図の下方には角棒状施文具による刺突文が横位に巡っている。

2類（第17図　鋼～銅）

文様が角押文を主体とする土器を本類とした。色調はにぷい褐色で，胎土は多量の礫。砂e雲

母を含んでいる。焼成は良好である。本類の土器は阿王台式に比定されるものと思われる。

26は目線部片で，上端が内側へ肥厚している。外面には角押文が鋸歯状に巡っている。銅は口

縁部片で，上端の内面に稜をもっている。外面の上端に隆帯が横位に巡ってお生　その隆帯にそ

って低い隆帯が巡っており，その上下に角押文が巡っている。28は目線部片で，口唇部が内そぎ

となっている。外商の上部に隆帯が巡生その隆帯の上下端に角押文が巡っている。その下に断面三

角形の低い隆帯が巡生その隆帯の両側にも角押文が巡っている。角押文の下に波状の波線文が横

位に巡っている。銅と28は言呵王台Ib式に比定される。

土器片錘（第17図　2　－馴）

土器片錘は3点出土している。いずれも無文の縄文土器の胴部片を利用したもので，対面する

側線に切と）込みが2か所施されている。側線は割れたままの状態で研磨されていない。

表2　土器片錘一覧表

番　 号 出　 土

地　 点

（区）

大きさ回

重量（g）

切 り込

み間の

長さ輌

形　 状 色　　 調 胎　　 土 焼成 備　　　 考
長 さ 幅 厚さ

29 C 3 h l 44 ．6 28．4 9 ．0 11 ．5 22 ．0 不定形 にぷい赤褐色 砂 ・雲母 普通 切 り込みは長辺にある。

38 D 3 e 5 42 ．5 28 ．4 9 ．0 15．0 24 ．2 不定形 にぷい橙色 細砂 ・砂 普通 切団 込みは長辺にある。

31 D 3e 4 45 ．1
42 可 12・0

26 ．5 36 ．0 方　 形 灰褐色 砂 ・雲母 普通 切 り込みは短辺にある。

（2）土師器（第17図　3　～鍼）

32は，D3d5区から12片に割れて出土し，ほぼ完形に復元された小形無形土器である。上げ底ぎ

みの平底で，胴部は球形で，最大径は中位にある。日録部は短く，外傾して立ち上がる。外面は

ナデ調整，内面はへラナヂ調整が施されている。内面に輪積み痕が認められる。色調はにぷい橙

色で，胎土は細砂を多量に含み，焼成は不良である。口径は5．7cm，器高は7．5cm，底径は4．6cmで
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ある。

33は，D3g2区から出土した台付無形土器の台部である。4片に割れて出土したが，台部のみほ

ぼ完形に復元できた。台部は八の字に広がり，直径3．3cmほどの円窓が1つあいている。外面はパ

ケ目調整後ナデ調整，内面はパケ目調整およびへラナデ調整が施されている。二次焼成を受けて

おり，色調は明赤褐色である。胎土は砂を多量に含み，焼成は不良である。底径は10．2cmである。

3射ま，C3h4区から出土した高棒形土器の脚部片である。外面にへラミガキ調整，内面にナデ調

整が施されている。外面は赤彩され，内面の色調はにぷい橙色である。胎土は細砂を含み，焼成

は良好である。

表3　奥山A遺跡住居跡一覧表

住居

番号
位　 置 主軸 方向 平面 形

規　　　 模

壁

溝

炉

数

柱 穴

数

貯 蔵

穴数

火

災
出　 土　 遺　 物 時　 期

長軸×短軸両

面横河

壁高伺

1 C 3f4 N －4 10－W 隅 丸方 形

4 ．4 ×4 ．2

18 ．5

60 奴
ノIlヽ
1 0 1 有

弥生式土 器 一義 ・高 杯，土師 器 －

壷 ・喪 ・台付婆 ・手捏 ね土器 ，砥

石

古 墳時代

五 領　 期

2 C 3 il N －34 0－W 隅 丸方形

6 ．6 ×6 ．4

42 ．2

54 有 1 4 1 有
弥 生式土器 一壷 ・椀 ・高杯， 土師

器 一要 ・台付婆 ・手捏 ね土器 ・小

形器 台， 土去，敲 石， 台石

古墳 時代

五 領 期

3 D 3e 4 N …420 －W 隅丸 方形

3 ．9 ×3 ．7

14 ．4

24 無 1 0 0 有

弥生 式土器 …壷 ・椀 ・高 杯，土 師

器 ＋乳　 敲 石

古墳 時代

五 領　 期
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第4節　まとめ

当遺跡からほ，古墳時代の住居跡3軒が検出されており，住居跡から土師器とともに弥生式土

器が出土し，弥生時代から古墳時代への移r）変わる時期の集落として注目される。ここでは，出

土遺物を中心にまとめることにする。

1　住居跡について

3軒の住居跡は大形の第2号住居跡を中心に，谷津に向かって弧状に配置しており，いずれも

平面形が隅丸方形で，地床炉が設けられた竪穴住屠跡である。

第2号住屠跡は，1辺が6・5mと3軒の中では，他の2軒に比べ2～3倍の床面積で，主柱穴，

貯蔵穴，壁溝を有し，他の2軒の住居跡に比べ整った形態をしている。炉は中央部から北寄りに

設置され，床面をそのまま使用した地床炉で，良く使用された跡が認められた。貯蔵穴は東コー

ナー壁ぎわに設けられており，開口部の平面形は隅丸方形である。貯蔵穴の中からは，投棄され

た状態で整形土器などの破損した土器が多数出土している。住屠の床面には台石が据えられてお

生　住屠内で作業が行われていたことをよく示している。壁溝は貯蔵穴に連結している。復元さ

れた土器を観察すると，土器断面部もよく焼けたいわゆる三次焼成された土器片と，三次焼成さ

れない土器片が按合していることが認められた。このことは，土器を破砕した行為の後に，土器

が焼けたことを示唆している。つまり，本跡の焼失前に察詞的な行為が行われたことが考えられ

る。

また，第2号住屠跡からは，580点の土器片が出土してお生　これは3軒の住居跡を合わせた土

器片総数684点の85％にあたる。第2号住宅跡は，住居の配置や規模，形態，出土遺物等からも，

当集落の中心的な役割と）をしていたと思われる。

第1号住居跡と第3号住居跡は1辺が4m前後と小形の住屠跡で，主柱穴と壁溝は検出されなか

った。炉は，第2号住屠跡と同様に中央から北寄r）に設置された地床炉であるが，小規模であま

り使用されなかったと思われる。出土遺物は第2号住居跡に比べ極端に少ない。また，第1・3

号住居跡の主軸方向がN－410－W，NM420－Wと同じであるのに対し，第2号住屠跡の主軸方

向はN－340－Wと若干の差異が認められる。この主軸方向の差および住居の規模や形態の差異は，

第2号住居跡が設置された後に，第1e3号住居跡が別棟的に設置されたことを示唆するものと

思われる。

2　土器の分類と型式について

当遺跡の3軒の住屠跡からは684点の弥生式土器および土師器が出土し，多くは第2号住屠跡

から出土している。完形で出土したものはなく，多くは破片で出土した。一番遺存状態のよいも
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のは，2－臓の台部欠損の台付整形土器で，完形に復元できたのは，2－1の壷形土器と，2－

mの小形器台形土器の2点だけであった。これらの土器を器形および文様，胎土などで分類し，

土器型式を比定することとする。なお，2－1とは，第2号住居跡出土遺物番号欄の遺物を表わ

し，実測図の番号と同じになっている。

匿車重窒I

A類　胴部の上半に目の細かな縄文と結節文を施文する土器を本類とする。本類の土器は第2

号住居跡から超◎　5の2点出土しているが，いずれも胴部の上半を中心に復元できたもので，全

体の器形をとらえることができなかった。5ほ胴部最大径が24．5cmと大形の壷形土器である。口
（1）

緑部は出土しなかったが，胴部の形状が尾ヶ崎遺跡出土遺物A類と類似しているので，単目線で

あったと思われる。目線部下位の外面は，へラミガキ調整され，赤彩されている。胴部は上半に

文様帯を有し，以下はへラミガキ調整後，赤彩されている。文様帯は，上位にボタン状の円形浮

文が1条巡り，以下に縄文と結節文が交互に施文されている。縄文はLRとRLの縄文を交互に施

文して，羽状の効果を出している。この文様帯の中位に赤色の円形の斑点が，等間隔につけられ

ている。本類の土器は前野町式に比定されるものと思われる。

B類　頚部に隆帯の巡る土器を本類とし，第2号住居跡から2の1点が出土している。目線部

は単口緑で，外面はへラミガキ調整され，赤彩されている。頚部には断面三角形の太い降葦が巡

っていて，隆帯上にはキザミ昌が等間隔に施されている。本類の土器は，東海系の弥生式土器の

影響を強く受けている。

C韓　日縁部は複合目線で，頚部で強くくびれている。胴部は下ぶくれを呈してお生　無文で

ある。外面はへラミガキ調整後，赤彩されている。ロ緑部は複合口緑の上に縄文を施文したもの

と，無文のものとがあり，複合口緑の幅は狭いものと，比較的広いものとがある。器厚がA・B

類よりもやや薄く，比較的小さな壷形土器である。本類の土器は前野町式に比定されると思われ

る。

り韓　日縁部は単目線で，大きく外反しており，頚部付近はパケ目調整されている。本類の土

器は第1号仕官跡から出土した超の1点だけで，胴部が欠接しており，全体の器形を窺うことが

できない。本類の土器は五領式に比定されると思われる。

葉形土器

魚類　目線部は頸部でくびれて，緩やかに外反している。口唇部にはキザミ目が施され，外面

はパケ目調整されている。本類の土器は下半を欠損した2－相の1点だけであ生　全体の器形を

窺うことができない。
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B韓　日縁部は頚部でくの字に強くくびれてから，外傾してお㌢），日録部外面には，ひだ状に

2－3段の明瞭な輪積み痕が認められる。復元できたのは日録部だけで，全体の器形を窺うこと

ができない。

台付葉形土器

ロ綾部は外反し，外面に明瞭な輪積み痕が認められ，口唇部にキザミ目が施されている。胴部

はほぼ球形で，台部は八の字に開いている。目線部内面と，胴部外面の中位から上および台部の

外面にはパケ目調整が施されている。本類の土器は，台部を欠接した2－13と，他に台部のみ現

存の4点がある。

車L月は言器！

日録部は短くて直立し，口唇部は内そぎ状を呈している。休部は平底の底部から強く内攣しな

がら立ち上がる。内e外面は赤彩されている。本類の土器は2－8の1点だけである。

隔年坦＿皐＿均

目線部は内攣ぎみに大きく開いて立ち上がっており，器厚は薄手である。内面は一部パケ目調

整されたものもあるが，内e外面ともへラミガキ調整後，赤彩されている。口綾部や台部の小片

のみの出土で，全体の器形を窺うことができない。

小形器台形土器

受部は大きく開いて内攣ぎみに浅く立ち上が生　口緑部の上端は直立し尖る。脚部は円錘形で

側面に小さな孔が3個穿たれている。孔は側面の3個の他に，受部の中央から脚部へ穿ったもの

がある。受部の直径は，脚部の直径よりやや小さくなっている。本類は五領式に比定されると思

われる。

障＿捏ね士魂

平底で，休部から目線部まで外傾して立ち上がっている。器厚が薄く，ていねいなつくりであ

る。

奥山A遺跡の土器は器私　文様，胎土，調整などの特徴から前野町式と五領式に分類される。

前野町式土器は，壷形土器A・B・C類，碗形土器，高林形土器である。五領式土器は，壷形土

器D顆，小形器台形土器，婆形土器A e B乳　台付無形土器・手捏ね土器である。なお，碗形土
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現　高棒形土器，無形土器A e B顆，台付無形土器，手

捏ね土器は器形からは前野町式と五領式の区別が判然と

しないが，前野町式に含めた土器は，五領式に含めた土

器に比べ，胎土に砂が少なく，焼成もよくない。また，

磨滅が著しく，小片に割れて出土しており，異質な土器

という感じを受ける。

3　住居跡の時期および性格について

住居跡から出土した遺物を，前項で分類した器種ごと

に個体数を推定したのが表4である。なお個体数は，完

形または完形に近く復元された数がごく少ないので，目

線部と底部片も1個体として数えている。それによると

前野町式土器が56点に対し，五領式土器は34点と前野町

表4　奥山A遺跡　出土土器

器種別推定個体数

住居跡 名

遺 物 名
1 号住 2 号住 3 号 住 合　 計

前

野

町

式

土

器

壷 3 26（1） 2 31（1）

碗 0 1 1 2

高 杯 6 16 1 23

小　　　 計 9 43（1） 4 56（1）

五

領

式

土

器

l

壷 1 0 0 1

碧 4 5 2 11

台 付婆 4 6（1） 0 10（1）

小形器 台 0 9（1） 0 9（1）

手捏 ね上器 1 2 0 3

小　　　 計 10 2 2（2） 2 34（2 ）

合　　　 計 19 6 5（3） 6 9 0（3 ）

（）内の数は現存率が80％以上の数

式土器の方が数多く残されている。このことは，全体的にみると，前野町式土器が数多く使用さ

れていたことを示すとともに，前野町式土器の破損が大きかったことを窺わせる。前野町式土器

の破損が著しかったのは，長期間使用されていたことと同時に焼きのあまいことを示摘すること

ができる。しかし集団が移動するときに使用できる新しい土器はもっていかれたことも考慮せね

ばならないので，出土点数をもっていずれが支配的土器であるか断定することはできない。当遺

跡では，五領式土器も使用されていたが，以前か′らの土器である前野町式の壷形土器も使用され

ていたことは事実であるので，当遺跡の時期は五領期の最も古い時期と推定される。

当遺跡のような集落の形態，すなわち，台地縁辺部に主柱穴を有する大形の隅丸方形の住居と，

無柱穴の小形の住居からなる，3－4軒の集落は，弥生町・前野町文化圏の最北であるといわれ
（弓）

ている埼玉県南都城及びその東端である千葉県内陸部に顕著にみとめられるといっ。このような

ことから，当遺跡は前野町期の文化を強く残していたことになり，集落形態からすると前野町期

のあr）方をとりながら，土器型式上は弥生時代から古墳時代への移行が徐々に進行していたこと

を窺わせるものである。当遺跡の集落には東側に入り込んだ小支谷での水田耕作や，台地の斜面

からの湧水　まわりに広がる台地が豊かな恵みを与えてくれたことと思われる。しかし，この恵

みも長くほ続かなかったとみられ，この小集団は他へ移動していったものと思われる。

注

（1）埼玉県庄和町尾ヶ崎遺跡調査会　　尾ヶ崎遺跡

（2）埼玉県与野市教育委員会　　中野前原遺跡
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幸二享　三二二l‡圭三

第鼠節　遺跡の概要

奥山C遺跡は，関東鉄道常総線小絹駅の西1．7kmに位置し，鬼怒川右岸の標高17mほどの平坦な

台地の縁辺部に所在する。遺跡は，西へ突き出た台地の北西斜面と南西斜面からなっている。調
Lゆうせき　　　ろけつ　　　どこう　　　　　　　じょうもん

査の結果，当遺跡から集石15基，炉穴6基，土坑65基が検出され，縄文時代早期から同中期前葉

にかけての遺跡であることが判明した。
れき

集石は，台地の南西側斜面部に多く分布しており，礫が，かたまって検出されただけのものと，

集石の下に土坑を有するものとがあり，前者が11基，後者が4基検出されている。集石内の礫は，

少ないもので7点，多いもので291点で，20点未満の小規模なものが多い。礫は，焼けて変色し
じょうこん

たものや，割れているものが多い。集石からは，ごく少量であるが，沈線文系の土器と条痕文系

の土器が出土している。

炉穴は，6基の内5基が南西斜面部に分布してお生　複数の炉を有する炉穴が2基検出されて
うがしまだい

いる。炉穴の時期は，鵜ヶ島台期と思われる。

土坑は，台地突端部の南西側斜面に集中して分布しており，壁や底部が不明瞭なものが多く，

遺物を伴うものは少数であった。
より

遺構を伴わない遺物は，縄文土器片と礫が多量に出土していた。縄文土器は，縄文時代早期撚
いと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はなづみかそう　　　　　くろはま　　うきLま

糸文系土器e無文土器。洗練文系土器e条痕文系土器，同前期花積下層式並行・黒浜式・浮島式
おきつ　　　　　　　　あたまだい

e興津式土器，同中期阿王台I式土器が出土している。特に，洗練文系と条痕文系の土器が，多

量に出土している。礫は河原石で，火を受けているものや割れたものが多く出土している。石器
かたばませいせきふ　いしやりせきぞくせきすいすりいし

は，ごく少量であるが，片刃磨製石斧，石槍，石鋳，石錘，磨石などが出土している。土製品は，
どきへんすい　どせいえんばん

ごく少量で，土器片錘と土製円板が出土しているだけである。

第2節．調査経過

奥山C遺跡は，昭和59年3月に山林の伐閏を終了し，奥山A遺跡や西原遺跡の調査の進行状況

に合わせて調査を進め，昭和60年3月30日に調査を終了した。

5月　　　23日，遺跡の測量杭打ちを実施した。

6月　　　1日から，小調査区設定のためグリッド杭打ちを開始し，4日に終了した。5日から

ほ，草刈りや器材の搬入などの調査の諸準備をすすめた。11日から，調査区の南側から

調査面積の8分の1に当たるグリッドの表土を除去して，遺構の確認作業を開始した。

7月5日，8分の1のグリッド発掘を終了した。その結果，グリッド内から縄文時代早
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期の土器が礫とともに多数出土し言造物包含層が確認された。また，土坑と思われる落

ち込みや，炉穴と思われる焼土も検出され，遺構の存在が確認されたので，調査区の全

域を表土除去して調査を進めることにした。調査区城の南西斜面部は，遺物包含層まで

の深さが浅いため手掘りで，他は，重機で表土除去することにした。

7－9月　7月10日，南西斜面部の表土除去を芋掘りにより開始した。7月30勘　重機による表

土除去を北西斜面部から開始し，8月24日に終了した。その後出土した遣物を，ドット

図に記録して取り上げながら遺物包含層を掘り下げ，遺構確認作業を実施し，9月18日

に終了した。遺構確認作業の結果，炉穴または土坑と思われる落ち込み78基，集石11基

が確認され，第1－11号集石の調査を進めた。その後，9月下旬から1月中頃までの4

か月間，当遺跡の調査を一時中断し，西原遺跡の調査を進めた。

1月中旬16勘　調査区城の南側から土坑及び炉穴の調査を開始した。第39・4巨51－66・69－

76号土坑の調査を進めた。

1月下旬　第4－7・10・13－17・20e22－31e34・37－55号土坑の調査を進めた。

2月上旬　第1－3　e　8　e　9　el巨12e18。19e21032・33・35・36e67・68e77e78号土坑の

調査を進め，5日までに調査を終了した。調査の結果，第13・46・55・54e67・58号土

坑は，炉穴と判明したので，それぞれ第1－6号炉穴とした。第11号土坑と第28号土坑

は，掘り込んでいったところ同一遺構と判明したので第28号土坑を削除した。第8ell

・27。31号土坑は集石と判明したので，第12－15号集石とした。2月13日航空写真を撮

影した。その後，先土器調査のため，大調査区C巨C2・Dl・D2区の20グリッドのロー

ム層を50cmほど掘り下げたが，先土器の遺構・遺物を検出できなかった。3月7日に現

場の調査を終了し，3月9日に奥山A遺跡，西原遺跡と合わせて現地説明会を開催した。
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第柑図奥山C遺跡全体図
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第3節　遺構と遺物

＿　集ィ、▲

第1号集石し第1両串

本跡は言遺跡の北端にあたる北西斜面のB3e7区に確認され9北6mには第1号土坑が隣接して

いる。

地表下約45cimの褐色土の平らな面に9礫7点が長径抽me短径30cmの不定形に集石してあ生

ほぼ一段に敷きつめられてあった。礫と礫の間や周囲に，焼土や炭化物は検出されなかった。礫

は河原石で学　7点のうち6点が割れてお畑割れ口はするどく尖っている。礫の表面は普　白味を

おぴてお軋　轢の多　は焼けたものと思われる。礫の大きさは撃　小さいもので4言×3．1×2証m9

大きいもので7・4×4・9×208〔一mである。集石に伴う土器は出土しなかった。

第2号集石（第19図）

本跡は，Clgo区に確認され，酋1mに第m号集石，南西4mに第15号薬石が隣接している。

地表下約35cmの赤味をおぴた褐色土の平らを商に礫16点が，直径購cmの円形状に薬石してあり，

ほぼ一段に敷きつめられてあった。礫と礫の間や周囲に，焼土や炭化物など火を使用したと思わ

れる痕跡は認められなかった。礫は河原石で学　蟻薫のうち9点が割れてお畑　割れ口がするどく

尖っている。礫の表面には，白味をおぴたものなど礫本来の色を夫なったものが多く9　礫の多く

は焼けたものと思われる。礫の太ききは，小さいもので2．3×2．2×上3期大きいもので8言×6，6

×2・3cmである。集石に伴う土器は出土しなかった。

第3号集萄（第19図）

本跡は言mb8区に確認され言南9mに第3号炉穴が言南東9mに第4号集石が隣接している。

地表下約42cmの赤味をおぴた褐色土の平らを面に，礫24点が径舶cmの不定形に薬石してあ畑

ほぼ一段に敷きつめられてあった。礫と礫の間や周囲に焼土や炭化物は検出されなかった。礫は

河原石で924点のうちユ2点が割れており，第2号集石の礫と同様の焼けた痕跡が認められた。装

着に伴う土器は出土しなかった。

第堵考集石（第19回）

本跡は　Dは9区に確認され9　西3mに第3号炉穴が9東12mに第9号集石が隣接している。

地表下38cmの赤味をおぴた褐色土の平らな面にラ　礫14点が，長径36。me短径3批mの不定形に薬

石してあ生　ほぼ一段に敷きつめられてあった。礫と礫の間や周囲に焼土や炭化物は検出されな
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かった。礫は河原石で，14点のうち6点が割れており，第2号薬石の礫と同様の焼けた痕跡が認

められた。洗練文系の土器片が2点出土している。

第5号集石（第19図）

本跡は9D2C5区に確認され，西11mに第9号集石9南東9mに第6号集石が隣接している。

地表下36cmほどの赤味をおぴた褐色土の平らな面に，礫41点が，直径65cmの不定形に集石して

あ生ほぼ一段に敷きつめられてあった。礫と礫の間や周囲に焼土や炭化物は検出されなかった。

礫は河原石で，41点のうち27点が割れた石で，第2号集石の礫と同様に，焼けた痕跡が認められ

た。縄文土器片1点が礫にまじって出土した○縄文土器片は三戸式に比定されると思われる。

第6号集石（第19図）

本跡は，D2e6区に確認され，南10cmに第7号集石が隣接している。

地表下29cmほどの赤味をおぴた褐色土の平らな面に，礫19点が，長径64cm。短径46cmの楕円形

状に集石してあり，ほぼ一段に敷きつめられてあった。礫と礫の間や周囲に焼土や炭化物が検出

されなかった。礫は河原石で，19点のうち15点が割れてお生　第2号集石の礫と同様に焼けた痕

跡が認められた。集石に伴う土器は出土しなかった。

第7号集石（第19図）

本跡は，D2f6区に確認され，北10cmに第6号集石が隣接している。

地表下34cmほどの赤味をおぴた褐色土の平らな面に，礫13点が，長径48cm・短径42cmの棺円形

状に集石してあり，ほぼ一段に敷きつめられてあった。礫と礫の間や周囲に焼土や炭化物が検出

されなかった。礫は河原石で，13点のうち12点が割れてお生　第2号集石の礫と同様に焼けた痕

跡が認められた0縄文土器片2点が礫にまじって出土した。いずれも条痕文系の胴部片である。

第8号集石（第19図）

本跡は，D2g5区に確認され，北東8mに第7号集石が隣接している。

地表下36cmほどの赤味をおびた褐色土の平らな面に，礫27点が，長径60cm・短径40cmの轄円形

状に集石してあり，ほぼ一段に敷きつめられてあった。集石の範囲内に焼土や炭化物は検出され

なかった。礫は河原石で，27点のうち21点が割れており，第2号集石の礫と同様に焼けた痕跡が

認められた。縄文土器片4点が礫にまじって出土した。いずれも鵜ヶ島台式か茅山式の胴部片で

ある。
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第9号集石（第19図）

本跡は，D2d2区に確認され，束11mに第5号集石，南西12mに第4号集石が隣接している。

地表下50cmほどの赤味をおぴた褐色土の平らな面に，礫6点が長径36。m・短径20C・mの範囲に集

石してあり，ほぼ一段に敷きつめられてあった。礫は河原石で，6点のうち3点が割れており，

第2号集石の礫と同様に焼けた痕跡が認められた。薬石に伴う土器は出土しなかった。

第柑号集石（第19図）

本跡は，Clg9区に確認され，東1mに第2号集石，北1mに第26号土坑，南2mに第15号集石

が隣接している。本跡は土坑に集石されたものである。

土坑の平面形は長径1．63m・短径1．40mの不定形を呈し，長径方向はN…570－Wである。壁は

外傾して立ち上がり，壁高は18－24cmである。底面は軟弱で凸凹である。覆土は赤味のおびた褐

色土がレンズ状に2層堆積している。覆土は全体的にしまりが弱く，木棺が密に入り込んでいる。

土坑中央部の覆土上層の長径100cm。短径60cmの不定形に集石してあった。礫は河原石で，75点

のうち45点が割れており，第2号集石の礫と同様に焼けた痕跡が認められた。礫とともに縄文土

器片が7点出土し，そのうち洗練文系のものが4点，条痕文系のものが3点である。

いずれの土器片も礫にまじって出土した。頂は目線部片で，外面に条痕文が斜位に地文されて

いる。題は胴部小片，3は尖底部で，いずれも細沈線文が横位に施されており，三戸式に比定さ

れると思われる。

第m号集石（第19図）

本跡は，Dle9区に確認され，北4mに第4号集石，南東3mに第5号炉穴，酉5mに第4号炉

穴が隣接している。

地表下約30。mの赤味をおぴた褐色土の平らな面に，礫11点が長径30cm・短径22cmの不定形に集

石してあり，まばらに散布してあった。礫は河原石で，第2号集石の礫と同様に焼けた痕跡が認

められた。薬石に伴う土器は出土しなかった。

第12号集石（第19図）

本跡は，Cleo区に確認され，南6mに第2号集石，酉3mに第7号土坑が隣接している。本跡

は土坑に集石されたものである。

土坑の平面形は，長径2．96m・短径2．86mの不整円形を呈し，長径方向はN－510－Eを指し

ている。壁は外傾して立ち上がり，壁高は12～26cmである。底面は軟弱で北へ傾斜している。覆

土は基本的に2層からなとら　＿ト下層とも褐色土である。上層は下層よl）も赤味が強い。上層の
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中央部の南径い－1の範囲には焼土粒子が含まれていた。

卵大の礫291点が，覆土上層に，1部積み重なった状態で不定形に集石してあった。礫は河原石

で，291点のうち239点が割れてお生割れ目はするどく尖っている。礫の表面は白味をおぴており9

焼かれたものと思われる。絡文土器片が礫とともにユ5点出土し，撚糸文系土器が上鳥　無文土器

が上鳥　沈線文系土器が1鳥　条痕文系土器が13点である。

航紺柑‡片で，内e外面に条痕文が施文されている。胎土は繊維と砂を含む。5ほ日綾部片で，

内も外面は無文で，横位に削り調整されている。口唇部は平らである。色調は橙色で，胎土は細

砂を含み9　焼成は良好である。霞は目線部片で，丸く肥厚した目線の上部に縄文が施文されてい

る。目線下外面は縄文が横位に施文されている。井草式に比定されると思われる。

第13号集石し第2叶小

本跡は，Cは7区に確認され，東側で第10号土坑と重複し，酉2mに第1号炉穴，南20mに第12

号土坑と隣接している。本跡は土坑に集石されたものである。

土坑の平面形は，長径2．73m・短径2。50mの円形状を呈し，長径方向はN…00を指している。

壁は外傾して立ち上がり普　壁高は30cmほどである。覆土は基本的に4層からな生　層が暗褐色

土管　2層が褐色土，3層が褐色土で焼土粒子を微量に含んでいる。最下層の4層は，赤褐色を呈

し管　焼土粒子を多量に含んでいる。

礫軋真が，士坑の北側と南側の2か所の覆土上層に，北側では長径50cm9　短径40cmの不定形に，

南側では長径30。m，短径20cmの不定形に集石してあった。南側集石の下位には焼土を多量に含ん

だ4層がある。礫は河原石で，49点のうち30点が割れており，卵太の大きさのものが多い。礫は

第2号集石の礫と同様に焼けた痕跡が認められる。縄文土器片が礫にまじって8点出土した。

晋は胴部片で，外面に撚糸文が施文された薄手の土器で，稲荷台式に比定されると思われる。

宙は目線部片で，口唇部は平らになっている。外面は口縁下に縦位の洗練文，以下に横位の沈線

文が施されている。内面は横位に削り調整9　以下縦位に削畑調整されている。三戸式に比定され

ると思われる。9は胴部片で，外面に横位の沈線文が施文され，以下貝殻腹縁が縦位に押庄され

ている。胎土は繊維を含む。田戸上層式に比定されると思われる。

第14号集石（、第2O図‘）

本跡は，Clh7区に確認され，西側で第34号土坑と接し，南東3mに第2号炉穴，北3mに第15

号土坑が隣接している。本跡は土坑に薬石されたものである。

土坑の平面形は，長径2．55mの短径主50mの三角形状を里し，長径方向はN…450－Eである。

壁は外傾しながら立ち上がり，壁高は25～40cmほどである。底面は軟弱で凸凹であり，南西へや
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や傾斜している。覆土は2層からな生　上。下層とも褐色土であるが，上層はやや赤味をおぴて

いる。

礫47点が，覆土上層の北東部長径0・7m・短径0．6mの不定形に集石してあった。礫は河原石で1

47点のうち36点が割れており，卵大のものが多い。礫は第2号集石の礫と同様に焼けた痕跡が認

められた。礫にまじって縄文土器片が8点出土している。縄文土器片は，無文土器が1点，洗練

文系の土器が7点である。

相は胴部片で，外面は斜位に削り調整が，内面は先のまるまった工具による削り調整が施され

ている。色調は橙色で，胎土は砂とスコリアを含み，焼成は良好である。

第15号集石（第20図）

本跡は，Clho区に確認され，北2mに第10号集石，西4mに第22号土坑が隣接している。本跡

は土坑に集石されたものである。

土坑の平面形は，長径1・60m e短径1・16mの楕円形を呈し，長径方向はN－60－Eである。壁

は外傾して立ち上がり，壁高は40cmほどである。底面は皿状で軟弱である。覆土は4層からなり，

レンズ状に堆積している。各層とも褐色土で軟らかである。

礫31点が，覆土の上層から下層にかけ散在的に集石されている。礫は河原石で，31点のうち27

点が割れており，卵大の大きさのものが多い。礫は第2号集石の礫と同様に，焼けた痕跡が認め

られる。縄文土器が覆土から6点出土し，すべて洗練文系の土器である。

紺ま胴部片で，外面に細洗練文が横位に施されている。相は胴部片で，外面に浅目の沈線文が

施されている。臓は尖底部で，外面は縦位の削り調整が施されている。臓。臓はともに色調が橙

色で，胎土は細砂を含み，焼成は良好である。

2　炉六

第瑠号炉究（第21図）

本跡は，西へ突き出た台地の北西斜面にあたるClf6区に確認され，東2mに第13号集石，南0．2

mに第12号土坑が隣接している。

平面形は，長径1・78m e短径1．44mの楕円形を里し，長径方向はN－700－Eである。壁は外傾

して立ち上がってお生　壁高は17－41cmである。炉床は，南西壁から北東へ緩やかに傾斜する底

面の南西壁ぎわに設けられてお生　焼土が長径60cm e短径50cmの楕円形に3cmほど堆積していた。

炉床は平坦で，表面は赤く焼けていたが，軟弱であった。炉床の北東側の底面は緩やかに12cmほ

どくぼんでおり，足場と思われる。炉床の南西側は外傾して立ち上がる壁で，この部分に煙道が

あったと思われるが確認できなかった。本跡の覆土は赤褐色を里し，微量の焼土粒子と炭化粒子
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が含まれていた。

出土遺物は，縄文土器片67点，礫3点である。縄文土器片58点は，臓と同一個体のもので，炉

床にかたまって検出されており，本跡に伴うものと思われる。

槻ま目線部片で，波状を呈すると思われる。無文で，二次焼成を受けもろくなっている。色調

は外面が橙色で，断面が黒褐色である。胎土は砂を特に多量に含んでいる。条痕文系の土器であ

る。

第2号炉究（第21図）

本跡は，Cli7区に確認され，東側に第44号土坑が接しており，北0．2mに第21号土坑が隣接して

いる。

平面形は，長径1．60m e短径1．20mの楕円形を里し，長径方向はN－450－Wである。覆土の大

部分と床面の炉床付近が撹乱されているが，壁は現存している。壁は外傾して立ち上がっており，

壁高は46cmほどである。底面は，炉床の位置する南東壁ぎわから北西へやや傾斜しているが，こ

れは撹乱による可能性が強い。炉床は南東壁ぎわの底面に設けられており長径20cl－刊。短径8cmの

三日月状の範囲が硬く赤色に焼けていた。この炉床の南東側はあまり撹乱されておらず，壁は外

反して立ち上がり，上位で内攣している。この壁にそった幅10cmほどの覆土には，焼土粒子が多

量に含まれていた。この幅10cmほどの覆土が，煙道のあとと推定される。炉穴の北西側は撹乱さ

れているが足場があったと推定される。炉穴に足場を含めた炉穴底面は，長さ90cm e幅60cmと狭

いのに対し，壁高が46cmと高くなっている。本跡に伴う遺物は出土しなかった。

第3号炉穴（第21図）

本跡は，南西斜面にあたるCld7区に確認され，南西側に第4号炉穴が接しており，東2mに第4

号集石，南東4mに第11号集石が隣接している。

平面形は長径3．37m・短径2．10mの不定形を里し，長径方向はN－560－Wを指している。壁は

外傾して立ち上がっており，壁高は36－55C・mで，北東側が高くなっている。

本跡からは炉が3基検出され，北西壁下に位置する炉を炉A，北東壁下に位置する炉を炉B，

南東壁下に位置する炉を炉Cとする。

炉Aの炉床は，北西壁から南東へやや傾斜する底面の北西壁ぎわに設けられておl主　焼土が長

径80cim・短径50cmの棺円形状に6cmほど堆積していた。炉床は皿状にややくぼんでお生　表面は

赤色に焼けていたが，やや軟弱であった。炉床の北西側の壁は緩やかに外傾して立ち上がってお

生　この部分に煙道があったと思われる。足場は炉床の南東側で，炉床より10cmほど皿状にくぼ

んでいる。
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炉Bの炉床は9　北東壁から南西へ傾斜する底面の北東壁ぎわを水平に削乎して設けられてお生

焼土が長径63cmも短径60cmの円捌太に9　厚さ16cmほど堆積していた。炉床の表面は赤色に硬く焼

けていた。炉床の南西側の底面は炉床より9cmほど皿状にくぼんでおり，軟弱であった。ここが

足場であったと思われる。

炉Cの炉床は北東壁ぎわの1段高くなった所に設けられてお生　焼土が長径55cme短径42cmの

楕円形に9　厚さ13cmほど堆積していた。炉床は皿状にややくぼんでお生　表面は赤色に硬く焼け

ていた。炉床の北西側は16cmほど1段低くなってお生　足場であったと思われる。炉床の南東側

の壁は9　内攣ぎみに強く立ち上がっており，煙道が設けられていたと思われるが，確認できなか

った。3基の炉は順に使用されたと思われるが普　新旧関係は確認できなかった。覆土は，赤味を

おぴた褐色土であった。

出土遺物は9　縄文土器片が8点で，主に鵜ヶ島台式に比定されると思われる。

臓は口綾部片で，口唇部に貝殻腹縁による浅目の押庄文が施文され，内の外面は浅目の条痕文

が横位に施文されている。色調は内の外面が橙色で，断面が暗褐色である。胎土は繊維と細砂を

含み，焼成は普通である。臓は目線部片で，外面は結節沈線状の刺突文で長方形に区画されてい

る。この区画文のコーナーには円形竹管文が押庄されている。区画内には同じ工具による刺突文

が充填されている。色調は内e外面が橙色で，断面が黒褐色である。胎土は繊維と細砂を含む。

焼成は良好である。この他に内・外面に縦位の条痕文が施文された土器が出土している。

第超考炉究（第21◎22023図）

本跡は，南西斜面にあたるCle7区に確認され，北東側に第3号炉穴が接しており，北5汀1に第

は号薬石が隣接し，南西側には遺構を確認できなかった。

平面形は長径4・20mの短径2．45mの不定形を里し，長径方向はNつ50…Eを指している。壁は

外傾して立ち上がってお生　壁高は25－40cmで，北東壁側が高くなっている。

本跡からほ炉が2基検出され9　北東壁に位置する炉を炉A，底面中央部に位置する炉を炉Bと

する。

炉Aの炉床は北東壁から南西へ傾斜する底面の北東壁ぎわに設けられてお生　焼土が長径60clm

e短径40cmの楕円形に，厚さ8cmほど堆積していた。炉床は平坦で，表面は赤く焼けていた。炉

床の南西側の底面は，傾斜しており足場であったと思われる。炉床の北東側の壁はやや内攣ぎみ

に強く立ち上がっている。

炉Bの炉床は掘り込みの中央部に位置しており，焼土が長径LIm e短径0．8mの不定形に5clm

ほど堆積していた。炉床は平坦で，表面は赤く焼けていた。炉床の南西側は，炉床より10〔両まど

皿状にくぼんでお生　足場であったと思われる。覆土は赤味をおぴた褐色土で，焼土を含んでい
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第23図　奥山C遺跡第4号炉穴出土土器拓影図（2）

た。

出土遺物は縄文土器片54点，礫9．在である。

11は口緑から胴部にかけての大きな破片で，胴のくびれは1段である。口唇部は外面へややは

み出るようにナヂ調整され，外面との角にはキザミ目が施されている。ロ綾部は太い断面三角形

の降帯が貼り付けられ，降帯上には竹管状工具を45度の角度で刺突した爪形文が施されている。

降希の両側には，細い円形工具や，先の平たい工具により結節沈線文が三角形状に描かれている。

三角形の区画内には先の平たい工具による結節沈線文が充填されている。結節沈拙文の交．由二は，

円形竹管状工具を斜めに刺突した三日月形の刺突文が認められる。胴部外面は横位または斜位に，

内面は横位に条痕文が施文されている。胎土は多量の繊維を含み，焼成は普通である。18－23は

口緑部片で，いずれも口唇部にキザミ目と指圧が施され，口緑端部が外側へはみ出ている。18・

19・21はキザ三日が口唇部と外面との角に浅目に施されている。18の外面は刺突文が横位と縦位

に地文され，その交点付近に円形竹管文が抑圧されている。内面は横位のケズリ調整が施されて

いる。胎土は多量の繊維を含み，焼成は普通である。19の外面は刺突文が三角形状に施文され，
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その刺突文の交点に三角形の押庄文が施されている。鋼は内・外面が無文で，胎土は繊維と多義

の細砂を含む0別の日縁部はやや外反し，外面は縦位の条痕文が施文されている。内面は斜位に

条痕文を施文後，ナデている。胎土は繊維を含み，焼成は普通である。22欄は日録部がゆるく

外反しており，二次焼成を強く受けている。内・外面は無文で，内面は横位にケズリ調整されて

いる0銅は胴部片で9外面は刺突文の中に，棒状工具の押圧が認められる。25は胴部片で，断面

山杉の隆帯が横位に巡り言隆帯の上位に隆帯による文様区画が施されている。文様区画の中にま

た結節沈線による文様区画が施され9　その中に刺突文が施されている。鋼。銅は胴部片で，外面

は沈線が縦位に施され，それを中心に三角形文が施されていて，三角形文の内には半裁竹管によ

る刺突文が充填されている。縦位の洗練文上には，貝殻の背庄文が施されている。2宙は26の下位

にあたる胴部片で，内。外面ともに条痕文が縦位と横位に施されている。26～鋼は焼成が良好で

ある。縄文土器片は，鵜ヶ島台式に比定されると思われる。

第5号炉究（第24図）

本跡は，南西斜面にあたるD2d3区に確認され，北西3mに第11号集石，北西7mに第4号炉穴

が隣接している。

平面形は長径4・28m e短径3・60mの不定形を里し，主軸方向はN…00を指している。本跡の断

面形は皿状を呈し，壁高は76cmほどである。炉床は，北から南へ皿状にくぼんだ床面の北壁ぎわ

を水平に削平して設けられ，焼土が長径42cm・短径32cmの楕円形に3cmほど堆積していた。炉床

は乎班でサ表面は赤色に硬く焼けていた。炉床の南側は皿状にくぼんでお生　足場であったと思

われる0炉床の北側は緩やかに外傾する壁で煙道が設けられてあったと思われるが，確認できな

かった。覆土は2層からなさルンズ状に自然堆積している。上層は赤味をおぴた褐色土で，焼土

粒子を少量含む。下層は褐色土で，焼土粒子を含んでいる。

出土遺物は，縄文土器片171鳥礫79点である。遺物は底面およびその直上からの出土が多い。

29と3のは日緑部片で，胎土色諷が同じなので同一個体と思われる。外面は微隆起線で幾何学状に

区画され9交点に円形竹管文が押庄されている。区画内の一部には刺突文が充填されている。色

調は内・外面が浅黄橙色で，断面が黒褐色である。胎土は繊維と細砂を多量に含み，焼成は不良

である。紺ま目線部片で，三角形の浅い刺突文が横位と縦位に施文され，刺突文上には円形竹管

文が押庄されている。色調は外面が灰赤色，内面が橙色，断面が黒褐色である。胎土は繊維と細

砂を多量に含み，焼成はやや不良である。32は目線部片で，目線部外面に刺突文が幾何学状に施

文されて，間をおいた三角形の区画内には刺突文が充填されている。三角形状に施文された刺突

文の交点には棒状の押庄文が施されている0日綾部と胴部の境には断面三角形の隆帯が巡り，隆

管上には棒状工具押圧によるキザミ目が施されている。胴部外面および内面は，横位の条痕文が
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施文されている。色調・焼成は29に類似している。33はロ縁部片で，内e外面に横位の浅い条痕

文が施文されている。鍼は，口綾部付近の胴部片で，外面に刺突文が幾何学状に施文されている。

35は無文の目線部片で，外面に擦痕が認められる。36は目線部片で，目線部外面は洗練区画内に

刺突文が施文されており，横位の隆帯の下位には，刺突文や洗練文が認められるので，この土器

は胴部にくびれが2段あるものと思われる。鋼はロ縁部片で，口唇部に2列のキザミ目が施され

ている。日縁部外面には，隆帯が縦位に貼り付けられて文様管が区画されておr），隆帯上にはキ

ザミ目が施されている。区画内には結節洗練が2本単位または1本単位で幾何学状に施文され，

結節洗練の端部や交点には円形竹管の押庄文が施されている。色調は内。外面が橙色，断面が黒

褐色である。胎土は繊維と細砂を多量に含み，焼成は普通である。3轟は，目線部片で，口唇部は

尖っていて，キザミ目が施されている。内・外面に横位の条痕文が施文されている。39は目線部に

横位の隆帯が巡る。内e外面に条痕文が施文されている。胎土は，多量の細砂と繊維を含み，焼

成はやや不良である。超のほ，小波状を呈するロ縁部片で，内。外面は凸凹にナヂ調整され，その

後外面は横位にへラナヂ調整されている。胎土・色調は3gに同じである。射～抽ま胴部片で，鋼

は底部である。鋸の内面は斜位の条痕文の上に言責目の条痕が施されている。卑3の外面は無文で

へラナデ調整されている。上記の土器は本跡に伴ってお㌢），鵜ヶ島台式に比定されると思われる。

第24区　奥山C遺跡第5号炉大実測国
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第6号炉究（第2拍D

本跡は台地斜面より中へ入った辛班部にあたるD3a2区に確認され，南側に第59号土坑が接し9

北東2mに第61号土坑が隣接している。

平面形は，長径1・24m。短径主22nlのほぼ円形で，主軸方向はN－00である。壁は外傾して立

ち上がり，壁高は14cmほどである。底面は軟弱で明確でなかった。炉床は北東壁付近に設けられ9

焼土が長径36em・短径30cmの不定形に3cmほど堆積していた。炉床は平坦で，赤色に硬く焼けて

おり，足場や煙道は確認できなかった。覆土は2層で，レンズ状に堆積していた。上層は赤褐色

を呈しており，特に多くの焼土粒子，少量の炭化物を含んでいる。下層は褐色を呈しており，地

山よりやや赤味が強くなっている。本跡は炉床の一部を残し撹乱されたと思われる。本跡から遺

物は出土しなかった。

3　丑坑

土坑は，台地突端部の西側斜面部に集中して分布していた。検出された土坑は言意構確認の段

階で78基であったが，調査を進めるうちに集石ウ　炉穴と判明したものがあ生　調査終了の段階で

は65基となった。

第5・10弓2の14e16e17。41860。6巨75号土坑の10基は言遺構確認の段階で焼土が検出さ

れたが，焼土が確認面にういていただけであった。他は9確認面よりやや黒味が強ら　覆土がやわ

らかい部分を土坑としてとらえた。土坑を掘り込んだところ，壁が不明瞭なものが多く，また，

木棺などによる撹乱を受けている土坑もあり，形状・規模を把えることが国難であった。出土遺

物は少なく，第22e34・43・舶869号土坑からほ，覆土上層からまとまって出土しているが，他

の土坑からほ，ごく少量で土坑に伴うものとは判断できなかった。

土坑は表で掲載し，出土遺物については，ほぼ同レベルにまとまって出土した遺物を中心に記

載した。

表5　奥山C遺跡土坑一覧表

番号 位　 置 方　 向 平面形．

規　　　　 模
唇

底面

［

覆土 出　 土　 遺　 物 備　　　　　　　 考
長径×短径（m） 深さ輌

1 B3C 7 N …320－E 長楕円形 3．15×1．22 32 外傾 傾斜 自然 南西部に撹乱坑

2 B 3f2 N …870仙…W 棺 円　形
1・54×1・02 日 2

外傾 平坦 自然

3 B3iつ N －270－W 楕 円　形
1・44×1・16 i 42

外傾 平坦 自然

4 i C li8

I

！円　　 形
l

1・28×1・16 巨 8
垂直 凸凹

人為 ；

5 C ld8 N …420…E 棒「円　形 1・77×0・80 日 2 垂直 平坦 自然 確認面に薄い焼土

6
！
C leっ N －410…E

i楕 円 形 1・60 ×1・26 i 62 I
外傾 平坦 自然 礫 1点
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番号 位　 置 方　 向 平面形

規　　　　 模
i壁面

底面 覆土 出　 土　 遺　 物 備　　　　　　　　　 考
長径 ×短径（m） 深さ同

7 C le 9 円　　 形

［

1．11×0．90 5 4 外傾 凸凹 自然
土器－6 群 2 点，

礫 4 点

9 C lf 9 N …57 0－W 楕 円　形 1．62×1．32 31 外傾 傾斜 自然
土器－5 群 1 点 ．礫 7

点

10 C lf 8 N …90．0 楕 円　形 （1．77）×1．32

！ 。1

外傾 平坦 撹乱
土器… 3群 1 点 ・7群

2点，石斧 1 点，礫10点

底面は軟弱，焼土，西部に撹乱

坑

12 C l g 7 N －62 0－W 楕 円　形 1．94×1．14 26 外傾 傾斜 自然
土器…3 群 2 点，礫17

点

底面は軟弱，確認面に薄い焼土

14 C l f6

iN ＿140＿W

i
楕 円　形 1．80 ×1．12 2 9 外傾 傾斜 撹乱

底面は軟弱，確認面に薄い焼土

15 C lg 7 N －23 3－E 楕 円　形 1．16 ×0．90 32 外傾 傾斜 撹乱

16 C lf6 N －62 0－W 楕 円　形
l
2．00×1．60 36 外傾 傾斜 授乳 確認面に薄い焼土

17 C le 6 N －250－W 長楕円形 3．90×1．68 31 外傾 傾斜 自然 礫 3 点 確認面に薄い焼土

18 C l g 5 円　　 形 1．4× （1．3） 35 外傾 傾斜 自然 第19号土坑と重複

19 C lg 5 N －380…E 楕 円　形 1．36×（0 ．88） 26 外傾 傾斜 自然 第18号土坑と重複

20 C li6

N ＿20 0＿W i

楕 円　形 1．80×L 24 31 外傾 凸凹 撹乱
土器－ 3群 3 点，礫 3
占

1

北部に撹乱坑

21 C lh 7 円　　 形 1．84×1．70 3 2 外傾 傾斜 自然
土器…2 群 1点，石錘

1点，礫 7 点

2 2

i

C lh 8

】

N － 5 0－ E

l

長楕 円形

i

2 ．64 ×0 ．82

】

50

！

外傾

】

凸凹

l

人為

［

土器 … 1 群 1 点 ・3 群

5 点，礫 2 点

l

北部 に撹乱坑

24 C l g 9 円　　 形 1 ．4 ×1 ．2 97 垂 直 凸凹 自然

26 C l g 9 円　　 形 1 ．03 × 0 ．98 31 外傾 平 坦 自然

2 9 C lg 8 円　　 形 1 ．44 × 1．36 42 外傾 傾 斜 人為
土 器－ 3 群 1 点 ・4 群

．1 点・5 群 2 点，礫 4 点

】

30 C 2g 3 N －2 20－ E 楕 円　 形 1．0 4 ×0 ．78 22 外傾 皿状 撤乱

32 C 2f 6 N －66 0－ W
；楕 円 形

1．36 ×0 ．98 26 外傾 平坦 自然

33 C 2h 6 N － 68 0－ W 楕 円　 形 1 ．18 × 0 ．9 2 2 1 外傾 平 坦 撹 乱

34 C lh 7 N － 900 － E 長 方　 形

i

3 ．40 × 2 ．54 33 垂 直 平 坦 撹 乱

土器 － 2 群 16点 ・3 群

3 類 3 点 ・4 群 1 点，

礫77点

35 C 2j5 円　　 形 1 ．04 × 0 ．96 28 外傾 平 坦 撹 乱

36 C 2j5 N － 500 － E 楕 円　 形 1 ．50 × 1 ．24 31 外傾 平坦 撹乱

37 C lj9 N － 58。… E 楕 円　 形 1．10 × 0 ．88 30 外傾 凸 凹 撹乱

l

38 D la o 円　　 形 0 ．8 8 ×0 ．74 3 7 外傾 凸 凹 撹 乱

39 D lb o 円　　 形 0 ．7 6 ×0 ．71 29 垂直 凸凹 撹 乱

4 0 D lb o 円　　 形 1 ．8 2 ×ユ．60 50 外傾 凸凹 撹 乱 礫 2 点 北部 に授乳 坑

［

4 1 D lb 9

l

円　　 形 1 ．45 × 1 ．3 6 29

！

外傾 凸 凹 撹乱
土器 － 4 群 2 点， 礫 1

点，炭 化物

確認 面に薄 い焼土

42 C lj8 N － 760 － E 楕 円　 形 1 ．00 × 0 ．78 29 外傾 皿 状 自然

43 C l j9 N －50 0鵬－W

！

楕 円　 形

l

1．50 × 1 ．20 2 3 外傾 凸 凹 撹 乱
土 器 － 3 群 7 点 ．5 群

1 点，礫 4 点

南東部 に撹乱 坑
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番 号 位　 置 方　 向 平 面形

規　　　　 模
！壁面

底面 覆土 出　 土　 遺　 物 備　　　　　　　　　 考

長径 ×短径（m） 深 さをm）

44 C l i8 N － 390 － E 楕　 円 形 3 ．54 × 2 ．60 37 外傾 平 坦 自然

土器 － 1 群 2 点 ・2 群

2 点 ・3 群3 2点 ・4 群

2 点 ・7 群 2 点

47 C lj6 N － 360 －W 長楕 円形 1 ．80 × 0 ．92 8 2 垂直 傾 斜 撹 乱 礫 1 点

4 8 C lj5 円　　 形 0 ．86 × 0 ．75 32 外傾 平坦 撹 乱

4 9 D la 6 N － 360 －W
l
楕 円　 形 1 ．80 × 1．4 0 4 7 垂直 傾 斜 撹乱

土器 － 7 群 2 点，礫 3

点

北西部 に撒 乱坑

50 D la 7 N － 6 0－ W 楕 円　 形 1 ．68 × 1 ．20 63 垂 直 傾 斜 撹 乱
土器 － 3 群 2 点，礫 3

点

北部 に撹 乱坑

5 1 D lb 7 N － 580－ W 長 楕円 形 1 ．64 ×0 ．88 70 外傾 凸凹 撹 乱 土器 － 3 群 1 点，礫 1点

5 2 D ld 7 N － 3 0－ W 楕 円　 形 1 ．64 × 1 ．24 80 垂 直 凸凹 撹 乱 礫 4 点 底 面に 焼土粒 子 ・炭 化粒 子

5 3 D ld 7 N －5 00－ W 楕 円　 形 1 ．26 ×0 ．96 30 垂 直 平 坦 撹 乱 土器 － 3 群 2 点，礫1点

5 6 D ld 8 N －4 70－ W 不 定　 形 1．46 × 1 ．32 35 外傾 平 坦 自然

5 7 D 2b 6 N －57 0－ W 楕 円　 形 1 ．74 × 1 ．04 22 外傾 平 坦 撹 乱
土器 － 2 群 1 点 ・3 群

1 点

59 D 3b 2 円　　 形 8 ．60 ×7 ．40 23 外傾 皿 状 自然

60 D 3b 3 N －56 0－ W 楕 円　 形 1．24 × 1．04 26 外傾 凸凹 自然 焼 土が薄 くレ ンズ状 に堆積

6 1 D 3a 3 円　　 形 0 ．74 ×0 ．64 2 1 外傾 凸凹 自然 焼 土が薄 くレン ズ状 に堆積

62 D 2e 5 N －78 0－ W

】

不 定∴形 1 ．7 2× 1 ．3 6 39 外傾 傾 斜 撤 乱
土器 － 4 群 2 点 ・5 群

1 点， 礫 3 点

63 D lio N －69 0－ W 不 定　 形 2 ．28 ×2 ．00 18 外傾 傾斜 授 乳 土器 － 4 群 2 点，礫 1点

64 D ljo 円　　 形 2 ．28 × 2 ．00 16 外傾 傾 斜 自然
土器 － 4 群 3 点，炭 化

材 5 本

65 D lf 8 円　　 形 1 ．64 × 1．4 3 35 外傾 傾斜 自然 礫 1点

66 D le o 円　　 形 1 ．04 × 1．0 0 40 外傾 ［平坦 自然

68 C lj6 N － 4 0－－W 楕 円　 形 1 ．30 × 1．0 4 58
外傾 ［
皿状 撹 乱

69 D 2 j4 円　　 形 1．50 × 1．32 20 ～ 30 外傾 凸凹 撹 乱
土 器 － 3 群 3 点 ・4 群

13点，礫 2 点

底 面に硬 い部分 あ り

70 E 2a 5 円　　 形 0 ．60 × 0 ．54 34 外傾 皿状 撹乱

71 E 2C 4 N － 430 － E 楕 円　 形 1 ．14 × 0 ．84 26 外傾 凸 凹 撹乱

72 E 2b 7 円　　 形 0 ．94 × 0 ．82 24 外傾 凸 凹 自然

73 E 2e 6 N － 380 － E 楕 円　 形 0 ．96 × 0 ．80 18 外傾 平坦 自然 焼土 が薄 くレンズ状 に堆積

74 E 2d 9 N － 390 － E 楕 円　 形 1 ．28 × 1 ．03 22 外傾 凸 凹 撹乱 礫 1 点

75 E 3 a 3 N － 340 － E 楕 円　 形 2 ．32 × 1 ．8 1 33 外傾 凸 凹 自然 焼土 が薄 くレンズ状 に堆積

76 D ld o

N － 500－ W

円　　 形 1 ．08 × 0 ．92 31 外傾 平坦 自然 土 器－ 2 群 1 点 ，礫3 点

77 C ljo 円　　 形 1 ．12 × 1 ．02 23 外傾 凸凹 撹乱

78 C 2 g 4 楕 円　 形 1 ．58 × 1 ．10 22 外傾 平坦 自然

7 9 C 2 i5 円　　 形 1 ．02 × 0 ．87 20 外傾 平坦 自然
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土坑出土遺物

第20号土坑出土遺物（第33図）

超5・抽ま，確認面付近から出土した洗練文系の土器である。抽ま口綾部片で，口唇部が角頭状

を呈し，外面は細目の洗練文が横位に施されている。抽ま胴部片で，外面は細目の洗練文が斜位

と横位に交互に施文されている。
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第22号土坑出土遺物（第33図）

耶～　吊も　確認面付近からまとまって出土した。銅は，目線部片で口緑は丸く肥厚し，肥厚し

た上に縄文が施文されている。外面は横位に縄文が施文されている。鯛e朋は目線部片で内・外

面は無文である。48は日録部が短くて，外反している。49の口唇部は角頭状を呈している。5のは

ロ綾部片で，外面は浅目の細沈線が斜位にまばらに施文されている。5吊ま胴部片で，外面に洗練

が格子状に施されている。52は胴部片で，外面に短洗練が横位に施されている。53は胴部片で，

外面に浅目の平行洗練文が施されている。

第29号土坑出土遺物（第33図）

5射ま，覆土上位から出土した胴部片で，外面に縦位の削り調整が施されている。拓本の下部に

平行の結節状の洗練が巡っている。

＼

第34号土坑出土遺物（第33図）

55～6射ま，覆土から出土した縄文土器片である。55－57は胴部片で，外面に細目の縄文が施さ

れている。覆土の上位と下位から出土した土器片が接合している。56は，覆土上位，閑は，覆土

下位から出土している。閑～鋼は，覆土上位の同レベルから出土し，閑～　吊ま内。外面無文の目

線部片である。32は，小形の土器で，内・外面ともていねいに削り調整が施されている。胎土は

緻密で，焼成は良好である。59．6侶ま，口唇部が角頭状を呈し，胎土は砂を含み，外面はザラザ

ラしている。6のは，内そぎ状の口綾部で，外面に平行沈線文が施されている。62・63は，角頭状

を呈する目線部片で，62は，細洗練が，63は，平行洗練が施されている。鋼は胴部片で，外面に

細洗練が横位と縦位に施されている。

第41号土坑出土遺物（第33図）

65は胴部片で，外面に平行洗練文が施されている。

第43号土坑出土遺物（第33図）

66は，覆土上位から出土した胴部片で，外面に平行短洗練文が施されている。

第44号土坑出土遺物（第33図）

閑一閃は，覆土中位から上位にかけて出土した縄文土器片である。67は日録部片で，目線部が

ゆるく外反し，端部は丸く肥厚している。口唇部に縄文が施され，外面は無文部を間において斜

位に縄文が施文されている。68は胴部片で，内・外面とも無文で削年調整されている。69は内そ
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ぎ状を呈する日綾部片で，外面に鍼と同様の洗練文が施されている。閥は日録部片で，口唇部は

角頭状を賢し，外面は平行洗練が施されている。紺ま胴部片で，外面に短沈線文が施されている。

関は胴部片で，外面に平行洗練文が施されている。関は胴部片で，細洗練文が羽状に施されてお

り，明らかに二次焼成を受けている。繍ま，外そぎ状を呈する目線部片で口唇部の内面側の角に

浅目のキザミ目が施されている。外面は，沈線が横位に2条に巡生　その洗練の間に沈線による

曲線的モチーフが描かれ，モチーフ内にアナダラ科の貝の腹緑による押庄文が充填されている。

関は胴部片で，結節洗練文が施されている。閥は胴部片で，内e外面に条痕文が縦位に施されて

いる。

第5の尊皇坑出土遺物（第33図）

紺ま胴部片で，細洗練文が横位に施されており9　沈線文系の土器である。

第53号土坑出土遺物（第34図）

閥は内そぎ状を呈した日綾部片で，外面は刺突文と細洗練文が横位に交互に施されている。

第59号土坑出土遺物　し第34図）

関は日録部片で9　外面は無文で凸凹である。胎土は繊維を含んでいる。

第63号土坑出土遺物　し第34図）

88は口綾部片で，口唇部にキザミ目が施されている。内e外面は条痕文が施され，胎土は繊維

を含んでいる。

第64号土坑出土遺物（第34図）

鋸は胴部片で，内・外面に条痕文が施されている。胎土は繊維を含んでいる。

第69号土坑出土遺物（第34図）

鍼は目線部片で，口唇部にキザミ目が施されている。内e外面は横位に条痕文が施されている。

胎土は繊維を含んでいる。
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4　遺構外出土の遺物

80

出
目
い
8
3

奥山C遺跡の遣構外から出土した遺物は，縄文土器片4，670点，土製品3点，石器類33点，礫

4，228点である。

縄文土器

縄文土器はすべて破片で，早期から中期にかけてのものが出土している。出土量は早期撚糸文

系土器114点，同期無文土器150点，同期沈線文系土器1，651点，、同期条痕文系土器1，723点，前期

前葉の土器614点，前期複葉の土器161点，中期の土器257点と圧倒的に早期の土器が多い。早期の

土器はCl・Dl区を中心に堆積している赤味の強い黄褐色の土層から出土している。

出土した縄文土器を時期と文様などの特徴から，次のように分類した。土器の出土した地点は

表6に小調査区名で記載した。

1群の土器

縄文時代早期前葉に属する土器を本群とする。

1類（第35図　84～109）

ロ綾部は強く外反し，日録端部が肥厚しまるまっており，外面に細かな縄文が地文された土器

を本類とする。色調はにぷい黄橙色が多く，胎土は多量の砂と雲母を含み，器面がザラザラする。

焼成はやや不良である。
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錮～臓は目線部の小片で，外面と口唇部に細かな目の縄文が施文されている。外面の縄文は9

鍼～鍼。鍼。鍼が横位に施文されている。92の外面は9　横位に施文され以下は縦位にまばらに施

文されている。鍼◎鍼e鋸の外面は，目線と胴部上位との間に無文帯ができているが9　以下は縄

文が密に施文されている。鍼～鋼の目線下には，指頭庄痕が認められる。針鍼の口唇部には9

縄文の上に，棒状工具の指圧によるキザミ目が施されている。鍼。鍼の口唇部には，縄文原体の

押庄文が1条施文されている。

柑～相は胴部片で，縄文が縦位に施文されている。臓頂は，上位に縄文が横位に施文されてお

り，口綾部に近い破片と思われる。

本類の土器は井草工式に比定されると思われる。

2類（第35図110－115）

日録部の器形はやや1類に類似するが，外面に撚り糸文が縦位に施文された土器を本類とする。

色調は橙色で，胎土は多量の細砂と雲母を含み，焼成はやや不良である。

m e紺は日経部片で，瑠相は日録が丸く外側へ肥厚する。外面に撚り糸文が縦位に施文されて

いる。111は，110に比べ目線があまり肥厚していない。

桐　～桐5は胴部片で，器厚が4－5mmである。外面は縦位に撚り糸文が施文されている。

本類の土器は稲荷台式に比定されると思われる。

2群の土器（第35・36図116－149）

無文の土器を本群とする。外面に削り調整の認められるものがある。目線部は波状を呈するも

のと，平緑のものがあ生　色調は橙色とにぷい橙色が多い。胎土は多義の砂と雲母を含むものが

多く，外面がザラザラしたものが目立つ。焼成は多くの土器が普通で，削男調整の認められる土

器は良好である。

椚　一郎机ま口綾部片で9　これらのうち瑠柑e臓　e臓。摘　e針目　目線が波状を呈すると思われる。

ロ綾部はほぼ直立するか外傾するものが多く，m e臓の口綾部はやや内攣するものと思われる。

銅～臓尋の日録は，角頭状を呈してお生　外面はいずれも横位のナデ調整が認められる。桐　の色

調は，外面が黒褐色で，内面が橙色である。臓　e臓鰐の目線は外そぎ状で，いずれの土器も外面

は横位のナヂ調整が認められ，ザラザラしているが，内面は滑らかに調整されている。瑠2紅臓畠

の色調は，外面がにぷい橙色で，内面が黒褐色となっている。柑9ほ器厚が7mmと薄く，外面は斜

位に削り調整されている。臓の外面も削り調整されている。臓～臓超の日録は内そぎ状を里し，

臓　e臓夏は内・外面が削り調整されている。臓～摘3の目線は丸まっており，摘◎と摘3の外面は

削り調整されている。瑠3畠と瑠3gには補修孔が穿たれている。摘射　目線が丸まっており，口唇部に
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ほ棒状工具の押庄によるキザミ昌が施されている。

摘～頼紺可部片で，摘5の外面は斜位または横位に削F）調整されている。臓　の臓の外面は砂

の移動が認められ9　ザラザラしている。色調はいずれも，外面が橙色で内面が黒褐色である。

臓　の臓は底部片でラ　尖底を呈している。臓は尖底が直線的に尖がをら外面は削　調整されて

いる。臓は尖底の先端が丸まっている。いずれも胎土は長石e石英を特に多く含み，外面はザラ

ザラしている。

本群の土器は彗　日録部が角頭状を呈するもの，内そぎ状を呈するものなどがあ生　沈線文系の

土器に類似していることから沈線文系の土器に並行する時期と思われる。

3群の土器

縄文時代早期沈線文系の土器を本群とする。

＿1類　し第謝図150－178）

細洗練で文様を構成した土器を本類とする。色調は橙色または赤色でラ　胎土は細砂と雲母を多

量に含む。焼成は良好なものとやや不良なものとがある。

臓～臓は目線部片で誹閑の臓　ゆ臓は目線が内そぎ状を皇し9　他は角頭状を呈している。摘田

は口唇部外面倒の角が押圧され9　外面は上端に隆帯が弧状に貼り付けられている。その下に沈線

が2条巡生　以下は沈線による格子文が施されている。臓の外面は平行に沈線が　条巡生　以下

は沈線による平行四辺形の格子文が施されている。臓の外面は日録下に細洗練が巡り，その上を

斜位に細洗練を部分的に施文し9　格子文を描いている。臓は　目線下に斜位の洗練文と縦位の沈

線文が交互に施文されている。臓の外面は，沈線による綾杉状文が施文されている。臓は目線下

に沈線文が横位に施文されラ　以下は細沈線文がV字状に施文され，その中に斜位の洗練文が充填

されている。臓は平らな口唇上に浅めの沈線が施文されている。外面は短沈線を斜位に施し，綾

杉状の文様を構成している。胎土は多量の窯雲母を含んでいる。

臓～臓は胴部片である。射洞は摘6　同様の文様が施文されており学　園一個体と思われる。臓◎

～臓は詔～　本の平行な細沈線の間を斜位に短沈線が施文されて帯状文を描いている。臓の相宿

は細沈線が横位と斜位に施され，幾何学的文様を描いている。絹一拍は9　細洗練よ㌢）やや太目

の沈線を横位または斜位に施している。

本類の土器は三戸式に比定されると思われる。

2類（第37図179－212“）

刺突文と細沈線文の組み合わさった文様が施文された土器を本類とする。色訪ゆ胎土0焼成は

ヱ類に類似している。
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絹　～相　は日綾部片で学　目線が内そぎ状を呈している。紺　の目線下には9　刺突文が横位に3条

巡生　以下は細沈線文が横位に巡る。刺突文は先が鋸歯状のへラ状工具を横から45度の角度に刺

突し，粘土を削l川くるようにして地文されている。「司様の刺突文が181・183・184・186にも認め

られる。臓は目線下に細沈線が断続的に巡畑　以下は刺突文が施文されている。臓　は口唇部が

外側へはみ出てお生　直下に押庄文が巡っている。以下は細沈線文が3条9　三角形の刺突文が横

位に3条9　交互に施文されている。

臓～臓3ほ胴部片で9　刺突文と細洗練文が施文されている。臓　も臓　は刺突文と沈線文が交互

に施文されている。摘　e臓　～臓の刺突文は9　長径2mmほどの楕円形を呈している。臓　の臓3

の刺突文は9　先端をV字状に切り取った半裁竹管が使用されたと思われる。

摘一別　は胴部片で9　半裁竹管を使用した洗練と刺突文で幾何学的文様が描かれている。

臓～鋼　の刺突文は平行沈線間に施文されている。鍼には縦に刺突し学　その両側を盛り上げた

隆帯が認められる。鏑～鍼晋は9　平行洗練間に洗練が斜位に充填され，この平行沈線の両側また

は片側にはラ　三角形を呈した刺突文が施文され文様帯を構成している。この文様帯は幾何学的文

様を描いている。鍼　は　本単位の洗練で菱形を描いている。鏑　の鋼　には刺突文が認められない

が普　文様構成で判断して同一種とした。

慧紺ま日録部片で撃目線が角頭状を呈している。目線下に細洗練が9条巡畑　その下に楕円形を

呈した深くて小さな刺突文が3条巡畑　以下は細沈線文が施文されている。別路那旺同様の文

様を構成しており9　日縁に近い胴部片である。

本類の士器は三戸式に比定されると思われる。、

3幾

洗練の幅が2mm以上の平行沈線が施文された土器を本類とする。色調は橙色やにぷい橙色が多

く9　胎土は細砂の雲母を含むものが多い。焼成は普通または良好である。

3類a種（第37図　213－218・2211

3類の土器のうち，目線が内そぎ状のものを本種とする。

213－218・221は主席庸1；片である。．213－217は斗イf沈線が斜位に地文されていて，213－216は

沈線の彫りが浅い。郡　の鍼の外面は，平行沈線が横位に施され9　内面は上位が横位の削り争　以

下は縦位の削り調整が施されている。

本種の土器は三戸式に比定されると思われる。

3類b種（第37図　那　一朗齢

3類の土器のうち，平行沈線が横位に施された土器を本種とする。
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那　e鍼　の鍼～鍼は日綾部片で　角頭状の乎緩となっている。郡の外面は　彬　の浅い平行

洗練が施文されている。鍼の内面に幅1cmほどの断面皿状の削り痕が認められる。鍼～鍼は

彫りの深い洗練である。

鍼～鍼は胴部片である。鍼～鍼は器厚が5mmほどの薄手な土器で9　彫りの浅い沈線文が密

に施文されている。

本種の土器は三戸式か田戸下層式に比定されると思われる。

3類C種（第38回　鍼　～鍼の

平行洗練が縦位に施文された土器を本種とする。当遺跡で比較的出土墓の多い土器である。

2錮～鍼留はロ綾部片で，納　車鍼は外そぎ状を呈している。鍼は胴部片である。

本種の土器は三戸式か田戸下層式に比定されると思われる。

3類d種（第38図　241－244．）

平行沈線が斜位に施された土器を本種とする諸鋸はロ綾部片でタ鍼～頼胴部片である。

本種の土器は三戸式か田戸下層式に比定されると思われる。

3類e種（第3図　鍼　～鏑5）

幅が4～6mmと比較的広い洗練による平行沈線文の施文された土器を本種とする。器厚が厚く

大形の土器が多い。平行沈線文は横位に施されている。

錮～錮撃は日綾部片で，鏑～鏑は胴部片である。鍼の目線は角頭状を里し晋　錮　命綱の目線

は先細りとなり，口唇部が平らになっている。錮・鏑　の鏑の外面は，洗練がまばらに施文さ

れている。土器の内面は掴。鍼骨が横位に，鍼が斜位に，鍼～紺が縦位にナデ調整されている。

鏑・鏑　の胎土は，長石砂石英の大きな粒を含む。

鏑は底部近くの胴部片でラ底部付近は無文帯となっている。底部は尖底になると思われる。

本種の土器は三戸式か宿戸下層式に比定されると思われる。

4類（第38図　256－260）

短沈線の施された土器を本類とする。短洗練は横位に1cmほどの長さにえぐり取るように施文

されている。色調は外面が橙色で，内面がにぷい褐色である。胎土は細砂を多量に含み，焼成は

普通である。

鏑　の鏑は目線部片で，日録が角頭状を呈している。鏑　～鍼は胴部片である。
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本類の土器は三戸式に比定されると思われる。

5類　し第38図　261～2741

洗練を横亀　縦亀　斜位に施して，文様を措く土器を本類とする。色調は橙色が多く，胎土は

細砂を多義に含む。焼成は普通である。

鍼～鍼は日録部片である。鍼　の鏑は波状を里し，目線の内側が削り調整され9　日唇部は平

らになっている。鏑　砂鍼の外面は上位を横位に亨　以下を縦位に言責めの平行洗練が施文されて

おり9　内面は縦位にナデ調整されている。鏑の目線部は外そぎ状の乎緑であり9　器厚は1cmを測

る。外面は縦位に沈線が間をおいて施文され9　その中に弧状の洗練を充填した区画と斜位の洗練

を充填した区画が交互に配置されている。内面は横位にナデ調整されている。鍼は角頭状を呈す

る目線部片で，外商は浅めの洗練で格子状に施文されている。望関は9　劉臓と同様の文様が描かれ

てお畑　同一個体と思われる。内面は横位にナデ調整されている。

鍼　～錮超は胴部片で，斜位の沈線文を主に，それに横位e縦位の洗練文を加えて文様が構成さ

れている。鋼の色調は赤色で，強く二次焼成を受けている。

本類の土器は均戸下層式か田戸上層式に比定されると思われる。

6類

幅1mmほどの平行細洗練文が主に施された土器を本類とする。色調は橙色で，胎土は細砂，雲

母，スコリアを含む。焼成は普通である。

6類a種（第39図　那5～鏑の

6顆の土器のうち，細沈線のみが施文された土器を本種とする。

銅　～鍼は口綾部片である。錮5は，目線が内そぎ状を里し，外面に斜位の細洗練が施されてい

る。錮　～銅の目線は，内面が削られているので，口唇部は狭くなるが，平らである。銅の外面

は無文部を間に細洗練が斜位に施され諸銅の外面は目線下に細洗練がまばらに斜位に，以下は横

位に施されている。銅の目線部は外反し，外面に細洗練による条線文が横位に施されている。錮9

の外面は細洗練が斜位に施されている。鍼　e鍼は角頭状を呈する日綾部片で，外面は細沈線が

斜位に施されている。鍼～鍼は丸頭状を呈する目線部片で普　鍼　か鍼の外面は細沈線が縦位に

施されている。鍼鳩e鋼憎の外面には，わずかに斜位の紬沈線が認められる。

鍼～鏑は胴部片で諸鍼は底部付近の破片で，底部は尖底を呈するものと思われる。

本種の土器は三戸式か田戸下層式に比定されると思われる。

6類b種（第39図　300～304）

6頬の土器のうち，細沈線とこれより太い沈線を組み合わせて文様を構成する土器を本種とする。
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鍼は目線部片で普目線部はやや外反し9　日唇部は丸頭状を呈する。外面は目線下に沈線が3条

横位に巡り，以下は細沈線文が2本単位で斜位に施される。

鍼～鍼射胴部片で誹馴～鍼は洗練文の下に細洗練文が施され，馴鍼はその逆となっている。

本種の土器は三戸式か臼戸下層式に比定されると思われる。

7類

貝殻腹経文が施文された土器を本類とする。

7類a種（第39図　別派「㍉鍼柑）

7類の土器のうち督加工されない貝殻で施文された土器を本橙とする。

鍼　e鍼は胴部片で9鍼の外面はアナダラ科の貝殻の腹緑が横位にぎっしり押庄されている。

下部に補修孔が認められる○色調は橙色で9胎土は細砂と雲母が多く含まれ，焼成は普通である。

鍼は細洗練による横位の洗練文の中に，アナダラ科の貝殻の腹緑が2本単位に押庄されている。

色調は橙色で9　胎土は細軌雲母を含んでお畑　焼成は普通である。

本種の土器は田戸下層式に比定されると思われる。

7類b種（第39の40図　鍼～馴郎

7類の土器のうち9加工されたと思われる貝殻で施文された土器を本種とする。色調はにぷい

橙色で，胎土は砂と繊維が含まれており，焼成は普通である。

鍼～鋼は日綾部片で，鍼　の馴～鋼は波状を呈する。鍼は日録が角頭状を望し，外面はア

ナダラ科の貝殻腹緑が9　斜位または横位に押庄されている。以下は細沈線が横位に施文されてい

る。鍼一別の日録上端外面はまるまっている。3鍼は日録上端に楕円形の浮文が2個貼付され，

その貼付文士にアナダラ科の貝殻腹緑が縦位に押庄されている。外面は目線下にくさび形の結節

沈線が巡っている。以下無文帯を間に上記の結節沈線を略した洗練が巡っている。Ⅲは目線下に

耳状に突起を貼り付け9　この突起の左側に洗練による区画文が施文されている。この区画内と口

唇部にキザミ目が施文されている。鋼の外面は，波頂下に隆帯が縦位に貼り付けられており，隆

管は左へ直角に曲がっている。隆帯の両端に沈線が施文されている。目線から沈線が斜め下方へ

施文され，その洗練に対し直角方向に貝殻腹緑文が押庄されている。紺の外面は苧　2本の低い隆

帯が横位に巡生　楕円形区画を描いていると思われる。この隆管上にはアナダラ科の貝殻腹緑押

庄が認められ言逢帯の両側には洗練が施文されている。この区間内には結節沈線が横位に施文さ

れ9端部には円形刺突文が施されている。鋼の内面には補修孔が途中まであげられている。那　～

鋼は同様の文様と器形の土器で，目線部はやや内攣しながら開いて立ち上がるものと思われる。

那～鋼　は，胴部片である。鋸は平行沈線間に貝殻文が押庄されており彗　急用と同一種のもの
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と思われる。鋸　の外面は洗練がクランク状に施され，沈線上にはアナダラ科の貝殻腹緑が押庄さ

れている。3摘e3相の外面には，貝殻腹緑の押庄が認められ，胎土には，繊維の混入が認められ

る。鋼　の外面は，縦位に磨かれている。

本種の土器は田戸上層式に比定されると思われる。

8類（第40図　320－325）

3群の土器のうち，1－7類までにあてはまらない土器を本類とする。ごく少量の出土であった。

32のe3銅は丸頭状を呈する日録部片で，外面は先端が円弧状の工具を上から45度の角度で刺突

し，施文している。胎土は細砂を特に多く含み，器面がザラザラしている。焼成は普通である。

32一関射ま胴部片で，322は無文地に縦位に3本の平行洗練を施文し，まん中の区画に爪形文，

その両側の区画に先の尖った工具による刺突文が充填されている。色調は内。外面が浅黄橙色で，

断面部が黒褐色である。胎土は繊維・細砂の雲母eスコリアが含まれる。焼成は不良である。323

は，細沈線が横位と斜位に施文されている。色調はにぷい黄橙色で，胎土は多量の細砂を含み，

器面がザラザラしている。焼成は不良である。3鍼は，無文地に長い刺突文が上から下へ施文され

ている。色調は内e外面が橙色で，断面部が黒褐色である。胎土は細砂e繊維e雲母・スコリア

が含まれる。焼成はやや不良である。

320・321・325はⅢ戸下層式，322～324はⅢ戸」二層式に比定されると思われる。

9類

3群の土器の底部を本類とする。

9類a種（第40図　326）

刺突文の施文された尖底の土器を本種とする。

326の外面は沈線で弧文が描かれ，間に刺突文が充填されている。色調は橙色を里し，胎土は

細砂を含む。焼成は普通である。

本種の土器は三戸式に比定されると思われる。

9顆b種（第40図　327・328）

尖底を呈し，洗練文が施された尖底の土器を本種とする。

3銅は先端部が欠損している。外面は沈線文が斜位に施されている。色調・胎土e焼成は1類

に同じである。

本種の土器は三戸式か田戸下層式に比定されると思われる。
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9類C種（第40図　329－345）

外面に削り痕だけが認められる尖底土器のうち，尖底部の開く角度が大きいものを本種とする。

先端部がするどく尖っているものが多い。

329は横位に，332・342は斜位に削られているが，その他は縦位に削られている。329・330・

閑　e錮侶　器面がザラザラで焼成もやや不良である。その他の土器は器面が滑らかである。錮　e

鍼5ほ薄手であり，小形の土器と思われる。

本種の土器は三戸式に比定されると思われる。この他に図に掲載できなかったが，田戸下層式

に比定される天狗鼻のように比較的長い尖底土器が3点ほど出土している。

4群の土器

縄文時代早期条痕文系の土器を本群とする。

1類

微隆起線文が施されている土器を本類とする。

1類a種（第41図　346－352・354）

1類の土器のうち，条痕文がほとんど認められない土器を本種とする。微隆起線文は高さが1

mmほどで先端が尖っている。徴隆起線による区画は直線的なモチーフである。器厚は5～7mmほ

どで薄手なっくりである。色調はにぷい赤褐色で，胎土は，石英e長石の大きな粒，雲母を特に

多く含んでいる。繊維は少量認められる。焼成は良好で焼きが硬い。

346－351は［」縁部片で，353・354は胴部片である。346～348は廿唇部が外そぎ状を呈し，346

e鍼の口唇部に絡条体圧痕が施されている。鍼。錮8には小突起が2つ並んで貼り付けてあり，

鍼畠の小突起上には絡条体圧痕が施されている。3鯛の口唇部は平らで，へラ状工具によりキザミ

目が施されている。口唇上に小突起が2つ並んで貼り付けてある。鏑　の外面上端には言責い絡条

体圧痕が認められる。35吊ま小形の土器であると思われる。

本種の土器は野島式に比定され，なかでも古い時期のものと思われる。

1類b種（第41図　353・355）

1類の土器のうち，微隆起線は高さが1mm未満の低くなだらかで，条痕文が浅めに施されてい

る土器を本種とする。色調はにぷい赤褐色で，胎土は繊維の他に細砂を多量に含む。焼成は普通

である。

353・355はいずれも胴部片で，353は器厚が薄く，355は厚い。

本種の土器は野島式に比定されると思われる。
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1類C種（第射図　鏑　e鏑の

1類の土器のうち，微隆起線で区画された中に沈線文を施した土器を本種とする。微隆起線は

a種より太い。内面と外面の洗練文の施文されてない部分は条痕文が施されている。鏑は胴部片9

鏑は日録部片で，同一個体と思われる。色調はにぷい赤褐色で，多義の細砂と繊維を含む。

本種の土器は野島式に比定されると思われる。

1類d種（第41図　358）

1類の土器のうち撃　沈線文で区画された中に洗練文が施された土器を本種とする。

鏑は胴部片で9　断面形が囲角形で幅が1．1cmほどの洗練が縦位に施文されラ　その中に幅2～

3cmほどの洗練が斜位に施されている。色調は内容外面がにぷい橙色で，断面は黒褐色である。

胎土は細砂と繊維を含む。

奉種の土器は野島式に比定され9　なかでも新しい時期のものと思われる。

2類

日経部文様帯は刺突文を主とした文様が施文された土器を本類とする。

2類a種（第41の舶図　鏑　～鍼超）

2類の土器のうち普　徴隆起線や刺突文，円形竹管による押庄文などにより構成されたものを本

種とする。色調は内8外面が浅黄橙色で9　断面が黒褐色である。胎土は多量の繊維と長石㊧石英

の粒。細砂を含む。焼成は不良である。

鏑は日綾部片で晋　鍼の胴部片と同一個体と思われる。この土器の器形は胴部に二段くびれを

有し9　ほぼ乎縁を呈しているものと思われる。口唇部は平らで，内e外面との角には9棒状工具

の押庄によるキザミ目が施されている。ロ綾部は縦に隆帯を貼り付けてある。この隆帯上にはキ

ザミ昌が施され9上端と口唇部はもり上がっている。隆鷹の中央やや上に親指大のへこみがある。

なお9　へこみの右下に孔がある。これは焼成後にあけられた補修孔である。この隆帯を境にロ縁

がか…ブし9　左側のロ綾部は平面になっているので，ロ綾部は多角形状となっていたと思われる。

隆管の中心やや上に親指太のへこみがある。このへこみを中心に，微隆起線による円弧文が2条

指かれている。この円弧文と9　日緑下に巡る微隆起線の間に，微隆起線による三角形や円弧の文

様が描かれている。拓影図中央の菱形を呈する徴隆起線区画内には結節沈線文が充填されている。

また三角形の区画内には竹管状工具による刺突文が充填されている。微隆起線と微隆起線の交点

などの微隆起線上には円形竹管状工具による押庄が施されている。胴部は9　二段くびれがあって，

胴部上部には目線部と同様の文様が施文され，胴下部には横位の条痕文が施文されているものと

考えられる。ロ練乳　胴上乳　胴下部の境の隆帯上にはキザミ昌が施されている。

－88－
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鍼～鍼　は目線部片で予　鏑　に類似した文様が描かれている。

本種の土器は鵜ヶ島台式に比定されると思われる。

2類b種（第42e舶図　鍼　一関　e鋼鋸

2類の土器のうち撃　目線部文様は刺突文が主に施され9　刺突文と刺突文の交点に円形押圧が施

された土器を本種とする。

鍼はロ綾部片で，鍼の胴部片とほぼ同一の土器と思われ，胴部に二段のくびれを有している。

口唇部は外面との角にのみキザミ昌が施されている。外面の刺突は三日月状を里し竹管状工具を

押し引くようにして施文されている。刺突文により三角形状e菱形状に区画されラ　区画内には同

様の刺突文が充填されている。胴上部と胴下部の境をなす断面三角形の隆帯上にはキザミ目を有

するが，胴上部と目線部との境をなす隆鷹上にはキザミ目が施されていない。内面は条痕文が認

められない。色調は内ゆ外面が橙色で9　断面が黒褐色である。胎土は繊維0細砂を含み，焼成は

やや不良である。

鍼　は目線部片である。口唇部の両角にはキザ三日が施されている。日録部外商には，断面三角

形の隆苗が縦に2条平行に貼り付けてある。隆帯上にはキザミ昌が施されており言隆管の間の空

間部の上と下には円形竹管文が1こずつ施されている。隆帯の両側の口綾部には結節沈線状の刺

突文で幾何学的文様が施され，両端には円形竹管文が施されている。内面には条痕文が認められ

ない。胎土の色調は鍼5に同じである。

鍼　も錮　～鋼は日綾部片で誹鋼も鋼　は胴部片である。外部文様は円形の棒状工具による刺突

文が誓　三角形状に描かれている。刺突文の交点には先のまるまった棒状工具を押庄している。内

面は横位または斜位に条痕文が施されている。色調は内e外面が浅黄橙色で，断面が黒褐色であ

る。胎士は細砂も雲母e繊維を含み9　焼成はやや不良である。

錮3ほ口綾部片で9刺突文士に半円形竹管を斜めに刺突した三日月文が施文されている。胎土の

色調は鋼　に類似する。細　目綾部片で9　刺突文の交点は先のまるまった棒状工具で押庄されて

いる。銅　は目線部片で9　日綾部の幅は狭いが普　日綾部の下の胴部にも刺突文が施文されているの

で，胴部に2段のくびれを有するものと思われる。口唇部の両角にはキザミ昌が施されている。

ロ緑部は，結節洗練が2本平行して施文されている。結節洗練の交点への押庄文は施されていな

い。目線部と胴部との境にはキザミ昌が施されている。色調は橙色で，胎土は繊維と細砂を含む。

焼成は普通である。

鋼　は　胴部片で，刺突文士には円形竹管文が施されている。

錮　0鋼　は端部が丸まった日録部片で9　キザ三日が施されている。外面には結節沈線で幾何学

的文様が施されている。
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本種の土器は鵜ヶ島台式に比定されると思われる。

2類C伸し第圭拍1378・380～386）

2類の土器のうち争　沈線により区画され，洗練の交点に押庄文が施されている土器を本種とす

る。色調は外面が赤褐色で，内面が橙色で9　断面が黒褐色である。胎土は細砂e繊維を含み，焼

成は不良である。

錮　e鍼　は目線部片で9　同一個体ではないが類似している。外面は条痕文地に洗練が幾何学的

に措かれ，洗練の交点には円形竹管文が押庄されている。洗練区画内には刺突文が施文され，刺

突文は細い半裁竹管を斜めからえぐるようにして施文されたものである。内面は条痕文が横位に

施文されている。

鍼　は目線付近の破片で9　錮宙に類似している。

鍼～鍼射まほぼ同一個体と思われる口綾部片である。日録はゆるく外反し，口唇部の外面側に

はキザミ目が施されている。外面は沈線が格子目状に施文され，この交点に棒状工具が押庄され

ている。、

385は頚部片で，内や外面に横位の条痕文が施文され，外面の拓影図上端に刺突文が認められる。

鍼は日綾部片で，外面は，幅1cmほどの浅い沈線がパケ臼状工具により曲線状に施文され督　そ

の区画内に刺突文が地文されている。

3類（第43。44図　鍼　～錮3）

内e外面に太目の条痕文が施文された土器を本類とする。大形の土器である。色調は内・外面

が赤褐色で，断面が黒褐色である。胎土は多量の繊維と細砂を含み，器面がザラザラしている。

焼成はやや不良である。

鍼　は日綾部片で，やや波状を里し，口唇部に浅いキザミ目が目線に対し直角方向に施されてい

る。内e外面の条痕文も浅めである。鍋　は底部片で平底を皇し，胴部の下端がやや出張っている。

本類の土器は第4e5号炉穴で4群2類の土器にまじって出土しており，鵜ヶ島台式に比定さ

れると思われる。

4類（第44e45図　鍋　一郎の

内e外面に条痕文が施文された土器を本類とする。口唇部にキザミ目の施されたものが多い。

色調は内も外面が橙色で9　断面が黒褐色である。胎土は多墨の繊維と細砂を含む。焼成は普通で

ある。多量に出土している。

鏑～棚　は口唇部にキザミ昌の施されたロ綾部片で，口唇部の平たいのが鏑一関　で，他は尖

…92…
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っている。キザミ目は目線に対し直角方向に施されたものと9　斜位に施されたものがある。また，

キザミ酎ま先の薄いへラ状工具で押庄したものと，細い棒状施文具を押圧したものがあ生　前者

の土器は鍼～鍋・爛～鯛　である。条痕文は日綾部付近は内e外面とも横位に施されているも

のが多い。

那膵の射鍼は口唇部にキザミ目の施されていない日綾部片で，口唇部はいずれも平たくなってい

る、、

蠣～那柏でが胴部片で9　条痕文の方向昼縦私　斜位，横位である。鋸　の条痕の幅は細かくな

っている。

本類の土器は第5号炉穴で4群2類の土器にまじって出土しており9　鵜ヶ島台式に比定される

と思われる。

5類（第4（う図　415、420・422・423）

条痕文が内も外面のうちいずれか一面に施された土器を本類とする。色調は明赤褐色が多く9

胎土は，繊維に比べ細砂が多量に含まれている。

那　～鵬のほ外面にのみ条痕文の施文された土器で，那　～鋸　は目線部片で＼射臓は筒形の器形を

呈しておF）9　口唇部には条痕文と同じ施文具を，口唇に対し直角方向に深く移動させたキザ三日

を有する。外面は斜位に浅い条痕文が施文されている。鋸　の口唇部には，斜位に条痕文が施文さ

れている。外面に横位を主にした深めの条痕文が施文されている。鋸　は目線にいくほど薄くなっ

ていて，目線部はやや外反する。外面にかすかに条痕文が斜位に施されている。朋　の般3ほ，内面

に条痕文が施文された土器である。外面はナデ調整されている。

本類の土器は鵜ヶ島台式か茅山下層式に比定されると思われる。

しう類　し第46・47図　421・424－437）

条痕文がほとんど認められずに擦痕が認められる土器を本類とする。

名望超～超36は目線部片で，般　e昭　一鵬　の口唇部にキザミ目が施されている。射相の外面には先

の平たい工具による横位を主にする擦痕が認められる。内面はナデ調整されている。朋　は，内0

外面とも横位の擦痕が認められる。鵬　◎朋は口唇部が内そぎ状を呈している。朋の器形は筒形

を呈し9　外面に斜位，内面に横位の先の平たい工具による擦痕が施されている。

鵬　は胴部片で，内面に縦位と横位の擦痕が認められる。

7類（、第47図　438－44小

内e外面とも無文の土器を本類とする。器面は凸凹でナヂ調整されており9　色調はにぷい褐色

－94…
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で，胎土は繊維と纏砂を含む。焼成は不良である。

姻～錮離　日綾部片で，鵬～鋼の口唇部にはキザミ目が施されている。綱領の口綾部はゆるく

外反している。

8類（第47図　掴　～鍼の

日綾部上端に絡条体の施文された土器を本類とする。色調はにぷい橙色で，胎土は細砂を含み

焼成は普通である。鋼5は先の尖ったロ綾部片で＼［お経下内の外面に路条体が斜位に押庄されてい

る。以下は横位に細目の条痕文が施文されている。掴堕は先のやや尖った日録部片で9　日緑下外面

に絡条体が押庄されている。内e外面は9　横位に条痕文が押庄されている。棚は角頭状を呈する

目線部片で，口唇部と内面に絡条体が押庄されている。外面は，斜位の条痕文が施文されている。

9類（第47の48回　錮　～鵬頼

4群の土器の底部を本類とする。

鍼　の鵬は尖底を呈してお畑　端部は小さな平底風に削られている。器面は上部に条痕文が少

し認められるが，以下無文である。色調は橙色で，断面部の中央部が黒褐色を呈している。胎土

は多義の繊維ゆ細砂・スコリア等を含む。焼成は不良である。

鋼は平底で中央部だけが上げ底となっている。色調は橙色で普　断面部のみ黒褐色である。胎土

は繊維の他に細砂もスコリアを含む。苺紺ま平底で，外面端部がやや出張っている。外面に斜私

内面に縦位の条痕文が，また，底部の内e外面にも条痕文が施文されている。色調は外面が赤褐

色または橙色で，内面には煤が付着している。胎土は繊維と細砂を多量に含み，焼成は不良であ

る。

5群の土器

縄文時代前期前半に属する土器を本群とする。

1類（第48e49図　鵬　～舶郎

縄文を施文し9　胎土に繊維を含む厚手の土器を本類とする。外面は横位に羽状縄文が施文され，

その上に隆帯が貼り付けられたものと隆帯のないものとがある。胎土は特に多くの繊維と砂を含

む。色調は橙色で，焼成は不良である。

鵬は波頂部付近の日綾部片で，羽状縄文の縄文方向の変わる境目に高さ5mmほどの隆帯が巡

る。口唇部は内そぎ状で，縄文が施文されている。鵬は目線部片で，目線が内e外面にやや肥厚

し，口唇部は平らになっている。外面は縄文地に断面四角形の隆帯が巡り，その上は細い棒状施

文具で押庄されている。超鍼は目線部片で，外面は細かな縄文地に断面山形の隆葦が弧状に貼り付

－98－
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けてある。鵬～鵬は目線部片で口唇部が平らで，外面は縄文が施文されている。

鵬　0鵬は目線部に近い胴部片で，縄文地に断面山形の隆管が貼り付けてある。鵬は頚部付近

の胴部片で，無文地に縄文原体を2本並べた押庄文が2条巡っている。その下はRLの縄文が横

位に施文されている。鵬～耶◎ほ胴部片で，太めの羽状縄文が横位に施文されている。鯛～咽

は警　報帽と同一個体と思われる。

2類（第49。50図　舶～鯛の

縄文が施文され，繊維を含み1類より薄手の土器を本類とする。色調は，内の外面が橙色で，

断面部が黒色のものが多い。胎土は，特に多くの繊維と細砂を含み9　焼成は普通である。

紺～欄は目線部片で　摘。舶9は波状を呈すると思われる。目線の形状には，口唇部が平ら

なもの，先端が丸まったもの，先端が尖るものがあり9　日唇部が平ちなものが多く認められる。

外面は，鯛5ほ細かを目の羽状縄文，鯛は無節純丸　その他は単節の縄文が施されている。鯛の

口唇部には縄文が施文されている。朋の外面は羽状縄文が施文されている。鯛の外面はループ

文が認められる。

礪～鯛は胴部片で9鯛は無節の縄文で，他は単節の縄文が施文されてお生　鵬にはループ

文が認められる。超89と欄の外面は上位に施文された縄文より下位に施文された縄文の方が細か

な目の縄文である。媚は，太い目の縄文と細かな昌の縄文が交互に出るように施文されている。

：う類（第50図　498・499）

縄文に洗練の施された土器を本類とする。

射相は目線部片で，口唇部に棒状工具を横に押圧しキザミ目が施されている。外面は槌文が施文

され9　日緑下に半裁竹管による浅めの沈線が2条ゆるく蛇行しながら巡っている。色調は外面が

褐色，内面が橙色，断面が黒褐色である。胎土は多量の繊維と細砂を含む。焼成は普通である。
すす

超99は胴部片で，縄文地に半裁竹管による洗練が1条巡る。色調は橙色で，内面に煤が付着して

いる。胎土は多義の砂礫と9　繊維を含む。焼成は不良である。

4類（第50図　500－502）

刺突文を主に施した土器を本類とする。

閲は目線部片で，爪形文が曲線的に施文されている。色調は内e外面が橙色で，断面が黒褐色
移

である。胎土は多量の繊維と細砂を含み，焼成は普通である。馴銅は胴部片で，5関と同一個体と

思われる。関空は口綾部片で，目線下に横位に爪形文が2条施文され，以下は縄文地に爪形が縄文

と同一方向に間隔をおいて施文されている。色調。胎土e焼成は5田のと同様である。

－1（10－
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5類（第50図　503～505、1

洗練文を主に施した土器を本類とする。

鍼は胴部片でラ細かな洗練が不定方向に施文されている。色調は外面がにぷい褐色でラ　内面が

橙色で9　断面が黒褐色である。胎土は少量の繊維と細砂を含む。焼成は不良である。閑は胴部片

で撃　沈線が山形に施されている。色調は内0外面が橙色で，断面が黒色である。胎土は多量の繊

維を含んでおり9　焼成は不良である。閑は胴部片で言責い断面皿状の洗練が格子状に施されてい

る。色調は外面が明赤褐色で9　内面が言炎赤橙色で普　断面が黒褐色である。胎土は，特に多量の

繊維と，細砂を含みラ　焼成は不良である二　内面がかなり大きく刹落している。

6類（第5両≠1506・5071

5群の土器の中で，1～5類以外の土器を本類とした。

586はロ綾部片で9　日縁下に横位の指ナデが施されている。以下はアナタラ科の貝殻腹緑が斜

位に押庄されている。色調は内の外面がにぷい橙色で，断面が黒褐色である。胎土は多量の繊維

と細砂を含んでおり9　焼成は不良である。

開署は胴部片で，撚り糸文が施されている。内面は縦位にへラミガキされている。色調は外面が

にぷい橙色で9　内面がにぷい赤褐色　断面が黒褐色である。胎土は繊維を多義に含む。焼成は普

通である。

7類　し第50図　508－514）

5群の土器の底部を本類とする。

鍼距璃臓はいずれも底部小片で胴部の外面に縄文が施されている。底部は外周が突き出ており，

高台状の上げ底となっている。閲の底部に絹代痕が認められる。いずれの土器も色調は内の外面

が橙色で，断面部が窯褐色である。胎土は多量の繊維と少鼠の細砂を含む。焼成は不良であり9

特に馴白は器面の剥落が目立つ。

6群の土器

縄文時代前期後半に属する土器を本群とする。

・1類　し第50・51図　515－529〕

三角形の刺突文が主に施された土器を本類とする。色調は橙色で，胎土は細砂を多量に含み，

焼成はやや不良である。

鋸　は日録部片で，爪形文が横位に施文されている。

鋸　は胴部片で，拓影図上端に半裁竹管による刺突文が横位に施文され，以下は半裁竹管による沈

ll一つ（1！「一一
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線文が弧状に施文されている。色調は明赤褐色である。

5描一関のは波状を呈する目線部片で，内そぎ状になっている。馴　一別gは目線下外面に半裁竹

管による沈線が縦位に施文され，以下は無文部を間において三角形または菱形の刺突文が横位に

施文されている。刺突文の大きさほ，5絹の方が5瑠8と酎相に比べ大きい。5瑠畠の無文部には輪積み

痕が認められる。528の拓影図外面は刺突文のみが認められる。

52瑠～527は胴部片で，52－閑　の外面には刺突文が2本単位で横位に施文されている。5銅の外

面には波状貝殻文が施文されている。

528・529は底部片で，胴部の下端が外面へ突き出ている。529の底部と胴部外面にはへラ削りが

施されている。

2類　し第51図　530～535・538）

半裁竹管による爪形文と洗練文を組み合わせて施文した土器を本類とする。色調は明赤褐色で，

胎土は多量の細砂と雲母を含み，焼成は普通である。

53の～532はやや外反する目線部片で，いずれも目線下外面に半裁竹管による深い洗練が縦位に

施文される。その下に半裁竹管による洗練文が2条巡る。この洗練は強弱をつけて施文したため

か，深め浅めに引かれている。その下に半裁竹管を45度位の角度で器面に刺し込み，その箇所を

すこし上げる手法の爪形文が施文されている。その下に上記の半裁竹管による洗練文が3条巡り，

その下に，また，上記爪形文が施文されている。

533e53障536は胴部片で，53射二は半裁竹管による沈線文と刺突文が密に施文されている。

535は目線部片で，外面には細い半裁竹管を二つ並べ，刺し込んではすこしもち上げて魚のうろ

こ状の形を形成する刺突文が3条巡生　その間には半裁竹管による浅めの波状洗練が巡っている。

3類（第51図　536－5掴）

5群の土器で18　2業酎こ属さない土器を本類とする。

536はやや波状を呈する目線部片で，口唇部に縄文原体が押庄されている。外面は無文でやや凸

凹にナデ調整されている。色調はにぷい橙色で，胎土は細砂と雲母を多義に含み，器面がややザ

ラザラする。焼成は普通である。

537・539は胴部片で，縄文が施文され，無文部には結節文が施文されている。色調は橙色で，

胎土は細砂を多量に含み，焼成は普通である。

5鯛は複合目線部片で，外面に折り返されている。下端は輪積みの部分である。色調は橙色で，

胎土は細砂を含み，焼成は普通である。5射e5超2は複合目線部片で，外面と内面に粘土が貼り付

けられ，角頭状を呈する。色調は橙色で，胎土は細砂を含み，焼成は普通である。5超3は目線部片

－105－



で，内側に幅上3cmの粘土を貼り付けている。外面は無文で，棒状工具で順々に削る方法で，横位

に巡る指頭痕の効果を与えている。色調は橙色で，胎土は細砂と雲母を多量に含んでいる。焼成

は普通である。

5鋼は胴部片で言上さな円形の刺突文が2列に施文され，刺突文の上に結節洗練風の浅い洗練が

施文されている。色調は明褐灰色で，胎土は砂と雲母を多義に含み，焼成は普通である。

5鵬・546は底部片である。いずれも平底で，5鵬には削r）痕が認められる。色調は外面が橙色，

内面が褐灰色である。胎土には多量の細砂とスコリアを含み，焼成はやや不良である。

7群の土器

経文時代中期に属する土器を本群とする。

1類（第51図　5椚e5鯛）

細かな目の縄文地に結節文が巡る土器を本類とする。錮・錮8はいずれも胴部片で，色調は橙

色で，胎土は砂を多量に含み，焼成は良好である。

2類

結節沈線文が主に施された土器を本類とする。

2類と1伸　し第51図　549－552）

2類の土器のうち目線下内面に洗練文が施された土器を本種とする。色調はにぷい赤褐色で，

胎土は細砂，雲母を含み，焼成は不良である。

いずれも波状を呈する目線部片である。5朋・5閑は外傾し，口唇部に爪形文が目線下内面に沈

線文が施されている。また，外面は無文地に断面山形の微隆起線が巡り，その上部に爪形文が施

文されている。5鋸は波頂部が弧状にくぼんでいる。外面は波頂下に注目状の円形浮文が貼り付け

てあ生　円形浮文の上は刺突されている。口唇部の爪形文の端は三角形の沈刻文が施文されてい

る。また，内面の沈線文のコーナー部も三角形状の沈刻文が施文されている。

552は波状を呈した内攣する目線部片で，目線下内面に稜をもつ。外面は無文で，目線下に半

円状の隆帯が3個横位に連結して文様をつくる。この文様の両端に結節洗練が認められる。

2類b種（第51e52図　553－56の）

2業頁のうち内面の口縁下が1．5－3mmほどの幅で肥厚し，段を形成している土器を主に本種とす

る。色調はにぷい橙色で，胎土は砂礫と雲母を多量に含み，焼成は普通である。

553－558は波状を呈する口縁部片で，口唇部に結節洗練が巡り，外面は目線下に洗練が鋸歯状

に，その下には，結節洗練が施文されている。553の波頂部はくぼんでいる。波頂部外面は，山形

ー106－
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に折り曲げた粘土の突帯が貼り付けてある。その下には微隆起線が円形状に貼り付けてある。こ

の徴隆起線の外面には爪形文が施されている。鏑　e閑は，目線部片で，外面は目線下幅5mmほ

どが肥厚し，その下に浅い沈線が巡っており段を形成している。

2類C種（第52図　閑　一関3）

2類のうち，内面に稜をもつ土器を本種とする。色調はにぷい褐色のものが多く，胎土は砂と

雲母を含む。焼成は普通である。

閑は波状を望する日録部片で，口唇部が指庄されている。外面は浅い洗練が斜位に施されて

いる。閑一関翌は目線部片で9　内攣しながら立ち上がっており，563～56505紺ま波状を呈してい

る。外面は無文地に結節文が施されている。鯛は　口唇部が棒状工具で横位に強く押庄されてい

る。外面は爪形状の結節沈線が渦巻状に施文されている。胎土は金雲母を特に多く含む。閑は9

日縁下外面に結節沈線が横位に1条巡っている。以下は，結節沈線による半円文が描かれている。

閑～紺　日録下に隆苦による楕円形文が区画され，その内側に結節沈線が巡っている。鍼　e

閑は楕円形文と楕円形文の結合部に山形の突管が貼り付けてある。鯛～鋼の胎土は細砂を特

に多く含み，苦海がザラザラしている。閑～閑の口唇部は棒状工具で横位に押庄され深めのキ

ザミ目が施されている。口唇部直下内面には，キザミ目の間に刺突が施され，その下に沈線が1

条巡っている。口唇部直下外面には，結節沈線が巡っている。

錮3は胴部片で，ヒダ状の指頭痕が横位に巡っている。胎土は，砂礫と雲母を特に多く含んでい

る。

2類d柿（第52図　574～579）

7群の土器の底部片を本種とする。

椚欄は胴部下端が出張っている。胴部外面は横位に削り調整されている。色調は橙色で，胎土

は細砂を含み，焼成はやや不良である。閑～洞の色調は橙色で，胎土は長石e石英。雲母を多

量に含み，器面がザラザラする。焼成は不良である。閑　e錮霞の底部には，網代痕が認められる。

錮9ほ，やや丸みをもつ小さな平底である。

土製晶（、第52図　580～582）

当遺跡から土器片鐘1鳥　土製円板2点が出土した。5＄のは言呵王台Ia式に比定される。土器

の目線部を使用して製作された土器片錘で，切り込みが上下2カ所に認められる。法義は縦4」

cm，横4．3cm，厚さ0．9cm，重量19gである。

土製円板は，いずれも外面に平行沈線の施文された田戸式に比定される土器の破片を使用して
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製作されたものである。側線は，雑に研磨されている。法量は，581が長径3．6cm，短径3．1cm，厚

さ1．0cm，重量14．5gで，582が長径3．7cm，短径3．2cm，厚さ0．9cm，重量10．5gである。

石器類

石器類は遺構出土も含め石斧4点，石槍1点，石茅族2点，剥片7点，石錘1点，磨石7点が出

土している。剥片の石質はチャート，黒曜石，結晶片岩である。

石斧（第53図1～3）

1は，台地平坦部の　D2i6　区から出土した片刃磨製石斧である。全休が，滑らかに研磨され

ており，刃はかすかな使用痕が認められるが刃こぼれは認められない。法量は縦8．2cm，構4．8cm，
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厚さ2・1cm，重量13や85gで9石質は線泥片岩である。空は，台地突端部のClg7区から出土した片刃

磨製石斧である。基部の一部が欠損している。全体が，滑らかに研磨されており，刃こぼれが認

められる。法量は縦5．7cm，横4．3cm　厚さ。待m　重義51gで9　石質は砂岩である。

3ほ，第10号土坑から出土した打製石斧で，扁平な石の片側を打ち欠いて刃をつけたものであ

る。法巌は縦8．6。m，横5．鉦・m9　厚さ主5cm，重量76gで，石質は流紋岩である。

石槍（第53図　5）

5ほ9　Clg7区から出土した石槍で，基部が欠接している。刃先はやや曲がっている。法巌は

縦6潮m，横2．4。m，厚さ0．8cm，重量15gで，石質は安山岩である。

石綿（第53図　時

航まラ　E2且2区から出土した無頚石錐である。先端が欠接している。法量は，縦21．5mm，横16。6

mm，厚さ3．3mm，重量1gで9　石質は，黒曜石である。

竃錘（第53図　6）

鍔は第21号土坑から出土した石鐘で分銅形をしており，扁平な河原石の長辺の両側を打ち欠い

て製作されている。法量は縦7．7。m，横4．雛m　厚さLhm　違憲34．5gで，石質は粘板岩である。

磨竃（第53図　日

磨石は7点出土しているが普　図示した晋のほかは破片である。

晋はD2a7区から出土し　全面が滑らかになっている。法量は縦8．2cm，横私6clm，厚さ2．9C・m普

重量243gで，石質は砂岩である。

礫（PL34）

礫は4，228点出土し総重量は315転である。礫の出土分布は，束台地突端部から南西斜面部の標

高15～16．5mに集中している。縄文早期土器と同様に赤味の強い黄褐色の土層から多く出土して

いる。

礫は河原石で総数の66％にあたる2，978点が割れてお生割れ目は鋭く尖っている。礫は赤味の

強いものや白っぽく風化したようなものが多く，多くの礫は火を受けたものと思われる。大きさ

ほ長径6C憫ほどのものが多く，石質は砂岩，流紋岩，チャ…上　石英斑岩，凝灰岩，安山岩など

て斗）る．
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表6　拓影図掲載土器片出土小調査区名一覧表（A一遺物番号，B一出土小調査区名）

A B A B A B A B A B A B A B A B A B A B

84 C 2 h 4 85 C lg 9 86 C li 9 日　 8 7 D lj 9 88 D 2 b l 89 D 2a i 90 D 2a 7－ 9 1 C le 7 92 D lb 7 93 C l g 9

94 D 2 a l 95 D 2 a l 96 C 2i l 9 7 D 2a l 98 C li 9 99 C lj 8 10 0 D la o 10 1 C le 7 102 D la 7 103 C lj 8

104 D ユb 7 105 C l j o 106 D la o 10 7 C lg 9 108 C lg 8 ！ 109 D 2b 6 110 C lg 7 11 1 C l g 7 112 C lg 6 113 D la 8

114 D la 9 i l15 C l g 8 116 D 2a l 117 D 2 d 4 118 D 2c l 119 C 2h 6 120 C lfq 121 C lg 7 122 D 2C 3 123 C 2C 4

124 C 2 f 4 125 D 2b 2 126 D 2C 4 127 D 2 e l 128 D 2e 3 129 C lj 6 130 C lg 9 131 C li 7 132 C li 6 133 C 2f 5

134 C 2a 4 135 C lj 9 136 C le 9 137 C lf 6 138 D la 9 139 D Ic 9 140 D ld 8 141 C 2f l 14 2 C lf 7 143 D Ic 9

i 144
D Ic 9 145 D la o 14 6

；
D 2b 5 147 D 2 b 6 148 D 2 g 5 149 C 2f 3 150 C lj 6 151 C 2 15 2 C Ic o 153 D 2b 7

154 C li 7 155 D ld 9 15 6 D 2e l 157 D 2e 2 158 D le 9 159 C 2 f 2 160 D 2 d 3 161 D le 8 16 2 D ld 9 163 D 2C 4

164 D lb 5 165 D Ic 9 16 6 D lb 5 i 167 D 2f 3 168 C 2d l 169 C Ic o 170 C l g 6 171 D lb 9 172 D l 173 C 2i 2

174 衷 採 175 C li 9 176 C 2h 5 177
表 融

178 D lf 9 179 D lg o 180 D l b 8 18 1 表 採 182 D ld 8 18 3 C 2 g 2

18 4 D le 9 18 5 D 2 e 3 186 D lb 7
1187 上表採
l

188 D 2C 8 189 D 2 a o 190 C lj o 19 1 C lf 8 192 C ld 8 19 3 C 3 h 2

194 C 2g 2 19 5 C 2 i l 196 D lh 8 ∫ 197 D lg 9 198 D lb 9 199 D lg o 200 D lb 7 20 1 C 2 j 7 202 D 2b l 20 3 D la 8

204 D lj 9 20 5 D 2 e 4 206 D 2 b l 207 C li 9 20 8 D la 7 209
i
D le 9 210 D 2g l 2 11 D 2 f 3 212 D 2d 3 2 13 D lb 7

2 14 ーn 2 h l 2 15 D 2 a l 216
il

C lg 6 217
i

表採 2 18 C 2b 5 2 19 C 2 f l 220
l

D lj 9 i 22 1 D 2 d 2 222 －C lg o 22 3
I
i D la 8

224 C li 9 22 5 C li 7 226 C li 9 227 D le 9 22 8 D lb 7 229 D ld 8 230 D lj 9 23 1 D 2 b l 232 C 2i l 233 C 2 i i

234 D 2 e 4 235 C 2 f 3 236 D le 8 237 C 2i l 23 8 C 2 e l 239 C l g 9 240 C lg 7 24 1 D la o 242 D 2a l 243 D lb o

244 C li 7 245 C l i 6 F‘ 246 D Ic 7 24 7 C 2 i l 248 D Ic 7 249 D la 7 250 D 2b 2 25 1 D la 7 252 D 2C 4 253 D 2g 5

254 C 2 h l 255 C ld 9 256 D 2j o 25 7 C lh 6 258 D le 9 259 C li 9 260 C li 9 26 1 C lj 8 262 C li 8 263 D 2b 3

264 C l g 6 265 C l g 7 266 C lg 6 267 C lh 6 268 C lg o 269 C lf 8 2 70 D 2 e 3 27 1 D 2e 8 272 C 2h 5 273 D 2f 3

274 C ユg 9 275 D ユC 7 276 C le 8 277 D 2 b l 278 D 2a 8 i 279 D 2b 4 28 0 D Ic 9
i

28 1 C 2f 2 28 2 D 2c l 283
！

C 2f 3

284 D Ic 9 285 D 2e l 286 D 2d l 287 D la o 288 C 2 h 6 289 D 2c l 29 0 D 2 b 5 291 C lg 7 29 2 D le 9 293 C lf 9

294 D lf o 295 C li 7 29 6 C 2f 4 297 C Ic 9 298 C 2h l 299 C lg o 300 D lf 7 301 C lj 8 30 2 C lf 8 303 D Ic 9

304 C Ic 9 30 5 C 2i 2 30 6 C 2f 4 307 C l f 5 308 C lg 7 309 C lg 7 3 10 表 採 311 衷 採 3 12 C lf 7 313 C lf 6

314 C lg 9 3 15 C lg 6 3 16 C lg 6 317 C lf 7 318 C lf 8 319 C ld o 320 C 2 g 6 321 D la 9 32 2 表 採 323 D l f 9

324 C 2e 4 3 25 C 2h 5 32 6 C lg o 327 D 2f 2 328 C 2h l 3 29 D lb o 330 D ld 9 331 C lf 7 332 D 2 c l 333 表 採

334 D lb 7 3 35 C lj 7 336 D 2f l 337 C li 9 338 D l 3 39 D ld 9 340 D la 6 34 1 D l 342 D 2 b ユ 34 3 S K 34

34 4 S K 4 4 34 5 D 2 g 5 346 D 2g 5 347 D 2g 5 348 D 2C 2 34 9 E 2 b 9 350 D 2f o 35 1 D 2j 8 352 D 2C 9 3 53 D 2 b 3

354 D 2 h 2 35 5 D 2 a 7 356 D 2 j 5 357 D 2j 5 3 58 E 2a 5 35 9 D Ic 8 360 D Ic 8 36 1 D Ic o 362 D ld o 36 3 C Ic o

364 D lf o 36 5 D le 7 366 D ld 9 367 D ld 8 3 68 D Ic o 369 D 2 e l 370 D lf 7 37 1 D Ic 9 372 D ld 9 37 3 D le 7

374 D ld o 375 D lb 9 376 D le 7 377 jD ld o 3 78 D 2g 5 379 D l、C 8 380 D 2a 9 38 1 D 2 h 4 382 C Ic o 38 3 D ld 8

384 D ld 8 385 D I c 9 386 衷 採 i 387 ！

r
D Ic o 38 8 D Ic 8 389 D ld 8 390 D Ic 8 39 1 D ld 8 392 D ld 8 39 3 D Ic 7

394 C lj 9 395 D 2C 4 396 D 2d 2
397 1D 2f 2

39 8 D 2C 2 399 D 2 f 5 4 00 D 2f 4 40 1 D 2 e l 402 D ld 9 40 3 D 2d 9

404 D 2 h 2 405 D 2 g 2 406 D 2c l
40 7 序 2 b l 408 D Ic o 409 D lh 9 4 10 D ld o 4 11 D 2 f 4 412 D 2C 2 4 13 D lb 8

414 D l g 7 415 D ld 9 416 D 2c l
4 可 D 2 d 2

4 18 D lf 9 419 D 2f 7 4 20 D lb o 42 1 D Ic 9 422 D 2h 4 423 D 2c l

424 D 2 f 3 4 25 D li 8 4 26 D 2e 2
4 27 iD 2 d l

428 D 2 g 3 429 D 2e l 4 30 C Ic o 43 1 D 2e 5 432 D lf 9 433 D lh o

434 D ld o 4 35 D 2g 5 4 36 D lb 7
43 7 ［D 2 c l

438 D 2 C 2 439 D 2g 5 44 0 D 2 f 3 44 1 D 2c l 44 2 D 2b 5 443 D 2g 4

444 D lf 9 4 45 D 2f 3 4 46 C lg 6
447 序 2 j 5 ！

448 D ld 9 4 49 D ld 9 4 50 D Ic 8 451 D Ic 8 4 52 D 2a 8 453 D 3g 2

454 D 3b l 4 55 C 2 io 4 56 E 2a 8
457 i c 3 i 3 458 D la 8 4 59 E 2d 7 4 60 D 3 g l 461 D 2b 9 46 2 D 3g 2 463 D 3d 3

464 D 3f 2 4 65 D la o 46 6 E 2a 8 467　 E 2a 8 468 E 2a 8 4 69 D 3e l 4 70 D 3 h 3 471 E 2a 7 47 2 E 2 d 8 473 E 3c l

4 74 E 3b l 47 5 D 2f 5 47 6 E 3c l 477　 E 3a l 478 E 3b l 4 79 D 3i 3 48 0 D lb 7 481 C lf 9 48 2 D 3 d 2 4 83 C lf 9

48 4 D 3C 3 48 5 D 2c l・ 48 6 D 3 487　 表 採 4 88 表 採 4 89 E 2d 7 ！ 490 E 3 b l 491 表 採 49 2 C 2 b 8 4 93 E 2a 7

494 D ld o 49 5 C lf 9 496 D 3h 3 497　 E 2C 8 4 98 表 採 4 99 D la 8 500 E 2a 5 50 1 E 2a 5 502 B 3 f l 503 C lg 8

504 B 3C 7 50 5 C 2b 8 50 6 D 3g 2
507 i c 2i 3

508 D 3j 2 50 9 E 2b 7 5 10 D 3b 2 511 D 3b l 5 12 D 3 c l 513 D 3e l

5 14 D 2e l 5 15 B 3 g l 5 16 C 2 g l
5可 D la o 518 C lj o 5 19 D lL，8 520 C li 9 521 D la o 522 D la 9 523 D la o

524 D la 8 525 D la 9 526 D la o
527 iE 2b 8

5 28 C le 9
i 52 9 表 採 530 E 2a 5 531 E 2a 5 532 E 2 b 5 5 33

E 2 a 5 ！

534 E 2 a 5 535 D 2 a 4 536 D 3 f 3
537 序 3C 2 5 38 表採 539 D 3 C 2 540 D lb 7 54 1 D 2e 2 542 D 2 f 3 54 3 B 3 g 2 ！

544 C li o 545 D ld o 546 C Ic o
547 極 採

54 8 D 2a 7 549 D 2 C 4 550 D ld 8
！ 55 1

C 2 j l 552 D 2d l 55 3
D l i

5墾 C 2 j 5 555 D 2 C 3 556 D 2 f 4
557 斥 2i l

55 8 表採 559 D 2 f 3 560 D 2C 4 56 1 D 2 d 4 562 D 2d 4 56 3
B 2 ！

564 C 2 e 5 565 D 2C 6 566 表採
567 序 2 b 3 56 8 C Ic o 569 D 2 b 5 570 D 2a 3 57 1 D 2 b 3 572 D 2C 4 57 3

D 2 a 5 i

i
574 D 2 b 3 575 D le o 576 D 2b 6

5可 D 2 e 3
578 C 2e 4 579 D 2e 4 580 D ld o 58 1 C li 8 582

C lj 7 ！
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表7　集石された礫の数量
集石 名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 1

礫　　 の　　 数 7 16 24 14 4 1 19 13 27 6 11

割　 れ　 た　 数 6 9 12 6 27 15 12
l
2 1 3 9

割れ た礫の割 岸の
86 56 5 0 43 66 79 9 2 78 50 8 2
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第4節　まとめ

当遺跡からほ，縄文時代早期の集石15基，炉穴6基，土坑65基が検出され，遺構外から多量の

縄文土器と焼けた礫が出土した。ここでは言豊構の時期および性格言責構外出土遺物の分布状況

などを中心にまとめることにする。

1　集石について

当遺跡から検出された15基の集石は，地面に集石された集石A，集石の下に土坑の掘り込まれ

ていた集石Bに分類すると，集石Aが10基，集石Bが5基である。

集石A…‥・第1・2・3・4・5・6・7・8・9・11号集石

集石B……第10・12・13e14つ5号集石

（1）集右Aの特徴

ア　集石は，現地表下40〔Ⅶほどから下で10～20clmの厚さに堆積する赤味の強い褐色土層の中に構

築されていて，集石およびその周辺の地面に焼けた痕跡が認められなかった。

イ　礫は平らな面に，大部分は重なりのない状態で集石されている。

り　集石の平面形は，不定形が多く，意図的な形は認められなかった。規模は第54図のとおりで，

集石された礫の数が多くなるほど大きくなっている。

エ　集石された礫の数は，表7の通りで，1集石からは平均18個と少ない。

オ　礫の大きさは，割れた小片から長径10cmまでで，一定していなく，もとは河原石と思われる。

カ　礫は次のような熱を受けた痕跡がある。

○　割れた礫の割合は平均67％と多く，割れ目は鋭く尖っている。（このような礫は強く加熱

した後，急に冷した時にできると思われる。）

○　礫は割れてなくても，割れ目のはいったものがある。

○　割れた礫も，割れない礫も礫の表面の色調は灰褐色，赤褐色と焼けた時にできる色が多い。

キ　礫の表面には煤などの付着物が認められなかった。

ク　集石の構築された赤味の強い褐色土層からほ，集石と同様な礫が盛土しており，礫の量は遺

跡全体で4，228点，総重量で315kgある。

ケ　集石は，第1号集石を除き，南西斜面に分布しており，炉穴に近接しているという傾向は強

くないが，集石を除く礫の分布と炉穴の分布は一致している。（第55・59図）

（2）集石Bの特徴
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掘り込みは明確でないが，覆土上層に集石されているようにとらえられたので一応土坑上面の

集石とした。集石の規模や形状は集石Aと同様である。

（3）集石と出土遺物

集石の性格として一般的に，ア　蒸し焼き調理施乱　イ　バーベキューストーン調理施設（加

熱された石の上で食物を焼く），り　食物加工の場などが考えられている。しかし，当遺跡の集石

は，集石された礫の数が少ないこと，石器などの食物を加工する道具が出土していないこと，礫

に炭化物などが付着していないことなどから，利用方法は不明とせざるを得ない。ただ，集石さ

れた礫が焼けて，割れていたことは事実である。

集石に土器がまじっていたのは，第5e7。8elOe12e13。14e15号集石の8基である。第

5号集石からは洗練文系の土器，第7e8号集石からほ条痕文系の土器が出土している。第10号

集石からは洗練文系の土器と条痕文系の土器がまじって出土している。第12号集石からは，条痕

文系の土器を主体に，撚糸文系の土器と無文土器がまじって出土している。第13号集石からは，

洗練文系の土器を主体に撚糸文系の土器がまじって出土している。第14号集石からほ，洗練文系

の土器を主体に無文土器がまじって出土している。第15号集石からほ，洗練文系の土器のみが出

土している。

集石の中で，土器の出土状況から時期を明確

にできたのは第15号集石で，縄文時代早期中葉

の洗練文系の土器の時期と思われる。土器を出

土した他の集石は，遺構外出土の土器分布をみ

ると，洗練文系の土器と条痕文系の土器の出土

分布が重なった地点であり，出土した土器が集

石に伴っているかどうか明確に断定できなかっ

たが，縄文時代早期中葉の洗練文系の土器の時

期あるいは同期後葉の条痕文系の土器の時期に

間違いないと思われる。

2　炉穴について

当遺跡で検出された炉穴は6基で，そのうち

不明瞭であった第6号炉穴を除く，5基の炉穴

について検討することにする。

（1）炉穴の位置と構造

炉穴は台地突端部から南西斜面の標高15m前

L＿＿＿＿　；　　一一一一」

第55回　奥山C遺跡集石・炉穴位置図
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後に位置している。第1・2号炉穴は，Cl区の台地突端部の北西側斜面にまとまっており，これ

らをAグループとし，第3　e4・5号炉穴は，Dl区の南西斜面にまとまっており，これらをB

グループとする。

炉穴の平面形は，楕円形または不定形を里し，壁高は45cmほどである。規模は，第1e2号炉

穴が長径1．7m以下と小さく，第3・4・5号炉穴が長径3．37m以上で大きい。炉の数は，第3号炉

穴に3軋　第4号炉穴に2基設けられている他は，いずれも1基である。炉の位置は，第4号炉

穴の炉Bが底面中央に設けられている他は，壁ぎわに設けられており，炉床から足場にかけてや

や傾斜している。第3号炉穴では，炉が北西壁ぎわと北東壁ぎわ，南東壁ぎわに各1基ずつ設け

られていたが，これは，使用していて炉穴が使用にたえられなくなると次々と同一足場を利用し

て炉の位置を変えたためと思われる。

足場は炉床よりも低くなっており，炉床より広い面積を有している。煙道は，炉床の壁側に設

けられていたと考えられ，第2号炉穴の煙道部と思われる壁は，外反して立ち上がり，上位で内

攣していた。

（2）炉穴の時期と集落

Aグループの第1号炉穴は，炉床部から内e外面無文の条痕文系土器が出土しているが，土器

型式が不明で，時期を限定できなかった。第1号炉穴の南9mに位置する第2号炉穴からほ，土

器の出土はないが，炉穴の形状，位置などから判断すると，第1号炉穴と同一時期と思われる。

Bグループの第3．4e5号炉穴は，炉穴内から多義の鵜ヶ島台式土器が出土していることと，

炉穴の形状，規模などに類似点があることから，時期はいずれも鵜ヶ島台期と思われる。Aグル

ープの炉穴との新旧関係は不明である　5

が，時期差があるものと思われる。鵜

ヶ島台期の住居跡は検出されなかった　再

が，第3・4e5号炉穴の北側の遺構

外からは，鵜ヶ島台式土器を主とする　3

条痕文系土器が集中して出土し，また，

焼けた礫も多く出土しており，第30　2

4・5号炉穴を中心に一単位の集落が

形成されていたものと思われる。

（3）奥山下根遺跡との関係

当遺跡の南東1．2kmの同一台地上に位
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置する奥山下鴨遺跡では，炉穴が19基検出され，このうち独立した炉穴は9基で残る10基は2か

所の炉穴群として検出された。当遺跡と奥山下鴨遺跡を比較すると，次のような類似点と相異点

がみとめられた。

○　炉穴はどちらの遺跡とも台地突端部の傾斜地に多く分布し，数基からなるグループを形成し

ている。

○　平面形は，炉が1つの炉穴の場合ほぼ楕円形を呈している。当遺跡では炉穴内に炉が複数設

けられたのが2基検出されたが，奥山下校遺跡でも1基検出され，炉穴の重複した炉穴群が2

か所検出されている。

○　規模は，第56図のように，当遺跡のグループの炉穴は，奥山下根遺跡で検出された独立の炉穴

と同様である。

○　炉床の位置は両遺跡とも長径方向の一端に片寄るものと，中央部に存在するものとがある。

○　炉穴の長径方向は，奥山下鴨遺跡では等高線に直交しているが，当遺跡では5基のうち2基

が，等高線に直交し，3基が平行している。

○　当遺跡Bグループの炉穴出土遺物は，奥山下根遺跡炉穴出土遺物と同型式の鵜ヶ島台式で，

土器型式上多くの類似点が認められるが，奥山下鴨遺跡では当遺跡出土の文様に微隆起線文を

施した土器が認められないので，当遺跡の方がやや古い要素を多くもっている。
土器片数

奥山C遺跡と奥山下鴨遺跡の炉穴の規摸e形状は　2品

類似しているが，出土遺物は当遺跡の方がやや古い

と思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　1500

3　遺構外出土土器の出土分布について　　　　　1000

遺構外からは4，670点の縄文土器片と4，228点の礫

が出土している。ここでは遺構外出土の土器片に焦　500

点をあてて記してみたい。

当遺跡の遺構外から出土した土器片を，第3節4

で分類した土器群ごとに出土量を表したのが第57図

である。3群と4群の土器すなわち，縄文時代早期

中葉洗練文系の土器と同早期後東条痕文系の土器が

群を抜いて多量に出土している。沈線文系の土器は，

0

群　群　示　簑　宗．蒜　蒜
の　　の　　の　　の　　の　　の　　の

土　　土　　土　　土　　土　　土　　土
器　　器　器　　器　　器　器　器

第57図　奥山C遺跡時期別土器片数

三戸式，田戸下層式，田戸上層式に分類さ

れるが，土器型式を明らかにできるものは三戸式に多く，尖底部の数でも庄倒的に三戸式のもの

が多く出土している。条痕文系の土器は，野島式，鵜ヶ島台式，茅山下層式に分類されたが，前

述のように鵜ヶ島台式が主流を占めている。
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第58図　奥山C追跡遺構外出土土券分布図
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7．中期前葉の土器の出土分布

第59図　奥山C遺跡遺構外出土土器・礫分布図

0　　　　　　　50m

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

分類した土器の出土量を出土調査区ごとに表わしたのが，第58図1－4，第59図5である。撚糸

文系の土器は，台地突端部西側のCl・Dl区の標高15－16．5mの地点に分布している。無文土器

は，台地突端部西側のCl区の標高15－16．5mの地点に分布している。洗練文系の土器は，Cle

C2。Dl・D2区の標高15～17mの地点に分布し，特にCl eDl区の台地突端部西側斜面に集中

している。条痕文系の土器は，Dl・D2区の標高15－17mの地点に分布し，特に台地の南西側縁辺

部に集中している。前期前菜の土器は，Cl eD2eD3・E2eE3区に分布し，特に遺跡南側の

台地の平坦部に集中している。前期後葉と中期前葉の土器は，D2区を中心に台地の平坦部に分布

している。これらのことから，生活の中心地は時期が下るごとに台地突端部の斜面から平坦部へ

移動していったことが窺える。

当遺跡は，縄文時代早期前葉井草期から同中期前葉阿王台Ib期までの断続的な生活の舞台で

あり，特に，盛期は早期中葉三戸期と早期後葉鵜ヶ島台期であった。三戸期には，台地突端部の

西側斜面を中心に生活していたと思われるが，第15号集石の他に遺構は確認できなかった。集

石と大壷の礫は，三戸期の可能性が強く，赤味の強い褐色上層はこの時期の生活面であったと思

われる。鵜ヶ島台期は，遺構として炉穴が検出されており，第3　e4・5号炉穴の位置する台地

の南西斜面を中心に生活していたものと思われる。
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第五節　遺跡の概要

西原遺跡は，関東鉄道常総線小絹駅の北西2．1kmに位置し，鬼怒川右岸の標高20mほどの平坦な

台地の南西側縁辺部に所在する。調査区城は南北約150m e東西約100mで，南側は谷津に向かっ

て南西側へ傾斜し，北側は北西40mほどの所に谷津が入り込んでいる。調査の結果，当遺跡から
ろけっ　　たてあな　　　　　　どこう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おにたか

炉穴1基，竪穴住居跡15軋　土坑6基，井戸1基，溝3条が検出され，古墳時代鬼高期を中心と

する集落跡であることが判明した。

縄文時代の遺構は，調査区城の北端に検出された野島期の炉穴1基だけであるが9　調査区城の
のじま　　　　　　くろはま

東側一帯の遺構確認面からは縄文時代早期野島式，同前期窯浜式，同前期複葉の土器片，および
ませいせきふ　いしやり　すりいし　れき

磨製石斧，石棺，磨石，礫などが出土している。

古墳時代の遺構は，5世紀末頃の竪穴住居跡15軒e土坑4基が検出された。住居跡は，調査区

城の北東部を除く全域に，散在している。住居跡の形状は方形が3軒，長方形が12軒と長方形が

主流を占めている。規模は，1辺あるいは長軸が10m程の大形が2軋　同7m前後の中形が7軒，

同5m以内のものが6軒で，最大規模の住居跡は長軸9．48me短軸9．30mの第1号住居跡で，最

小規模の住居跡は長軸2．85m。短軸2．20mの第15号住居跡である。15軒の住居跡は，出土遺物か

らほぼ同時期に生活の行われた集落と思われる。
はじき　かめ　　　こしき　　　つば　　　たんけい／瑚ぎ　　　っき　　　　てずく

住居跡に伴う遺物は，土師器の無形土器増瓦形土器・壷形土器。短頸壷形土器・棒形土器e手捏
どたま　すえき　　　たかつきはそう　　　　　　まがたま　うすだまそうこうえんばんぼうすいしゃ　といし

ね土器・土玉，須恵器の杯e高林磯，石製模造品の勾玉・臼玉。双孔円板。紡錘車，砥石，炭化
いずみ　　おにたか

物としてトチ・クルミ・ヒシなどの木の実が出土している。土師器は和泉式と鬼高式の様相を合

わせもつものである。

4基の土坑は，住居跡と同時期のもので第1号住居跡と第2号住居跡の西側にまばらに配置さ

れている。土坑は直径1．5m前後，深さは30cm前後で円筒形である。

その他，土坑2基，井戸1基，溝3条が検出されているが，これらの遺構の時期は不明である。
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第2節　調査経過

西原遺跡は，昭和59年5月1日に調査を開始したが，奥山C遺跡の調査のため，7月6日から

9月10日まで調査を中断した。9月11日に調査を再開し，昭和60年1月11日に調査を完了した。

5月　　　調査区城の山林の伐閏と言則量杭打ちを実施した。

6月　　11日から小調査区設定のためグリッド杭打ちを開始し，14日に終了した。19日，調査

面積の16分の1に当たるグリッドの表土を除去して遺構の有無を確認するため，調査区

城の北側からグリッド発掘を開始した。28勘16分の1のグリッド発掘を終了し，その

結果，古墳時代の住屠跡と思われる落ち込みをC3a5・C3h3　eE3h7　eF3f3区で

検出した。調査区全域からは少量の土師器片が，特に東側の調査区からは，少量の縄文

土器片および礫も出土した。29日から，グリッド発掘を調査面積の8分の1まで広げ，

7月5日に終了した。この結果，古墳時代の住居跡と思われる落ち込みが，新たに，C

2j7・Dlh5・D2j7eD3h5eE2j7・F3dl区で検出され，古墳時代の遺構が調査

区城の全域に所在することを確認した。また，縄文時代早期から前期にかけての土器片

および礫が調査区城の東側に出土しており，縄文時代の遺構の存在することが想定され

た。グリッド発掘の結果，当遺跡から住屠跡や土坑と思われる落ち込みが10数か所検出

され，この他にも多くの遺構や遺物の存在が予想されたので調査区城の全面を表土除去

して調査を進めることにした。その後，7・8月の約2か月間，当遺跡の調査を一時中

断し奥山C遺跡の調査を進めた。

9・10月　9月11日，表土除去はバックホウを使用し，調査区城の北側から開始し，10月9日に

終了した。表土除去に続いて遺構検出の作業を進め，10月30日に終了した。この作業の

結果，遺構と思われる落ち込みほ，住屠跡14軋　土坑19基言責3条，縄文時代早期土器

片を伴う落ち込み2か所であった。10月31日，各遺構の落ち込みに，北から南へ順に遺

構番号を付し，住居跡から調査を開始することにし，第1・3号住居跡の掘り込みを開

始した。

11月上旬　第1－6号住居跡の調査を進め，第3号住居跡の調査が終了した。第1号住居跡は，

大形で掘り込みが浅く不明瞭なため床面検出作業に時間を要した。

11月中旬　第1e　2・4～9号住居跡の調査を進め，第1・4・5号住居跡の調査を終了した。

第7号住居跡の南東部に重複していた第1号土坑を調査し，終了した。

11月下旬　第2・6－11号住居跡の調査を進め，第2・6e　7e　8号住居跡の調査が終了した。

第2号住居跡の調査は，南コーナー部付近に検出された周堤の調査などのため長期にわ

たった。
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第60回　西原適跡全体図
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12月上旬　第9・10～14号性別亦の調査を進め，第10号住剛亦の調査を終了した。第12号住剛亦

は上を道路が適っていたためか，覆土が硬く締っていて掘り込みに多くの時間を要した。

縄文早期土器片を伴う落ち込みを掘り込んでみたが，床面および壁が検出できず，遺構

とは思われなかったので遺構名を削除した。

12月中旬　第1ト15号住居跡の調査を進め，第11e12号住居跡の調査を終了した。第13号住剛亦

は確認面から30cmほど掘り下げた段階では遺物の出土がほとんどなく，住居跡かどうか

疑問視されたが，2e3区を確認面から38cm掘り下げたところ，炭化物や焼土が検出さ

守L佳捌亦であることが判明した014日から土坑の調査を調査区城の北側から開始，第11

e12・14～16号土坑の調査を進めた。

12月下旬　第13e14号住捌亦の調査を進め終了した。第2～7e9－16号土坑の調査を進め，第

14号土坑の調査を終了した。第2e7elO～13e15弓6号土坑は，調査の結果，遺構と

は認められなかったので，遺構番号を欠番とした。また，第9号土坑は，井戸であるこ

とが判明したので，遺構番号を第1号井戸と変更した。第3号溝の調査を進め終了した。

1月初句　第3－6・8・17－19号土坑　第1e2号乳　第1号井戸の調査を進め，第3～6号

土坑　第1号軋　第1号井戸の調査を終了した。第19号土坑は住居跡，第8号土坑は炉

穴と判明し，遺構番号をそれぞれ第15号住居帆　第1号炉穴と変更した。また，第17e

18号土坑は，調査の結乳　遺構とは認められなかったので遺構番号を欠番とした。第1

号炉穴の調査を終了した。

1月中旬11勘　第15号住剛亦，第1号炉穴の調査を終了し，当遺跡の調査を完了した。なお，

2月14日，埼玉県県史編さん室係長増田逸郎氏を招き，西原遺跡の性格解明のための淡内

研修会を開催した。

西原遺跡の調査終了以後は，奥山C遺跡の調査を進めた。
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第3節　縄文時代の遺構と遺物

且　炉穴

第1号炉究（第61図）

本跡は，調査区城の北東端にあたるC4d4区を中心に確認された炉穴である。平面形は，長径

1．6m・短径1．3mの楕円形を里し，長径方向はN－700－Eを指している。壁は軟かく，外傾して

立ち上が生　壁高は24cmほどである。底面は中央部の径10cmの範囲が赤色に硬く焼けているが他

は軟らかで撹乱を受けている。覆土は単一層で，焼土粒子を多量に含む褐色土であ生　一部撹乱

されている。

遺物は縄文土器片104点，石斧片1点，礫9点が西側の覆土の中位から集中して出土している。

第1号炉穴出土遺物

縄文土器（第61図1－10）

縄文土器はすべて破片で出土し，復元することはできなかった。土器片は内。外面に条痕文を主

に施文するものと，条痕文以外に断面三角形の微隆起線文を貼り付けて文様帯を区画し，その中

に洗練文または条痕文を施すものとに大別できる。色調は内e外面ともに橙色で，断面部が黒褐色

のものが多い。胎土は繊維と細砂を含み，焼成は普通のものが多い。

瑠～5は口緑部片で，内e外面に条痕文が施文されている。1の口唇部には細い棒状工具による

押庄文，空の口唇部には指による押圧が認められる。3の口唇部は内そぎ的に整形されている。

超と5は波状目線で，机ま端部が尖り，5は端部が肥厚している。6は，内e外面に条痕文を施し

た胴部片である。首は目線部片で，口唇部が平らである。外面は微隆起線文が施され，その中に

洗練文が施されておr），内面は縦位の条痕文が施されている。宙は口綾部近くの土器片で，外面

に微隆起線を区画し，その中に彫りの深い条痕文が施されている。内面にも外面同様の条痕文が

斜位に施されている。焼成は良好である。9は胴部片で，外面に条痕文と微隆起線文，内面に条

痕文が施文されている。相は小片で部位が不明である。中央に微隆起線による曲線文が描かれ，

これを中心に沈線による曲線文が同心円的に施文されている。

石斧

石斧は，刃部のみ現存する打製石斧である。刃は自然礫の片側を打ち欠いて作られたものであ
せんりょく

る。現存する法墓は長さ7．1cm，幅5．4cm，厚さ3．3cm，重義141．5gである。石質は閃緑岩である。
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2　遺構外出並の遺物

遺構確認作業などの過程で縄文時代の遺物として9　兆文土器片1，328鳥土器片鐘「鳥　石器類

6点，礫380点が出土している。

縄文土器

縄文土器は，早期から中期までのものが出土しているが亨　出土量は早期が1，296鳥前期が30鳥

中期が2点と庄倒的に早期の土器片が多い。早期の土器はほとんど条痕文系の土器で9　ほぼ同時

期のものと思われる。

条痕文系の土器は，遺跡の北東部にあたるB3区。C3区東部eC4区と遺跡の南東部にあたるE

3区に分布している。縄文土器は破片で出土し9　器形を窺えるものは出土していない。出土した

縄文土器を時期と文様などの特徴から9　次のように分類した。

1群の土器

縄文時代早期と思われる土器を本群とする。

1類a持　し第61・62図11～28．）

胎土に繊維を含み9　外面は断面三角形の微隆起線で区画され，その区画内が沈線文または条痕

文の施された土器を本類とし学　その中で口唇部にキザ三日の施されたものを本種とする。内面に

は条痕文が施され9色調は内e外面とも橙色で予　断商都は黒褐色のものが多い。胎土は繊維の他に

砂を含み，焼成は良好である。

醐～鋼は，口唇部にキザミ昌を有する目線部片であ生　頂　も臓e摘・臓は　波状を呈している。

紺の外面は，波頂部から出た微隆起線が左右に分かれ目緑にそって巡畑　目線　徴隆起線の間は

無文である。その下は条痕文地に洗練が斜位に施文されている。臓は，無文地に微隆起線による

三角形区画文が描かれ，その区画内に太めの洗練文が斜位に施されている。臓は9　波頂部から微

隆起線が垂下し，垂下した微隆起線の中間から微隆起線が目線に向け2本延びて区画文を形成し

ている。上から2つ目までの区画内には洗練文が斜位に，3つ昌の区画内には条痕文が施されて

いる。銅は波状日録で，波頂部から垂下する微隆起線上にはキザミ目が施されている。鍼～鍼は

胴部片で，鍼の微隆起線上にはへラ状工具による断面V字状のキザミ目が施されている。鍼の微

隆起線文の区画内には，沈線による曲線文が描かれている。銅の徴隆起線文の区画内には洗練や

徴隆起線が施され，それぞれの線上に細いキザミ目が施されている。鍼の沈線は，器厚が薄い割に

深く施文されている。

1類b種（第62図　錮）

微隆起線で区画された区画内に言放隆起線を施文した土器を本種とする。
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鏑は色調が橙色の胴部片で普　胎土は繊維の他に纏砂を含み，焼成は良好である。

1類C種（第62図　3の～3射

a種に類似しているが外面の文様帯に断面四角形の隆菅を貼り付けたもの，円形竹管文が施文

された土器を本種とする。内面に条痕文が明瞭に残る土器は少ない。色調は内の外面が橙色で管

胎土は細砂を多義に含む。繊維を含むが1顆に比べその量は少量である。焼成は普通である。

鍼は9　内攣する日録部片である。外面は幅の広い浅い沈線で区画され，その区画内に沈線文と

円形竹管文が施されている。口唇部には撃　沈線文を施す時に使用した工具によるキザミ目が施さ

れている。錮～鍼は胴部片で円形竹管による押庄文が施されている。

1類d穫（第62図　鍼～鍼）

洗練文の間に刺突文が施された土器を本種とする。

鍼は胴部片で9　隆帯の上にキザミ目が施鳶れている。外面は半裁竹管による刺突文が学　縦位に

沈線文状に施文されている。胎土は繊維を多量に含む。35836は胴部片で，太い竹管や細い竹管

で洗練の曲線文や刺突文が施文されている。内面には条痕文がほとんど認められず，胎土に繊維

もほとんど含まれていない。

2類a種（第6図　錮～嫡）

胎土に繊維を含み学内e外面に条痕文のみが施文された土器を本類とし9　日唇部にキザミ目の施

されたものを本種とする。色調は内や外面とも橙色または灰褐色で，断面部が黒褐色のものが多

い。胎土には繊維のほかに細砂を多量に含む。

錮～鵬は日録部片で9　38は波状を呈するものと思われる。キザミ昌は，斜位に刺突して施文さ

れたものが大部分であるが，萄3ほ横位に刺突して施文されている。錮・鏑。綱のキザミ目は工具

を水平方向に刺突し，鍼e鋸は斜め下方に刺突しており9　おのおの浅めと深めのものとがある。

施文具は丸棒が大部分であるが，38は角棒を，抽まキザミ目が断面V字状となっており，へラ状

工具と思われる。目線部の形状は那「㍉錮巨4相がやや外反し，その他はやや外傾している。目線端

部の形状は争　銅のように先細りで丸まったもの，鋸のように先端が平らな　の予　報のように内そ

ぎ状の　の予　報も綱のように内e外面に肥厚したものがある。

2類b種（第63図　購～鍼）

口唇部にキザミ目の施されていない土器を本種とした。

購ゆ鯛の朋0　鵬波状を呈するものと思われる。媚の口唇部は平らで，朋～鋸は内そぎ状にな

っている。鍼。鍼の目線端部の粘土はやや外へはみ出ている。鍼の目線端部は内。外面へやや肥

厚している。

2類C種（第63図　鏑～錮）

2類の内の胴部片を本種とする。

ll一つ281－1



．項癖“1．．　、翼霊；

漂墨

第63図　西原遺跡遺構外出土土器拓影図（2）

こ．，．ゴー

ー129一

＼一転琵こ

伊．．

10cm

l　・†　　　i



鏑は目線部に近い胴部片で，閑～関は胴部片である。条痕文は閑が内・外面とも縦位に9　鍼が

内。外面とも横位に，閲が外面を斜位に，内面を縦位にそれぞれ施文されている。閲の内面は条

痕文が不規則に施されている。閑と鍼は底部付近の胴部片である。

2群の土器

縄文時代前期と思われる土器を本群とする。

1類（第63図　霞5）

胎土に繊維を含み，縄文を施文した土器を本類とする。

閑は胴部片で9　無節縄文を縦位に施文している。内面は滑らかにナデてある。色調は橙色で9

断面部が黒褐色である。胎土は繊維の他に細砂。スコリアを含み，焼成は良好である。

2幾（第64図　閑～錮）

貝殻腹緑文を施文した土器を本類とする。

閑は目線部片で，外面に輪積み痕が認められ，波状貝殻腹縁文を横位に施文している。色調は

明褐色で9　胎土は細砂を多義に含み9　焼成は普通である。錮～関は胴部片で亨　銅と関は波状貝殻

腹緑文を横位に施文している。鍼はハマダリなどの貝を使用し学　齢はアナダラ科の貝を使用して

いる。鏑はアナダラ科の貝の腹縁を押庄して施文している。

3類（第6図　閥一関）

単節の縄文原体を押庄した文様をもつ土器を本類とする。

閥一関はロ綾部の小片である。色調は橙色または灰褐色で，胎土は細砂を含み，焼成は普通で

ある。

4類（第64図　悶）

刺突文を施文した土器を本類とする。

関は目線部の小片で9　口唇部にキザミ目を，外面には横位に刺突文を施している。色調は褐灰

色で，胎土は砂を多義に含み，焼成は良好である。

5類（第6図　掴）

半裁竹管文を施す土器を本類とする。

細ま波状目線で，外面に半裁竹管による洗練文を施している。色調は灰白色である。胎土は細

砂を多量に含み，焼成は不良である。

きざの二き．希

縄文時代中期と思われる土器を本群とする。

1類（第64図　75～77）

羽状縄文を施文した土器を本類とする。

謬5－紺ま胴部片で，縦位に羽状縄文が施文されている。色調はにぷい橙色で9　細砂を多義に含

一一1SL）一
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む。焼成は不良である。

2類（第6図　閲も開）

結節文を主に施文する土器を本類とする。

閥は胴部片で㌧糸駄文地に結節文が横位に施されている。色調はにぷい橙色で9胎土は砂を多量

に含んでいる0関は胴部片で号撚糸文が縦位に施されている。色調は黒褐色で，胎土は砂を含み，

焼成は良好である。

藍器館錘（第64図　8の）

爵のは彗C4g8区から出土した縄文土器を利用した土器片錘である。かなり磨滅していて，切り込

みは1か所だけ認められる。外面に微隆起線文と刺突文が施文されている。色調は橙色で，胎土

は細砂と繊維を含み，焼成は不良である。法壷は縦3・3cmの横3．2cme厚さ0．9cme重量9．5gであ

る。

石器鞠（第65図　　～約

着器類は磨製石斧片1鳥打製石斧1鳥石槍1烏磨石片2点が出土している。その他に剥

片が9点出土している。剥片の石質はチャートとメノーである。

表8　石器類一覧表

番号 器　 種 出土地点 全長絢 幅 輌 厚 同 重量（g）石　 質 備　　　　　　　　 考

1 磨製石斧 B 3 j9 （7．0） （7．0） 3．9 （206） 砂　 岩 刃部のみ現存。刃こぼれが認められる。

2 磨　 石 C 3g 6 1工4 （4．5） ∠上8 （327） 安山岩 ％欠損，側線に磨った痕跡が認められる。

3 磨　 石 C 4fl 7．1 （4 ．3） 3．0 0 06 ） 砂　 岩 悠欠損，側線に磨った痕跡が認められる。

磯（PL34）

礫の出土状況は9縄文時代早期の土器出土分布と同様で，遺跡の北東部と南東部に集中して出

土している。礫は径6cmほどの河原石が多く，出土した礫380点の70％ほどにあたる268点は割

れている。礫の多くは二次焼成を受けた痕跡が認められる。

…132－
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第毯節　歯蠣時代の遺構と遺物

温　竪穴住居跡

第1号住居跡（第66図）

本跡は，C3b4区を中心に確認された竪穴住居跡である。本跡の南側13mには第2号住屠麟

北側2mに第3号土坑，西側3mに第4号土坑がそれぞれ隣接している。

平面形は，長軸9。48m砂短軸9．24mの正方形を呈し9　長軸方向はN－6C－Eを指している。壁

はほぼ垂直に立ち上がり9　壁高は約12cmである。壁溝は検出されていない。床面は平坦で，全体

的に軟らかく部分的に木の根により撹乱されている。炉はPl～P4の主柱穴の内側に2基ずつ並

んで4基検出されている。いずれの炉も9　床面が軟らかく道春状態が悪かった。炉1ほ床面中央

部北東側に位置し，直径70cmの円形状に焼土が検出された地床炉である。焼土が厚いところで3

cmほど堆積しているだけであり9　炉1ほ床面を掘りくぼめないで使用したものと思われる。炉2

は床面中央部の南東側に位置し9　長径50cm，短径20cmの範囲に焼土が検出された地床炉である。

焼土は2～3cm堆積しているだけで，炉の東側は撹乱されていたため規模は確認できなかった。

炉3ほ床面中央部の南西側に位置し，長径60cm9　短径47cmの楕円形状に焼土が検出された地床炉

であり，焼土が2～3cmの厚さに堆積していただけである。炉4は床面の中央から北西側に位置

し普　直径83cmの円形に焼土が検出された地床炉であり9　焼土が2～3cmの厚さに堆積している。

いずれの炉も底面が硬く焼けていないので，炉として取り扱うことが明確でない。

ピットは5か所検出されているが，規模や配列からPl～P4が主柱穴，P5が貯蔵穴と思われる。

主柱穴の規模はPlが直径34cm e深さ70cm，P2が直径34cm・深さ46cm，P3が直径36cme深さ77

cm，P4が長径45cm。短径32cm◎深さ63cmである。柱穴の底面は直径15～21cmほどであり，平坦

で硬く締まっている。主柱穴はほぼ対角線上に位置し，軸間の長さほ東西5．8m，南北5．5～5．6m

である。貯蔵穴は南東コーナー部に位置し，開口部が直径70cm，底面が直径25cmの円形を里し，

深さが85cmで深くなるほど狭く掘られている。貯蔵穴の覆土は上層が暗褐色土，下層が黒褐色土

で自然堆積の状態を示している。

本跡の覆土は10～20cmと浅く，木の根による撹乱が著しいが，ほぼ自然堆積の状態を示してい

る。覆土中には，焼土粒子，炭化粒子が微量含まれている。

出土遺物は，土師器および土師器片425鳥須恵器片2鳥　土玉2点，滑石製の臼玉3鳥　小石

19点である。土師器の器種は，球形土器e無形土器e短頸壷形土器。増形土器である。須恵器の

器種は，高棒の壷である。なお，土器の点数は接合してからの数であり9　完形品も破片も1点と

数えてある。遺物は，床面全体からまばらに出土し，貯蔵穴の覆土下位から底部欠損の葉形土器

（醐）が，日綾部を斜め下にして出土し，この無形土器の下からほほぼ完形の球形土器（6）が

・134　－
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横位の状態で出土している。土師器片の多くは，断面にも加熱を受けた痕跡が認められ三次焼成

されている。土玉は北西コーナー部と南東コーナー部の床面直上に各1点出土している。臼玉は

覆土中から3点出土し，小石19点が炉3の北側70cmの床面にかたまって出土している。小石の大

きさは，小さいもので5mmX5mmX3mm，大きいもので16mmX12mmX2mmである。

第1号住居跡出土土器解説表（第67・68図）

番号 器　 種 法量（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

1

棒 形土器 A （13．4） 口綾部 は短 く，直立 し，休部は底 外面口綾部か ら休部の上位まで
i
礫，多量の細砂， 15％

土　師 器
B　 5 ．0 部から内攣 して立 ち上がる。底 へ フミガキ，以下へ ラ削 り。内 スコリア Ⅹ
C　 3．0 部は丸底をへ ラ削 りした小さな 面ナデ。 赤色 内外面に赤彩，内

ものである。 普通 外面に斑点状剥離

2

棒 形土器 A （15．4） ロ綾部は外反する。休部は内攣 外面はロ綾部から休部の上位ま 緻密，雲母 3 ％

土　師 器
し，頸部で くびれる。 でへフミガキ，以下へラ削り。 赤色 Ⅹ

内面へラミガキ。 普通 内外面に赤彩

3

棒 形土器

土　師 器

A （11．3） 口綾部は直立 し，休部は内攣す 口綾部から休部上位までの外面 礫，細砂，スコリ 2％
る。 へラミガキ，以下へラ削 り。 ア Ⅹ

目線部内面へラミガキ。体部内 にぷい橙色 内外面に赤彩

面ナデ。 普通 内面に斑点状剥離

4

棒 形土器

土　師 器

A （12．8） 目線部は外反する。休部は内攣 日録部外面へラミガキ。休部 緻密，スコリア， 2 ％
し，上位でくびれる。 外面へラ削 り。内面は磨滅し， 雲母 Ⅹ

外面に赤彩調整法不明。 橙色

不良

5

棒 形土器

土　 師 器

A　 4．4 ロ緑部は短 く，直立 し，内面は内 目線部内外面横位のへラミガキ。細砂，黒色砂 80％ （12片）
B　 5．2 そ ぎとなる。休部は底部から内 休部の上位外面に幅広の雑なへ 赤色 Ⅹ
C　 4．6 攣 して立ち上がり，中位からほ ラミガキ。休部の下位へラ削 り。普通 （使用による 内外面赤彩

ぼ直立する。 休部内面へラミガキ。 二次焼成） 外面に煤

6

棒 形土器 A　 9．7 日綾部は短 く，外反する。胴部は 休部内外面の中位か ら口綾部は 黒色砂，スコ リア 98％

土‘師 器
B　 6．1 横 長の球形である。 へラミガキ。休部外面の下位へ 赤色 Ⅹ　 貯蔵穴内

ラ削り。口唇部及び底部磨滅。 普通 （二次焼成） 内外面に赤彩
内面下位に煤

7

無形土器 A 17．4 口綾部は直立 し，上位で外反す 目線部内外面横ナデ。胴部斜位 礫，砂 25％　　 （6 片 ）

土 師　器
る。 のパケメ調整後ナデ。 にぷい橙色

普通 （二次焼成）

Ⅹ

内面に斑点状剥離

8

鉢形土器 A （13．7） 胴部から口綾部にかけて強 く屈 ロ綾部内外南棟ナデ。胴部外面 黒色砂，多量の砂 5 ％　　 （4 片）

土 師　器
曲する。 ナデ，内面へ フナデ。 外面褐色，内面橙

不良 （二次焼成）
Ⅹ

9

短 頸壷形 A （12 ．2） 臼綾部はほぼ直立する。 日録部内面と胴部上位より上の 黒色砂，スコリア 3 ％

Ⅹ

内外面 とも赤彩

内面に斑点状剥離

土　　 器

土 師　器

外面横位のへラ ミガキ。以下の 赤色
外面へラ削 り後ナデ。胴部内面

ナデ。

普通 （二次焼成）

10

短頸壷形 A （1 1．0） 口綾部は直立 し，胴部は上位で 口綾部内外面へラ ミガキ。胴部 砂，スコリア 30％　　 （7 片 ）
土　　 器

土 師　器

強 く内曲する。 外面上位へ ラミガキ，下位へ ラ 橙色 Ⅹ

内外面に赤彩削 り，内面ナデ。頸部パケ目調

整後へ ラミガキ。

良好

11

無形土器 A 18 ．8 ロ綾部は頸部でくの字状に屈曲 口綾部内外面横ナデ。胴部外面 礫，多量の細砂 90％　　 （20片 ）

土 師　器

B （29．8） し，上位で更に外反する。胴部 横位のへラ削り後ナデ，内面へ スコリア Ⅹ　 貯蔵穴内
は長胴である。 ラナデ。胴部外面に粘土くず付 にぷい橙色 外面に煤，内面に

着，雑なつ くと）。 普通 （二次焼成） 煮汁，斑点状剥離
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番号 器　 種 法量（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

12

無形土器

土 師　器

A （21．2） 口綾部は頚部で くの字に屈曲 し，口緑部内外面横ナデ。 礫，多量の細砂 10％　　 （4 片）

上位で更に外反する。 スコリア
明赤褐色

普通 （二次焼成）

Ⅹ

内面に斑点状剥離

13

無形土器

土 師　器

A （18．6） 臼綾部は外反する。 口緑部外面横ナデ，内面へラナ 多量の砂，黒色砂 2 ％

デ。胴部内外面ナデ。 にぷい赤褐色

不良 （二次焼成）
Ⅹ
内外面に斑点状剥離

14

無形土器

土 師　器

A （17．7） 胴部から目線部にかけゆるやか 口綾部内外面横ナデ。胴部内面 礫，特に多量の砂 2 ％

に内攣し，日録部は外反する。 はナデ，外面は磨耗 していて調

整法不明。

とスコリア。

にぷい橙色
不良

Ⅹ

ユ5

無蓋高杯 A （14 ．4） ロ綾部はやや外反しながら立ち ロ緑部外面横ナデ。稜の下に 7 少量の白色紬砂 2 ％

上がり　 休部との境に稜 をもつ。本単位の櫛描波状文が巡る。以 精良 Ⅹ

須 恵　器 †丁寧なつ くr）である。 下回転へ ラ削り。調整は丁寧。 黄灰色

良好

黒色の小斑点

16

婆形土器

土 師　器

A （13 ．5） 目線部は頚部で直立し，上位で 目線部内外面横ナデ。 礫，砂，スコリア 2 ％

外反する。 浅黄橙色

良好

Ⅹ
内面に斑点状別離

土玉（第68図　m e柑）

上玉は2個とも完形品であr上　関は，長径24．0mm・短径18．0－22．0mmの管状を呈している。孔

径が4．5mmほどで，外面に赤彩痕が認められる。重量は9．5gである。相は，直径25・0－28・Ommのほ

ぼ球形を呈している。孔径が4．5mmほどで，重量は18．5gである。2個とも，孔は一方向から穿た

れており，色調はにぷい褐色を呈し，胎土は細砂。雲母を含み，焼成は良好である。

臼玉（第68図19・2のe那）

臼玉は3個とも滑石製の完成品で，斜めに雑に裁断されたものである。周縁は中心にわずかに

稜が認められ，稜の左右に斜位の擦痕が認められる。19の法量は，直径5・2mm・長さ3・Omm・孔径

2．0mmであり，28の法量は，直径5．5mme長さ3．0～4．Omme孔径2．0mmであり，21の法量は，直径5・

Omm。長さ2．0－3．Omm e孔径2．0mmである。
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第67図　西原遺跡第1号住居跡出土遺物実測図（1）
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第68図　西原遺跡第1号住居跡出土遺物実測図（2）

第2号住居跡（第69図）

本跡は，C3g2区を中心に確認された竪穴住居跡で，北東壁にそって第2号溝が延びている。

本跡の北11mに第1号住居跡，北西20mに第6号土坑が隣接している。

平面形は，長軸9．94m・短軸7．90mの長方形を呈し，長軸方向はN－55。－Wを指している。壁

はほぼ垂直に立ち上が），壁高は23cmほどであり，壁溝は検出されていない。床面は平坦なロー

ムで，南コーナー部の床面に幅1．2m，長さ3m，高さ12cmほどの周堤が貯蔵穴（P6）を取り囲む

ように検出された。闇堤は硬く踏み固められていて，断面形はなだらかな山形になっている。こ

の周堤は土層断面から判断すると，周堤の部分だけ掘り残すようにして構築されたものである。

炉は床面の中央からやや北西に寄ったPl～P4の主柱穴を結ぶ内側に位置した地床炉である。
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平面形は長径90cm e短径67cmの楕円形を里し，深さ7cmほど皿状に掘りくぼめられている。炉の

底面は熱によ㌢）変色し，硬化している。

ピットは7か所検出され，Pl～P4ほ規模や配列から主柱穴と思われる。主柱穴の規模は長径

38～68cm，短径35－52cm，深さ68－82cmで，底面は平坦で硬くなっている。主柱穴はほぼ対角線

上に位置し，軸間の長さは長軸で5．8－6．2m，短軸で4．4～4．5mである。P3の上部は撹乱坑に

より切られている。P5ほ貯蔵穴の層堤を掘り込んだ円形状のピットで，長径45cm，短径37cm，深

さ52cmであり，柱穴と思われる。P6eP7は位置や規模などから貯蔵穴と思われる。P6は楕円形

を里し，開口部が長径64cm，短径57cm，底面が長径25cm，短径20cm，深さが78cmで，深くなるほ

ど狭く掘られ，底面は平坦になっている。P6内の覆土は上層に黒褐色土が，下層に褐色土が堆積

し，黒褐色土中には，炭化材が多量に含まれており，本跡の焼失後に埋没したと思われる。P7は，

円形を里し，開口部の直径70cm，底面の直径20cm，深さが103cmで，P6同様深くなるほど狭く掘ら

れ，底面は凹状になっている。P7内の覆土は，黒褐色土と暗褐色土が互層をなして自然堆積の状

態を示している。

本跡の覆土は，黒色土を主体とする土層で自然堆積を示しているが，部分的に撹乱を受けてお

生　特に北東側が強く撹乱されている。覆土の中層から下は，炭化材および焼土を多量に含んで

いる。覆土下層には焼土城が北西壁ぎわに2か所，北東壁ぎわから南東壁ぎわにかけて4か所検

出されている。また，炭化材が床面の壁ぎわを中心に多数検出されている。炭化材は大きいもの

が直径20cm，長さ70cmほどあり，床面の中央部を向いているものが多く認められた。土層の状況，

炭化材の出土状況から本跡は火災に遭ったものと思われる。

出土遺物は，土師器および土師器片230点，須恵器片1点，土玉28点，砥石1点，滑石製の双孔

円板3点である。土師器の器種は，棒形土器e紺形土器e葉形土器。壷形土器e短頸壷形土器で

ある。須恵器の器種は旭である。土師器は，南コーナーの貯蔵穴付近の床面からほぼ完形に復元

できた棒形土器2個が出土しているが，多くは復元できない破片で，床面全体からまばらに出土

している。須．恵器の地は覆土から出土している。土玉も床面全体からまばらに出土している。砥

石は，南西壁ぎわの床面から出土している。双孔円板は3点出土しているが，この内2点は，ま

とまって北西壁近くの床面直上から斜位の状態で出土し，もう1点はこの2点と離れた東コーナ

ー付近の床面から出土している。出土遺物は出土状況から本跡に伴うものと思われる。
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第2号住居跡出土土器解説表（第70図）

番 号 器　 種 法 量 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　　　　 考

1

棒 形 土 器 A 14 ．4 口 綾 部 は や や 外 反 し な が ら立 ち 口 綾 部 外 面 横 ナ デ ， 休 部 外 面 へ 多 量 の砂 60 ％　　 （3 片 ）

B　 5 ．0 上 が る　 休 部 は 底 部 か ら 角 度 を ラ ケ ズ リ。 内 面へ ラ ミガ キ 。 橙 色 Ⅹ

土 師　 器
○

強 め な が ら 内 攣 し， 上 位 そ・直 立

す る 。 丸 底 。 薄 手 。

不 良 （二 次 焼 成 ） 内 外 面 に 赤 彩

2

棒 形 土 器 A 14 ．4 目 線 部 は 休 部 よ り 外 側 へ 外 反 す 内 外 面 へ ラ ミ ガ キ 。 細 砂 ， 雲 母 90％　　 （5 片 ）

B　 6 ．2 る　 休 部 は 角 度 を 強 め な が ら 内 橙 色 Ⅹ

土 師　 器
○
攣 す る 。 丸 底 。 良 好 （二 次 焼 成 ） 内 外 面 に 赤 彩

内 外 面 に 煤

3

棒 形 土 器

土 師　 器

A （13 ．7 ） ロ 綾 部 は 大 き く外 反 す る 。 休 部 口綾 部 内 外 面 横 位 の へ ラ ミガ キ 。 細 砂 2 ％　　 （2 片 ）

は 内 攣 し て 立 ち 上 が る。 休 部 外 面 へ ラ ミ ガ キ 。 赤 色

普 通

Ⅹ

内 外 面 に 赤 彩

4

棒 形 土 器

土 師　 器

A （14 ．5 ） 目線 部 は 外 反 し， 休 部 は 内 攣 し 口綾 部 内 外 面 横 ナ デ 。 休 部 内 外 細 砂 3 ％

て 立 ち 上 が る 。 面 へ ラ ミ ガ キ 。 赤 色

普 通

Ⅹ

内 外 面 に 赤 彩

5

短 頸 壷 形 A （12 ．8 ） 日録 部 は 直 立 す る 。 胴 部 は底 部 目線 部 内 外 面 横 ナ デ 。 胴 部 外 面 細 砂 50 ％　　 （9 片 ）

土　　 器 B lO ．3 か ら 角 度 を強 め な が ら内 攣 す る。 幅 広 の へ ラ ミガ キ ， 内 面 ナ デ 。 赤 ， 黒 色 Ⅹ ＋ Y

土 師　 器 C　 4 ．4 最 大 径 を 胴 部 上 位 に 有 す る 。 良 好 外 面 に 赤 彩

6

鉢 形 土 器

土 師　 器

A （19 ．0 ） 口綾 部 は 直 立 し ， 端 部 で や や 外 ロ綾 部 内 外 面 横 ナ デ 。 胴 部 外 面 多 量 の 砂 ， 黒 色 砂 2 ％

反 す る 。 胴 部 は 上 位 で 内 側 へ 屈

曲 し ， ロ 綾 部 と の 間 に段 を作 る。

へ ラ削 り後 ナ デ ， 内 面 へ ラ ナ デ 。 橙 色

不 良 （三 次 焼 成 ）

Ⅹ

7

無 形 土 器

土 師　 器

A （15 ．0 ） 口綾 部 は 頸 部 で くの 字 に 屈 曲 し ロ 縁 部 横 位 の パ ケ メ 調 整 後 ナ デ 。 礫 ， 多 量 の 細 砂 ， 3 ％　　 （5 片 ）

直 立 ぎ み に 外 反 す る。 胴 部 内 外 面 へ ラ ナ デ 。 外 面 に ぷ い 橙 色 ，

内 面 灰 褐 色

良 好

Ⅹ ＋ Y

外 面 に 煤

8

無 形 土 器

土 師　 器

A （15 ．5 ） 目 線 部 は 頸 部 で 直 立 し， 中 位 か 目 線 部 内 外 面 横 ナ デ 。 胴 部 内 外 礫 ， 砂 ， 黒 色 砂 10 ％

ら外 反 す る 。 面 ナ デ 。 灰 褐 色

良 好

Ⅹ

9

褒 形 土 器

土 師　 器

臼 綾 部 は 頸 部 で くの 字 に 屈 曲 す 目 線 部 内 外 面 横 ナ デ 。 胴 部 外 面 礫 ， 砂 ， 黒 色 砂 10 ％

る 。 へ ラ ナ デ， 内 面 ナ デ 。 外 面 に ぷ い 橙 色 ，

内 面 灰 黄 褐 色

良 好 （三 次 焼 成 ）

Y

10

路

須　 恵 器

小 片 の た め ， 作 り ， 器 形 の 特 徴 外 面 に 櫛 歯 に よ る 綾 杉 状 の 刺 突 白 色 砂 ， 精 良 2 ％

は 明 ら か で な い が ，破 片 の 下 端

に 孔 の ・一 部 が 残 っ て い る 。

l文 が 横 位 に 巡 る 。 外 面 灰 黄 褐 色 の 自

然 粕 ， 内 面 黄 灰 色

Ⅹ

土玉（第71図）

土玉は28点とも球形を呈しているが，2の。22・23e銅・26e2gはゆがんだ球形を呈している。

孔は一方向から穿たれている。孔の形はほとんど円形であるが，銅は正方形，35は八角形状にあ

けられている。胎土は砂。雲母を含み，焼成の良好なものは机上㍉摘「㍉摘巨つ柑・鋼・別。銅e鋼・

望　e鋼で，不良なものは23・25e26。36である。色調は橙色が柑e錮e銅e鍼e銅で，にぷい褐

色が招・18。19・29e3の。32である。3日ま黒色である。その他は，二次焼成のため灰白色となっ

ている。相と鍼は半分欠損している。土玉の計測値は次の通りである。

一一144－



ここ，こ　こT．＿ニT．

r

第70回　西原遺跡第2号住居跡出土遺物実測図（1）

ー145－



土玉計測表

番号

法 巌
11 12 13 14 15

16 日 7
18 19 20 2 1 2 2 23 24

直径輌 16 17 ～ 19 17 － 19 15 ～ 17 ユ5～ 18
26 ～3 2 巨

23 18 －2 3 24 ～ 25 2 1～ 24 22 ～ 26 16 ～ 18 16 ～ 19

孔 径輌 4 4 4 4 4

8 巨 5

5 5 3－ 4 ．5 4 4 ～ 5 3 － 4 4 ．5

重義 は 4 ．0 6 ．0 5 ．5 4 ．0 4 ．5
25 00 巨 5

13 ．0 9 ．0 12 ．5 14 ．5 13 ．0 5 ．0 6 ．0

番号

法量
25 2 6 27 28 2 9

30 日 1
3 2 33 34 3 5 36 37 38

直径画 18 ～ 19 17 － 21 2 1－ 24 2 5 24

23 i2 2～ 24 －

20 ～ 2 1 ユ8 23
！

2 1～ 23 16～ 19 16 ～ 18 23 ～ 28

孔 径両 4 4 5 5 6
4 ・5 巨 5

5 4 4 ．5 4 ～ 4 鳶 4 3 5 ．5 ～ 6

！
重 義減 6 ．0 6 誹

［

1■

！

14 ．5 13 ．5

11 中 2 ・0

8 ．5 6 ．0 4 ．0 9 ．5

i

5 ．0

i

5 ．0 16 ．0

双孔円板　し第71図1

双孔円転は9　3薫とも滑石製で，楕円形の板状を呈しており長径の両端に一方向から孔が穿た

れている。表の裏面には同一方向の擦痕が，側線には縦方向に擦痕が認められ，滑らかになって

いる。鏑は　長径34。Omm e短径32．0mmの楕円形を呈し9　厚さ4．0mmの孔径3．0mmヲ重量は　9。5gで

ある。鯛は，長径39．0mm㊧短径34。Ommの胴張り方形を望し9　厚さ4．0mmの孔径3．0～逢。Omm9重量は

ユ2。5gである。孔は9　一面の直径が乳鉢輿他面の直径が．mmに穿たれている。鋸は凍臭で割れ

た片与のもので，孔は1個だけである、、41の法量は言ミ径3：自）…・矩径1上Onlm・厚さ3．五、十5r－川－・

孔径2。Omm，重義は4。5gであiら　割れた側線は横位に研磨されている。表面には断面V字状の溝

が弧状に刻まれており9　切断の跡と思われる。

砥石（第71図）

媚は　表面が皿状に撃　裏面が平らに磨り減っている。側面の1両には断面がV字状の溝（深

さ圭5n川1）が：「本走1ている言勘ま使用痕と思われる。法量は帖5．鉦m∵長さ生9川－・厚さ2．9川一，重

量205gである。石質は泥岩である。

一一一・一一一1．＿16－－－
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第3号住居跡（第7甘射

本跡は，D2b8区を中心に確認された竪穴住捌亦で，北西9mに第4号住離れ　南酎Omに第

5号住屠跡が隣接している。

平面形は，長軸4・44m o短軸3・10mの長方形状を里し，長軸方向はN…650－Eを指している。

壁はほぼ垂直に立ち上がり9　壁高は18cmほどであり，壁溝は検出されていない。床面は乎班なロ

…ムで，北東部が硬くなっているが他は軟らかい。炉は北東コーナー寄りに位置し，長径55cmの

短径45cmの楕円形を呈し言蒙さ7cmほど皿状に掘りくぼめられた地床炉である。炉の覆土中に焼

土が多量に含まれているが，炉床は硬く焼けていない。床面および屋外から柱穴と思われるもの

は検出されていない。P封も　規模や位置などから貯蔵穴と思われる。貯蔵穴は平面形がほぼ円

形を皇し，開口部の大きさほ長径65cm，短径55clm，底面の大きさほ長径42cm9　短径35cmである。

深さは56cmで，底面から15cmほどの高さのところで段をつくっている。貯蔵穴の覆土は上層が暗

褐色も　下層が褐色土で，上層の下位から土師器の棒形土器が出土している。

本跡の土層は大きく分けて2層からなり，部分的に撹乱されているが自然堆積の様相を示して

いる。上層は黒褐色土が中央部へ流れ込むようにしてレンズ状に堆積し，下層は暗褐色土が堆積

している。覆土に含まれる焼土粒子や炭化粒子の巌は微量であるが，炭化材が数点検出されてお

り，本跡は火災に遭ったと思われる。

出土遺物は9　土師器及び土師器片265鳥須恵器2点言骨石製の双孔円板3点である。土師器の

器種は，婆形土器e甑形土器e壷形土器。短頸壷形土器e鉢形土器e棒形土器である。須恵器は埠

身と序蓋がセットで出土している。遺物は酋コーナーと東コ…ナーを結ぶ幅1mほどの帯状の部

分に集中している。多くの遺物は床面の上から出土しているが，北西壁および北東壁に近い遺物

は，中央部へ流れ込むような状況で出土している。土師器のうち短頸壷e球形土器などは完形で

出土したものが多く，婆・甑・壷形土器片などは床面に広範囲に散らばって出土し，完形に近く

復元されたものが多い。ほぼ完形に復元された26の婆の目線部は，第72図のように貯蔵穴の北側

床面から出土したが，これに接合する破片65点は，北西壁および北東壁付近までの半径2．5mほ

どの範囲に放射状に散らばっていた。また，壁近くから出土した破片は，床面中央部から出土し

たものより出土レベルが高くなっている。朋のように土器片が放射状に散らばって出土した土器

は，婆形土器では鍼e錮e錮　甑形土器では33～35，棒形土器では　e e e劉などである。

臓の稀は，目線を上にして相の球の上に重なって出土し，臓と臓の球は2枚重ねで目線を上にし

て出土している。須恵器の2点は北東壁付近にかたまって床面直上から出土し，序身はその場で

ロ縁を下にして9片に割れて出土している。序蓋は稀身の出土した地点の北西側40cmX30cmの範

囲に7片に割れて散らばった状態で出土している。貯蔵穴の覆土中位からは，棒形土器の完形品

が流れ込むような状況で出土している。双孔円板の3点は南東壁ぎわの覆土上位からかたまって

一一一つ48－－



士不形土器・短頸壷形土器・須恵器
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出土している。

遺物の多くは，強く三次焼成を受けており復元された土器の中には，焼けた破片と焼けてない

破片が隣り合って接合するものが目立つので，破砕してから焼けたものと思われる。遺物は出土

状況から，住屠が廃棄されてまもなく短期間に投棄されたものと思われる。

第3号住居跡出土土器解説表（第73～78図）

番号 器　 種 法 呈（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

1

坪 彬十．器 A 13 ．6 底部 か ら口綾部 まで，角 度 を強 内外面 へ ラ ミガ キ。 緻 密 80％ （11片 ）

土　 師 器
B　 4 ．8 め なが ら内攣 し， 目線部 は短 く， 橙 色 Y

直立 す る。 日綾部 と休部 との境

は不 明瞭。 丸底。 薄手。

普 通 内外面 に赤彩 。外

面に斑 点状剥離 。

2

棒形 土器

土　 師 器

A 13 ．6 休部 は内攣 しなが ら大 き く問 い 目線部か ら休部 中位 ま での外 面 緻密 70 ％ （11片 ）

B　 4 ．9 て立 ち上が り， 口緑 部 は短 く， へ ラ ミガキ， 以下へ ラ削 り後 ナ 橙 色 Ⅹ＋ Y
やや 内轡す る。．丸底 に平底 風 の

水平 なへ ラ削 り。 薄手 で軽い。

デ。内 面へ ラ ミガキ。 普通 内外面 に赤 彩

3

棒 形土 器・

土　 師 器

A （12 ．7 ） 休 部 は強 く内攣 し， 目線部 は短 内外面へ ラ ミガキ。 黒 色砂， ス コ リア 25 ％ （2 片）

く，直 立す る。 赤色

良好

Y

内 外面に赤 彩

4

棒 形土器

土　 師 器

A 13 ．6 口縁部 は内傾 す る。 休部は 内攣 口緑 部内 外面ナ デ。休 部外 面へ 多義 の黒色砂 90％ （7 片 ）

B　 6 ．0 しなか ら立 ち上 が り上位で最 大 ラ削 l）後 ナデ， 内面ナ デ。底 部 窯褐 色 Ⅹ ＋Y

C　 4 ．9 径 とな る。底部 は中 央がやや く

ぼ む平底 であ る。

へ ラ削 り。 普通 上半 内外面 に赤彩

外面 に煤

5

棒形 土器

土 師　 器

A 12 ．9 休部 は底部 か ら内攣 しなが ら立 内外 面へ ラ ミガ キ。 砂 ， スコ リア 4 0 ％ （5 片）

B　 5 ．4 ち上 が り， 口綾 部は 直立 し， 上 赤 色 Y

端 はま るまっ ている 。底部 は小

さな平底 であ る。

良 好 （二 次焼 成） 内外面 に赤彩， 内

面に斑 点状剥離

6

棒 形 土器

土 師　 器

A 12 ．8 休部 は直立 ぎみ に内攣 して立 ち 日録部 外面横 ナデ， 以下へ ラ削 多量 の細砂 100 ％

B　 6 ．3 上が り， ロ縁部 は短 く， 直立 す 年後ナ デ。 内面ナデ 。 橙色 Y

C　 4 ．6 る。平 底。厚 手 なつ くりであ る。 普通 （二次 焼成 ） 内面 と目線部外面

に赤 彩， 内面に煤

7

棒 形土 器

土 師　 器

A 13 ．9 口綾部 はやや 内傾 す る。休 部 は
′

口綾部 内外面横 位のへ ラ ミガ キ。 多量 の黒 色砂 99 ％

B　 5 ．5 底 部か ら内攣 しなが ら大 き く開 休部 外面 へ ラ削 り後 ナデ。 橙色 Ⅹ

C　 4 ．6 き，上 位に最 大径 を もつ 。平底

であ る。

内面下位 に赤 色で ＋印。 普通 （二次 焼成 ） 内 外面に赤 彩， 内

外面 に斑点 状剥離

8

棒 形土器 A 14 ．1 日録部 は外反 し， 内面に軽 い稜 日録 部か ら休部上 位 までの 外面 多量 の砂， 黒色砂 80％ （6 片）

土 師　 器
B　 5 ．0 を もつ 。休部 は内攣 して立 ち上 へ ラ ミガキ。休部 外面 へ ラ削 り。 赤色 Ⅹ ＋Y

C　 4 ．0 が り，上 位で くびれ る。平 底 で

ある。

底部 一方 向のへ ラ削 り。内面 へ

ラ ミガ キ。

普通 （二 次焼成 ） 内外 面に赤彩

9

棒 形土器 A 13 ．4 口綾 部 は外傾 し，内 面に稜 を も 目線 部内 外面横位 のへ ラ ミガキ。 締砂 30％ （7 片 ）

土 師　 器

B　 5 ．0 つ。 休部 は内攣 しなが ら開 く。 休部 外面へ ラ ミガキ， 底部ナ チ： 赤色 Ⅹ ＋Y
丸底 で ある。 普通 （二次 焼成 ） 内外面 に赤彩

10

序彬 土器 A 14 ．2 肉厚 の丸底 か ら休部上 位へ摩 み 目線部 か ら休 部 中位 までの外 面 多量の細砂 90 ％ （7 片 ）

土 師　 器
B　 4 ．8 を減 じなが ら内 攣 して立 ち上 が ナデ， 以下へ ラ削 り後 ナデ。 に ぷい橙 色 Y

る。 ロ緑部 は短 く外 反 し， 内面 普通 （口唇部 付近 上 半の 内外面 に赤

に軽 い稜 を もつ 。丸底 。 二 次焼成 ） 彩

11

棒形 土器

土 師　 器

A 14 ．6 ロ綾部 は外 反 し， 頸部 内面に稜 日録部 内外 面横位 のへ ラ ミガ キ。 礫，砂 ， 黒色砂 80 ％ （2 片）

B　 5 ．8 を もつ 。休部 は 内攣 して立 ち上 休部 外面へ ラ削 り， 内面縦 位の 明赤 褐色 Y

C　 3 ．4 が l）， 上位 でやや くびれる。底

部 はへ ラ削 l）の平 底 である。

へ ラ ミガ キ。 普通 （外 面下部二

次焼 成）

内 外面 に赤 彩

一一一一l一一151－－－



番号 器　 楯 法 義（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　　　 考

ユ2

棒 形土 器 A （14 ．2 ） 休部 は内攣 しなが ら立 ち上 が r）， 目線部 外面へ ラ ミガキ。 細砂 40 ％

日録 部は ゆ るや か に外反す る。 休部外 面へ ラ削 り後 ナデ 。 赤色 Ⅹ＋Y

土 師　 器 内面へ ラ ミガキ。 普通 （二次 焼成 ） 内外面に赤 彩

13

棒 形土 器 A （14 ．0 ） 休部 は内攣 しなが ら立 ち上が り， 目線部 内外面横 位のへ ラ ミガ キ。．細砂 5 ％

目線部 は 外反す る。 休 部外面 幅広 のへ ラ ミガキ，内 赤色 Y

土 師　 器 面へ ラ ミガ キ。 良好 内 外面に赤 彩， 外

面下 半に煤

14

棒 形土器

土 師　 器

A 13 ．8 肉厚 の丸底 か ら休 部上位 へ厚 み 目線部 の外面ナ デ，休 部の 外面 細砂， ス コ リア 99％

B　 5 ．6 を減 じなが ら内攣 して立 ち上 が へ ラ削 り後ナデ 。内面 ナデ 。 にぷ い橙色 ‘Y

内外面 に赤彩る。 目線部 は短 く，外 反 し， 内

面に軽 い稜 を もつ 。丸底 。

普 通

15

棒 形土器 A 12 ．8 目線部 は直 立 し， 上端 は尖 って 目線部内 外面横位 のへ ラ ミガキ。 細砂 99 ％ ・

B　 5 ．1 いる　 底部 は丸底 であ るが 中央 休 部外面幅 広のへ ラ ミガ キ　 内 にぷ い橙 色 Y

土 師　 器
C）＋＋JニJ

部 がへ こん でい る。
†

面へ ラ ミガキ。 普 通 （二次焼 成） 内外面 に赤彩

斑 点状剥離

ユ6

棒 形土器 A 1 3．6 短 頸壷 を押 しつぶ した よ うな器 目線部か ら休部 中位 までの 外面 礫 ，細砂 9 0％ （11片 ）

B　 5 ．5 形であ る。 へ ラ ミガキ。以下へ ラ削 り後 ミ 橙 色 Ⅹ

土 師　 器 C　 5 ．0 ガキ。内面 ナデ。 普 通 （二次焼 成） 上 半部 に赤彩， 内

面に斑 点状剥 離

17

棒形 土器

土 師　 器

A 14 ．2 口綾部 は外傾 す る。 磨滅 が強 く調整方 法不 明。

‡

砂 80 ％

B　 5 ．2 休部 は 内攣 して立 ち 上が り　 上 赤 褐色 Ⅹ （貯蔵 穴内 ）

C　 4 ．2 I
位 で くびれ，段 をつ くる。

底部 は小 さな平 底 であ る。

普 通 内外面 に赤彩

18

棒 形 土器 A 13 ．8 休部 は角 度 を強め なが ら内攣 し 日録部 か ら休 部上位 までの外 面 黒 色砂， 多量 の砂 60 ％ （12 片）

B　 7 ．1 て立 ち上 が る　 日録 部は短 く へ ラ ミガ キ　 以下へ ラ削 り後 ナ 赤 色 Ⅹ＋ Y

土 師　 器
0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　†

直立 し， 内面 に稜 を もつ。
†

デ。 目線部 内面へ ラ ミガキ，休

部 内面ナデ 。

普 通 （二次焼 成） 内外面上半 に赤 彩

内面に斑 点状剥 離

19

短 頸壷 形 A （11 ．9 ） 目線 部 はほぼ直 立す る。胴部 は 目線部 内外面 横ナ デ。 胴部外面 多量の黒 色砂 47 ％ （7 片）

土　　 器 B　 8 ．7 内攣 しなが ら立 ち上 が l上　 上 位 横位 のへ ラナデ， 内面ナ デ。 淡 橙色 Ⅹ

土 師　 器
C　 5 ．1 に最 大径 を もつ 。 普 通 上半 内外 面に赤 彩

20

短 頸壷 形 A lO ．8 口綾部 はほぼ直 立す る。胴部 は ロ綾部 内面 と外面 の口綾部 か ら 細砂 80 ％

土　　 器

土 師　 器

B　 9 ．5 底部 か ら角 度 を強め なが ら内攣 胴部上位 まで ミガ キ。胴部 外面 橙 Ⅹ

C　 4 ．8 して 立 ち上 が り，上端 で内 曲す はへ ラ削 り後 ナデ， 内面 ナデ。 普通 内外面に赤 彩， 内面

る。 底部 に木葉痕 。 に斑 点状剥 離

21

鉢 形土器

土 師　 器

A 17 ．6 坪や椀 を大 き くした器 形で ある。 目線 部内外 面横ナ デ。休 部外 面 多量 の黒 色砂 80％ （22 片）

B ll ．5

C　 5 ．2

へ ラ削 り後 ナデ， 内面 ナデ。 赤 褐色

普 通 （二 次焼 成）

Ⅹ ＋Y

22

無形 土器

土 師　 器

A 17 ．6 目線部 は頚 部で くの字 に屈曲 外 目線部 内外 面横ナ デ。胴 部外 面 特 に多量 の黒色砂 ， 85％ （42 片）

B　20 ．9

C　 6 ．0

反 し， 端部 で更 に外反す る。 胴

部 は ほぼ球 形で あ る。

はへ ラ削 り後ナデ。 外面赤 褐 色，内面

褐色

不良 （三次 焼成 ）

Ⅹ＋Y

23

短頸 壷形 A ll ．8 口綾部 は直 立 して立 ち上 が り上 目線部 内外 面横ナデ 。胴 部外面 多量 の黒 色砂 ，礫 6 1％ （15 片 ）

土　　 器

土　 師　 器

B　 7 ．6 位 で外 反す る。胴 部は 内暫 しな へ ラ削 り後ナ デ。 淡橙 色 Y

C　 4 ．8 が ら立 ち上 が と）， 上位 に最大径

を もつ 。

普 通 （二次 焼成 ） ロ綾部 内面に煤

24

25

26

無形 土器 A 16 ．5 口綾部 は直 立 ぎみ に外反 し，上 目線部 内外面横 ナデ。 胴部 外面 多量 の黒色砂 ， ス 80％ （35 片）

B 19 ．7 位 で外 側へ 更に外 反す る　 頚部 へ ラ削 り後ナデ， 内面 ナデ。

目線部 内外 面弱い横 ナデ ，胴部

コ リア Ⅹ＋Y

60 ％ （28 片）

土 師　 器

無形 土器

土 師　 器

鮒 土 器 i

C　 5 ．7

A 15 ．9

A 19 ．5

0
内面に 稜 を有 し， 胴部上 半は薄

いつ く　r）で ある。

口緑 部 は直立 して 立ち上 が り，

赤 褐色 ，に ぷい橙

普 通 （二次 焼成 ）

多量 の砂 ， ス コリ

上位 で 外反す る。

目線 部 は直立 ぎみ に立 ち上 が る。

外面へ ラ削 り後ナ デ， 内面ナデ。l ア

暗赤褐 色

不 良 （三 次 焼成 ）

口綾 部内 外両横ナ ヂ後 ナデ。 胴　 長 石，砂

Ⅹ＋ Y

85％ （66片 ）

B （31 ．7 ） 胴部 は球 形 で，上半 の厚 さが 4 部 外面へ ラ削 り後 ナデ， 内面 ナ にぷい橙 色 Ⅹ＋Y

土 師　 器 mm と薄 く丁寧 なつ くりで ある。 デ。　　　　　　　　　　　　　 普 通 胴部 外面 に煤
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番 号 器　 杵 法巌いm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ㍉邑誘いつ叙戌 備　　　　　 考

27

婆 形土 器 A （14 ．3ラ 目線 部は 外反 し， 内面に胴 部 と 目線 部内 外面横ナ デ。 胴部 内外 多量の黒 色砂， 50 ％ （171日

B l7 ．0 の境 に稜 あ り　 胴部 は球形 で， 面ナ デ，胴 部下位 か ら底 部へ ラ にぷ い橙 色 Ⅹ＋ Y

上 帥　 器 C　 6 ．0
○

中位 に最 大径 を有す る。 ナデ 。 不良 （三 次焼 成） 外面の 胴下部 に煤

28

婆 形土器

土 師　 器

A 18 ．6 目線 部は頚 部 で くの字 に屈 曲 し ロ縁部 内外 面横ナ デ。 胴部外 面 多量 の黒 色砂，触 8 ％　 拍3片 ）

B　 21 ．6

C　 5 ．2

外 反す る。 胴部 はほぼ球 形 であ

る。

はへ ラ削 り後ナデ， 内 面ナデ 。 スコ リア

浅黄 橙色

不良 （三 次焼成 ）

Ⅹ＋ Y

29

無 形土器 A　2 0 ．7 日綾部 は外 反す る。胴部 は球 形 目線部 内外 面横ナ デ。胴部 外 面 砂，雲母 ，ス コリア 80 ％ （57 片）

B　2 6 ．8 を里 し　 底 部はや や 上二げ底 とな の上半 ナデ， 下半へ ラ削 生　 内 にぷ い橙色 Ⅹ＋ Y

土 師　 器 C　 7 ．3 †　　　一・一・一・一一
って い る。

面ナ デ。器 面は粗 い。 不良 （使用 に よる 胴 部中 央に三角 形

胴部下 半は 凸凹 で雉 をつ く　り。 二次 焼成 ） 状 のへ ラ記 号。

30

無 形土器 A　2 0 ．6 ロ綾部 は直 立 ぎみ に外 反 し　 内 ロ縁部 内外 面弱い横 ナデ 。胴部 多義 の黒色砂 80％ （30 片）

B　2 3 ．5 面に胴 部 との境 に稜あ り 外面 の上位へ ラナ デ， 中 ・下位 橙色 Ⅹ ＋Y

土 師　 器

l

C　 7 ．3 0
胴部 はいびつ な球 形で， 器厚 が

5 － 9 mm と准 なつ く　F）。

l

へ ラ削 り後 ナデ。胴 部内面 ナデこ

底 部付近 に粘 土 くず 付着。

普通 （三次 焼成 ） 内面 に斑点 状剥離

3 1

婆形 土器 A 15 ．6 ［＿］綾部 は外 反 し， 内面 は胴部 と 目線部 内外 面横 ナデ 。胴部 外面 黒色砂 ， スコ リア 65％ （33 片）

B　25 ．6 の境 に弱い稜 をもつ　 胴 部は い ハ＼ラ削 －）後ナ デ， 内面ナデ 。 明赤褐 色 Ⅹ ＋Y

土 師　 器 0
ぴつ な球形 であ る。

良好 （二次 焼成 ） 内面 に斑点状 剥離

32

褒形 土器

‡上　師　 器

A （18 ．6 ） ロ緑部 は直立 後，上 位 で外反す 日録部 内外面 弱い横 ナデ。 胴部 長石サ　多義 の砂 90％ （58片 ）

B　3 3 ．8 る。胴 部は球 形で， 底部 は平底 外面へ ラ削 ㌢）後ナヂ9　内面 ナヂ 赤褐 色 Ⅹ ＋Y

C　 8 ．2 であ る。胴部 上半 は薄 ら　 雑 な

つ くりで洩 る。

外面は粗 い。

i

不良 （三次 焼成）

33

甑形 土器 A 19 ．0 H 綾部 は肥厚 し複合 日線状 で あ 外 面はへ ラ削 り後， 目線部 か ら 多量の 黒色砂 ， ス 75％ （23片 ）

B 15 ．3 る　 胴 部は円 鐘形 で　 底 に径2 ． 胴部 中位 までナ デ。 内面ナ デ。 コ リア Ⅹ ＋Y

土 師　 器 C　 4 ．2
○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　†　　－
2 cm ほどの孔 があ る。孔は 焼成後

大 きく削 られ てい る。

にぷ い橙 色

良好

34

甑 形土 器

土 師　 器

A 18 ．0 目線部 は直立 ぎみ に立 ち上 が り 外商 は 目線部か ら胴部 中位 まで 細 砂， ス コ リア 75％ （2接 ‾）

B　27 ．5 上位 で 外反す る。胴 部は なだ ら ナ デ，下位 はへ ラ削 りでやや ミ にぷい橙 色 Ⅹ ＋Y

か に内攣 して お り， 最大径 は胴 ガキがか って いる。へ ラ削 りは， 良好 （割 れてか ら

部 中位 よ り上 にあ る。 雑 で器面 凸凹。 内面ナ デ。 三 次焼成 ）

3 5

甑 形土器

土 師　 器

A　 3 1．3 ロ緑部 は外反 し，上 位で更 に太 目線 部内 外面横 ナデ。 胴部 外面 多義の黒 色砂 8 5％ （4 3片 ）

B　 22 ．5 き く外 反す る。 胴部 は長 く，最 へ ラナデ， 内面 ナデ。 胴部 は凸 明赤褐 色 Ⅹ＋ Y

C　 8 ．4 太径 を中位 に もつ。 凹 で雑 なつ くり。 不良

36

甑形 土器

土 師　 器

A 17 ．4 日録 部 は外反す る。 胴部 は長 く， 目線部 内 外面横ナ デ。 胴部内 外 多量の黒 色砂， ス 8 5％ （48 片）

B　 22 ．8

C　 8 ．0

最大 径 を中位 に もつ 。頸部 を孔

が左 右対称 に 2 つ ある。底 部に

1 つ 直径 8 cm の孔 あ r）。

面へ ラナ デ。器面 は粗 い。 コ リア

橙 色

普 通 （二 次焼成 ）

Ⅹ＋ Y

37

杯　　 蓋

須 恵　 器

A 12 ．1 天井 と目線 の境 の稜 は， わずか ロ緑部 横ナ デ。天井 部 の屋は 回 白色の砂 ，細砂 100 ％ （7 片 ）

B　 5 ．0 に鋭 さ をもっ てい る　 日経端 部 転へ ラ削 りが及ん でい ないた め 灰 色 Y
O

は傾斜 し， わず かに 凹線状 とな

ってい る。

永挽 きの 凸凹が残 り，軽 い段状

をなす 。

普通

38

杯　　 身 A lO ．8 蓋受部 の先端 部 は鋭 さに欠 け る。 目線部 内外 面梼ナ デ。底部 は丸 白色の砂 ・細砂 90 ％ （9 片）

B　 4 ．7 口唇部 は わずか に凹線 状で ある く， 蓋受け部 の下 は予　回転 へ ラ 灰 色 Y

須　 恵　 器 r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O
内面 の水挽 き痕 は強 くな い。

削 りが及ば ない。 内面 中央部 に

1 ．5cm 位 の木 目庄痕 。

普通

双孔円板（第78図）

双孔円板は9　3点とも滑石製で板状を呈してお生　表e裏面および側線には擦痕が認められ，

側線は角ぼっている。3gは，長径31．Omme短径27。Ommの楕円形を里し9　厚さは4淵mmである。孔は

貫通したものが2個で，それぞれの近くに途中まで穿った跡がある。孔径は上5－2．0mmで重量は

8．0gである。抽ま，長径3LOmmの短径30．伽mの円形を呈し，厚さは5．0mmである。貫通孔が長軸
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第73図　西原遺跡第3号住居跡出土遺物実測図（1）
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方向の両端に2個あり，1万の孔の上位に同じ径の孔が途中まで穿ってある。孔径は1．5－2．0mm

で，重完は8・5gである。41は，長径28．0mm・短径24．0mmの桔円形を呈し，厚さは35．0mmである。

貴通孔が2凧　長軸方向の両端にあり，孔径は1．5－2．0mmで，重量は5．0gである。

第74回　西原遺跡第3号住居跡出土遺物実例図（2）
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第75図　西原遺跡第3号住居跡出土遺物実測図（3）
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第76回　西原遺跡第3号住居跡出土遺物実測図（4）
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第77図　西原追跡第3号住居跡出土遺物実測図（5）
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第78図　西原遺跡第3号住居跡出土遺物実測図（6）
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第4号住居跡　し第丹申日

本跡は，C2j6区を中心に確認された竪穴住居跡であ生　住居の南東部は北東へ延びる第2号藩

により切られている。南東9mに第3号住居跡が隣接している。

平面形は9　長軸3．92nl e短軸2．66mの隅丸長方形を里し，長軸方向はN…37．80－Wを指してい

る。壁はほぼ垂直に立ち上がり9　壁高は描画　どであ生　壁溝は検出されない。床面は亨　炉を中

心とする北西側がやや低くなっているほかは平班で，中央部2．2IllX2．2111の範囲が踏み固められ

かなl‖硬くなっている言炉は北西壁側に位置し，直径40ぐImの円形を呈し，4川ほど掘りくぼめら

れた地床炉である。焼土の堆積は薄く9　炉の底面は硬く焼けていなかった。床面および屋外から

ピ、：ノトは検出されていない。

本跡の覆土は黒褐色土と暗褐色土を主体とする土層でサ　著しく本校により擾乱選れている。焼

土粒子。炭化粒子の混入は微量である。

遣物は9　土師若及び土師器片64点雪　中石上互が出土している。土師器の器種は婆形土器の幻「形

土器㊧棒形土器である。土師器はいずれも小片で，壁に近い地点のものは覆土下位から9　床面中

央部のものは床面直上から出土している。出土遣物は出土状況から本跡に伴っていると思われる。

第4号住居跡出土土器解説表（第7叶￥＝

番号 器　 杵 法巌（cm） 器　 彬　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎十 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

1

無形土器

土 師　器

A （16．4） 日綾部はゆるくコの字状に外反 口縁部内外面横ナデ。 礫，砂 ，雲母 3 ％

する。口唇部に刻みが部分的に
認められる。

浅黄橙色

良好

Ⅹ

2
棒形土器

工 帥　器

Å（12．7 ） H 綾部は外反する。器肉は休部 汀線部内外面へラミグキ。 紬砂 2 ％

は摩いが，目線部は薄い。 赤色

良好

Ⅹ

内外面に赤彩

一一一一1（．う（）一一一
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第79回　西原遺跡第4号住居跡実測図・出土通物実測図
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第5号住居跡（第80図）

本跡は，D2f6区を中心に確認された竪穴住居跡で，北東10mに第4号住屠跡，南9mに第8号

住居跡が隣接している。

平面形は，長軸6．40rmの短軸5．09mの長方形を里し，長軸方向はN－500－Eを指している。壁

は垂直に立ち上がり，壁高は29cmほどで，壁溝は検出されていない。床面は平坦で，南側の一部

が硬いが，他は軟らかである。

炉は床の中央部に位置し，2つの炉が南北に並んで重複してお生　平面形が双円形状を呈して

いる。北側の炉は長径100cmの短径80cmの楕円形を里し言策さほ6cmである。南側の炉は，直径

50cmの円形を呈し，深さは6cmで，北側の炉に比べ小さい。底面の焼け具合は，北側の炉の方が

南側の炉より硬く焼けており，南側の炉は補助的に使用されたものと思われる。炉の北側と西側

に5か所，床が赤く硬く焼けているが，これは炉として使用したことによるのかどうかは判然と
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しない。

柱穴は，屋内・屋外から検出されていない。貯蔵穴は，東コーナー部に位置し，開口部の平面

形が直径52cmの円形を呈している。底径は16cm，深さは109cmで，開口部から83cmのところで段を

つくっている。貯蔵穴の覆土は焼土粒子，炭化物を多く含む黒褐色士で9　軟らかである。

本跡の覆土は，上も中層が黒褐色土，下層が暗褐色土でレンズ状に自然堆積している。床面か

らは，焼土城が4か所，および炭化材が検出されている。

出土遺物は，土師器および土師器片41点，土工7点である。土師器の器種は整形」二器・壷形土

器e短頸壷形土器の球形土器である。短頸壷形土器は完形または完形に近い形で9　貯蔵穴内から

1点9　貯蔵穴の北側，北東壁ぎわ床面から2点，南西壁ぎわの床面からした出土している。他の

土師器は，全体の器形を窺えるものはないが，床面または床面直上から出土している。土王は北

部床面から集中して出土している。出土遺物は出土状況から本跡に伴っているものと思われる。

第5号住居跡出土土器解説表　し第81図）

番号 器　 柾 法 義 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 十 ・色 調 ・焼 成 備　　　　　 考

1

棒 形 土 器

土 師　 器

A （11 ．4 ） 口綾 部 は 短 く， 外 反 す る 。 休 部 内 外 蘭 へ ラ ミガ キ。 細 砂 5 ％

は 半 球 形 で あ る。 赤 色

良 好

赤 彩 ， 内 面 に 斑 点

状 剥 離

2

短 頸 壷 形 A 12 ．4 ［1線 部 は 直 立 す る 。 胴 部 は 底 部 日 経 部 内 外 面 横 ナ デ 。 胴 部 外 面 砂 99％

土　　 器

土 師　 器

B　 8 ．7 か ら 内 攣 し な が ら 大 き く開 き， へ ラ削 r）後 ナ デ 。 内 面 ナ デ 。 橙 色 Y

C　 4 ．9 上 位 に 最 大 径 を有 し， くび れ る。 底 部 は 90 0 回 転 の へ ラ 掛仕上 普 通 （内 面 二 次 焼 内 面 に 赤 彩 ， 内 外

口綾 部 の 器厚 は 薄 い 。 成 ） 面 に 斑 点 状 剥 離

3

短 頸 壷 形 A 12 ．2 目 線 部 は 長 く， 直 立 し， 内 面 に 目 線 か ら 胴 部 中 位 ま で の 外 面 へ 多 義 の 砂 90％ （22片 ）

土　　 器

土 師　 器

B　 8 ．8 稜 を もつ 去　胴 部 は 内 轡 し な か ら ラ ミ ガ キ ， 以 下 へ ラ削 り後 ナ デ。 赤 色 Y

】C　 5 ・2

：Zl

立 ち上 が り， 上 位 に 最 大 径 を 有

し く び れ る 。 平 底 で あ る 。

内 面 へ ラ ミ ガ キ 。 普 通 （二 次 焼 成 ） 内 外 面 に 赤 彩 ， 内

面 に 斑 点 状 剥 離

4

短 頸 壷 形 A 12 ．6 日 録 は 長 く， 直 立 し， 上 端 は 尖 内 外 面 へ ラ ミガ キ ， 但 し底 部 付 細 砂 ， ス コ リア 90％ （5 片 ）

土　　 器

土 師　 器

B　 9 ．8 る 。 胴 部 は 横 長 な 球 形 で あ る。 近 へ ラ削 り後 ナ デ 。 内 面 の 下 位 橙 色 Y　 貯 蔵 穴 内

C　 6 ．1 丸 底 を 押 しつ ぶ し た 平 底 。 胴 部

は 肉 厚 で ， ＝ 縁 部 は 薄 い 。

へ ラ ナ デ 。 内 面 中 央 部 に 赤 色 で

＋ 細　 川扇 6 mm， 長 さ75m m ）

良 好 内 外 面 に 赤 彩

5

短 類 義 形 A 14 ．7 日 綾 部 は 外 傾 す る 。 胴 部 は 横 長 ロ綾 部 内 外 面 と 胴 部 外 面 横 位 の 礫 ， 細 砂 9 9％ （5 片 ）

土　　 器

土 師　 器

B　 8 ．7 な球 形 で ， 貴 大 径 を 上 位 に もつ 。 へ ラ ミ ガ キ ， 胴 部 内 面 放 射 状 に 赤 色 ， 橙 色 Y

C　 4 ．1 底 部 は 丸 底 を 削 っ た 平 底 。 薄 手

な つ く　りで あ る 。

へ ラ ミ ガ キ 。 普 通 （二 次 焼 成 ） 内 外 面 に 赤 彩 ， 内

面 に 斑 点 状 剥 離

6

婆 形 土 器

土 師　 器

Å （16 ．7 ） 目 線 部 は 直 立 ぎ み に 立 ち上 が り ロ綾 部 内 外 面 横 ナ デ 。 胴 部 外 面 礫 ， 細 砂 ， ス コ リ 5 ％ （5 片 ）

外 反 す る 。 へ ラ ナ デ ， 内 面 ナ デ 。 ア

橙 色

Y

7

壷 形 土 器

土　 師　 器 C　 5

底 部 は 小 さ な 平 底 で， 胴 部 は 球 胴 部 外 面 へ ラ 削 り後 ナ デ 。 長 石 ， 特 に 多量 の 30 ％ （17 片 ）

形 を 呈 す る も の と思 わ れ る 。 砂

橙 色

不 良 （二 次 焼 成 ）

Ⅹ ＋ Y

内 外 面 斑 点 状 剥 離
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第80図　西原遺跡第5号住居跡実測図
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第81図　西原遺跡第5号住居跡出土遺物実測図
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土玉（第81図）

土玉は，7点出土し，いずれもゆがんだ球形を呈している。　～用の3点は，一部欠損してお

り，孔の一方の緑には粘土がはみ出ており，孔は一方から穿たれたものと思われる。色調は浅黄

橙色または黒褐色で，胎土は細軌　砂を含んでいる。焼成は良好なものが多い。法墨は8が直径

26－27mm弓L径3－4mm。重義17．5g，9が直径24～27mm・孔径3－4mme重義15．5g，相が直

径25～26mm。孔径4・6－6・Omme重量15．0g，日が直径24－27mme孔径5mme重量14．5g，瑠2が直

径25～26mm。孔径4～5mm。重量12．0g，臓が直径24～26mme孔径4～5mm・重量10．5g，用が

直径25mm・孔径4～6mm e重量3gである。

第6号住居跡（第82図）

本跡は，D2g2区を中心に確認された竪穴住居跡で，北西7mに第7号住居跡が隣接している。

平面形は，長軸2．92m e短軸2．48mの隅丸長方形を里し，長軸方向はN－44．20－Eを指してい

る。壁はほぼ垂直に立ち上がり，壁高は約38cmであり，壁溝は検出されていない。床面は平坦で，

炉の東側で硬く踏み固められたところが検出された。炉は，床面中央から北西寄りに位置し，北

東方向へ3基の炉が連なって双円形状に検出されている。3基を合わせた炉の長径は1．55m，短

径0・85mで，炉床は床面とほぼ同じ高さで赤色に硬く焼けゴツゴツしている。3基の炉の新旧関

係は判然としない。なお，炉は住居の規模に比して大きな面積を占めているのが特色である。

ピットは3か所検出され，規模から柱穴と思われるが，明確にできなかった。PlとP2は南コー

ナーと北コーナーとの対角線上に位置している。Plは，平面形が直径30cmの円形を呈し，深さが

32cmほどである。Plの覆土中に微量の炭化粒子を検出した。P2は，平面形が直径30cmの円形を里

し，深さが33cmほどである。P2の覆土は暗褐色土で，上層に無形土器の底部片，下層に無形土器片

が出土している。P3は南西壁側に位置し，平面形が直径30cmの円形を里し，深さが46cmである。

P3の覆土は褐色土で，底面直上から無形土器片が出土している。

本跡の覆土は4層から成り，上位の3層は黒褐色土でレンズ状に堆積している。最下層は暗褐

色土が薄く堆積している。各層とも焼土粒子が多量に含まれている。

出土遺物は，土師器および土師器片69鳥　須恵器片2鳥土玉1点，滑石製の勾玉1点である。

土師器の器種は婆形土器・壷形土器。短頸壷形土器e棒形土器である。遺物は，西側部に集中し

ており，無形土器が特に多く出土している。完形に近い無形土器3個（巨5・冒）が，西コー

ナー部の覆土中位にかたまって出土し，いずれも目線部を斜め下方に向けていた。3は胴部の上

半が復元できた婆形土器で，27片が長径2．3m。短径1．6mの範囲に散らばって，床面およびP2

の覆土から出土している。出土遺物は，出土状況から本跡に伴うものと思われる。
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第6号住居跡出土土器解説表し第83・8非射

番号 器　 種 法 量 （em ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　　 考

1

無 形土 器 A （14 ．5 ） 口緑部 は直立 ぎみに立 ち上 が l）， 口綾部 外面横 ナデ， 胴部 外面へ 長石， 特 に多量の 85％ （7 片 ）

B　 26　4 上位 で 外反す る　 胴部 は肩 の張 ラケ ズ リ後丁寧 なナ デ　 内面へ 砂 Ⅹ

土 師　 器 C　 6 ．8 ○
る球 形 。平底 であ る。

0
ラナデ 。

にぷ い橙， 黒褐色

普 通

内 面に煤

2

棒 形土 器 A 13 ．7 ロ縁 部 は短 く， 外反 し，頸部 内 目線部 内外面 は横位 のへ ラ ミガ 細砂， スコ リア 85％ （6 片 ）

B　 6 ．4 面 に稜 を もつ　 胴部は 内攣 しな キ。休部 外面へ ラケ ズ リ　 内面 橙 色 Ⅹ

土 師　 器 C　 4 ．5 ○
が ら大 き く開 いて立 ち上 が る。

平底 で ある。

I
ナデ。 良好 目線部 内外面 は赤

彩

3

無 形土器 A 16 ．0 口綾 部 は外傾 して立 ち上 が り， 目線部 内外面横 ナデ 。胴部 外面 礫 ，細砂 ，黒 色砂 60％ （27片 ）

上位 で 更に大 き く外反 する　 頸 横 位のへ ラ削 り， 内 面横位 のへ 橙 ，赤 色 Ⅹ ＋ Y

土 師　 器 ○
部 内面 に弱い稜 を もつ 。胴部 は

球 形 を呈 する と思 われ る。

ラナデ。 普 通 （二次焼 成） 内外 面に斑点 状別

姓

4

無 形土器

土 師　 器

A （13 ．5 ） ロ綾 部 は大き く外反す る。胴部 口縁部内 外面弱 い横 ナデ。胴部 多量の 黒色砂 15％ （6 片 ）

は長 胴 で，毅 大径 を中位 に もつ。 外面へ ラ削 り後 ナデ， 内面へ ラ 浅 黄橙， 赤褐 色 Y

胴部 か ら頚部 へ と器肉が 薄 くな

り，段 状 を呈 してい る。

ナ デ。 不 良

5

無 形土器 A 18 ．9 目線 部は 外反 し， 胴部 はやや長 目線 部内 外面弱 い横 ナ デ。胴部 礫 ，砂 70 ％ （4 片 ）

い。 外 面へ ラ削 l）後ナ ヂ　 内面へ ラ 橙 色 Ⅹ

土 師　 器
，

ナ デ。粗雑 な調整 。 良 好 内外面著 しく磨 滅

6

葉形 土器

土 師　 器

胴部 は，球形 を呈 して いた と思 内 外面ナ デ。器面磨 滅 。輪積痕 細砂 ， ス コリア 15 ％ （3 片 ）

われ る。 の ある雑 なつ く り。 橙

不 良

Ⅹ

7

婆形 土器 A 1 7 ．4 目線部 は弱 く外反 する。胴 部は 口綾部 外面 弱い横 ナデ。 胴部外 礫， 多量 の細砂 ， 70 ％ （5 片）

B （2 3 ．8 ） 球 形 で，下半 が欠損 して いる。 面横位 のへ ラケ ズ リ後 ナデ。内 雲母 Ⅹ＋ Y

土 師　 器 面へ ラナデ 。 良 好 内面に斑 点状剥 離

8

無形 土器

土 師　 器

A （19 ．2 ） 日縁部 は頚部 で くの字に屈 曲 し， 目線部 外南 棟ナデ， 内面ベ ラナ 礫， 細砂， 雲母 15 ％ （2 片）

や や 外傾 して立 ち上 が り， 上位

で外 反 して水 平に なる。

デ。 灰褐 色

良好 （二 次焼成 ）

Y

9

無形 土器

土 師　 器

A 15 ．2 日綾部 は頚部 で くの字状 に屈曲 目線部 内外 面横ナデ 後ナ デ。胴 礫， 多量 の黒色砂 80 ％ （26 片）

し， 外反す る。胴部 は肩 の張 る 部外面 へ ラ削 り後ナ デ， 内面ナ 暗赤 褐色 Y

長 胴 であ る。 デ。 普通 外面 に煤

10

i

整形 土器

土 師　 器

A 18 ．6

！

目線部 は頚部 で くの字 に屈 曲 し， 口緑部 内外 面横ナデ 。胴部 外面 礫，砂 （多量 ） 60％ （29 片）

外反す る。胴部 はやや 長胴 であ

る。外 面に粘土 が付着 し， 器厚

が一定 してい ない。

へ ラ削 ぎ）， 内面ナデ 。

】

橙色

不良 （外面 に二次

焼成 ）

Ⅹ＋ Y

土玉（第84図）

紺ま直径28－34mmのほぼ球形を呈し，直径5～8mmの孔が賞適している。重量は29gである。

色調はにふい橙色で，胎土は細砂を含み，焼成は良好である。

勾玉（第84図）

12は言骨石製の板状のもので，法量は，長径40mm，短径21mm，厚さ4－5mm，重量6gである。

長軸の一端に直径約1．5mmの孔が貫通している。表・裏面に擦痕が認められ，滑らかになってい

る。側線には縦位のキザミ目が認められる。
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第82回　西原遺跡第6号住居跡実測図
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第83図　西原遺跡第6号住居跡出土遺物実測図（1）
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第84図　西原遺跡第6号住居跡出土遺物実測図（2）
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第晋号住居跡（第85図）

本跡は，Dleo区を中心に確認された竪穴住捌亦で，南東6mに第6号住居跡が隣接している。

本跡の南東壁に第1号土坑が重複しており，土層から判断して第1号土坑の方が新しく構築され

たと考えられる。

平面形は9　長軸5・27m e短軸4・39mの長方形状を呈し，長軸方向はN～720…Eを指している。

壁はほぼ垂直に立ち上が生　壁高は36cmほどである。壁溝は検出されていない。床面はほぼ平路

で普　軟らかくなっている。炉は床面中央部から北西寄りに位置し，平面形は長径30C一m・短径24cim

の楕円形を里し，床面をほとんど掘りくぼめない地床炉である。炉床は赤色に硬く焼けている。

炉の南西側の床が撹乱され，焼土ブロックが散乱しており9　南西側にも炉が存在していたとも思

われる。

柱穴は屋内の屋外から検出されていない。貯蔵穴は，開口部の平面形が直径50C・mの円形で，底

面が長径3捏me短径32cmの楕円形で言采さが60cmである。貯蔵穴の周囲は，床面よりやや盛り上

がっている。貯蔵穴内の覆土は，自然堆積を示す3層からな生　上層は軟らかい褐色土であり，

中も下層はやや締まっている暗褐色土である。

本跡の覆土は，自然堆積を示す4層からな生　レンズ状に堆積している。102層は黒褐色二L

304層が暗褐色土で，焼土粒子を少量含んでいる。床面の北側部に多数の炭化材と焼土城が6

か所検出された。炭化材などの出土状況から本跡は火災に遭ったものと思われる。

出土遺物は，土師器および土師器片24点で，器種は葉形土器。甑形土器e壷形土器の短頚壷形

土器・棒形土器である。遺物は壁付近では覆土中から，床面中央部では床面からの出土が多く，

5の整形土器は，中央部の床面のレベルから出土した破片に，壁ぎわの覆土中位から出土した破

片が接合している。棒形土器6点のうち4点は完形または完形に近い形で，貯蔵穴内底面や住居

跡床面から出土している。また，小形の甑形土器の臓も完形で床面から出土している。5の婆形

土器は本跡の壁ぎわが一部埋もれてから投棄されたと考えられるが，出土遺物の大部分は本跡に

伴うものと思われる。
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第7号住居跡出土土器解説表（第86・87図）

番 号 器　 種 法 量 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　　 考

1

棒 形 土 器

土 師　 器

A 14 ．2 休 部 は 内 攣 しな が ら立 ち上 が り， 目線 部 外 面 へ ラ ミガ キ ， 体 部 外 細 砂 ， ス コ リア 60 ％ （3 片 ）

B　 5 ．2 口緑 部 は 休 部 との 境 な く 直 立 す 面 へ ラ 削 りで 光 沢 あ り 。 内 面 へ 橙 色 Ⅹ　 貯 蔵 穴 内

C　 3 ．1 る 。 底 部 は 丸 底 を 一 削 り した 小

さ な平 底 で あ る 。

ラ ミガ キ 。 普 通 赤 彩

斑 点 状 剥 離

2

棒 形 土 器

土 師　 器

A 13 ．9 休 部 は 内 攣 しな が ら 立 ち上 が り， ロ綾 部 内 外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 細 砂 95 ％ （9 片 ）

B　 6 ．4 口 綾 部 は 休 部 との 填 な く直 立 す へ ラ削 り後 ナ デ ， 内 面 へ ラ ナ デ こ 赤 色， 浅 黄 橙 色 Y

C　 4 ．1 る 。 良 好 （二 次 焼 成 ） 底 部 に 煤

3

棒 形 土 器

土 師　 器

A 13 ．9 休 部 は 内 攣 し な が ら立 ち 上 が り， 目 線 部 外 面 へ ラ ミガ キ 。 体 部 外 細 砂 ， ス コ リア 90 ％ （6 片 ）

B　 6 ．9 上 位 で や や く び れ る。 口 綾 部 は 面 へ ラ 削 り 後 ナ デ ， 内 面 へ ラ ミ 橙 色 Ⅹ ＋ Y

内 そ ぎ状 で ， 外 反 す る 。

頚 部 内 面 に 稜 を もつ 。

ガ キ。 普 通 外 面 に 煤 ， 内 面 に

斑 点 状 剥 離

4

棒 形 土 器

土 師　 器

A 12 ．8 休 部 は 球 形 で ， 口 緑 部 は 短 く， 口 綾 部 外 面 弱 い 横 ナ デ 。 体 部 外 黒 色 砂 ， ス コ リア 95％

B　 8 ．8 直 立 す る 。 頸 部 内 面 に 稜 を も つ。 面 へ ラ削 り後 ナ デ 。 器 面 は 粗 い 。 橙 色 Y

C　 2 ．9 底 部 は 丸 底 を削 っ た 平 底 で あ る。 普 通 （二 次 焼 成 ） 外 面 上 位 に 煤 ，

内 面 に 斑 点 状 剥 離

5

無 形 土 器

土 師　 器

A 18 ．6 目線 部 は 外 反 し， 上 位 で 更 に 外 目 線 部 内 外 面 横 ナ デ 。 胴 部 外 面 黒 色 砂 ， ス コ リア 6 0％ （18片 ）

B　 2 1 ．4 反 す る 。 胴 部 は 球 形 で ， 底 部 は へ ラ 削 り 後 ナ デ ， 内 面 へ ラ ナ デ 。 橙 色 Ⅹ ＋ Y

C　 7 ．4 平 底 で あ る 。 普 通 底 部 に 煤 ， 内 面 に

斑 点 状 剥 離

6

無 形 土 器

土 師　 器

A （16 ．4 ） 口 綾 部 は や や 外 反 し， 上 位 で 大 口綾 部 内 外 面 弱 い 横 ナ デ 。 胴 部 礫 ， 多量 の 砂 ， 窯 3 5％ （13片 ）

き く 外 反 す る 。 器 肉 は 胴 部 が 薄 外 面 へ ラ削 り後 ナ デ ， 内 面 ナ チこ 色 砂 Ⅹ ＋ Y

く， ロ 綾 部 が厚 くな っ て い る 。 外 面 調 整 は 雑 。 赤 禍 ， 橙 ， 灰 褐 色

不 良 （二 次 焼 成 ）

外 面 に 煤

7

無 形 土 器

土 師　 器

A 15 ．6 ロ 緑 部 は 頸 部 で く の 字 に 屈 曲 し 口緑 部 内 外 面 弱 い 横 ナ デ 。 胴 部 黒 色 砂 ， ス コ リア， 40 ％ （5 片 ）

外 傾 す る 。 胴 部 は 内 攣 し な が ら

直 立 す る 。

外 面 へ ラナ デ ， 内 面 ナ デ 。 に ぷ い 橙 色

良 好 （二 次 焼 成 ）

Ⅹ ＋ Y

8

無 形 土 器

土 師　 器

A 15 ．4 口 緑 部 は 外 傾 す る。 胴 部 は 長 胴 目 線 部 内 外 面 弱 い 横 ナ デ 。 休 部 礫 ， 多 量 の 砂 ， 黒 60 ％ （22 片 ）

B 1 9 ．8 で あ る 。 器 肉 は ， 胴 部 が 薄 く， 内 外 面 へ ラ ナ デ 。 休 部 外 面 は 凸 色 砂 ， ス コ リア Y

C　 6 ．1 頸 部 が 肥 厚 し て い る。 凹 で， 雑 な 調 整 。 に ぷ い 赤 褐 色

不 良 （二 次 焼 成 ）

外 面 に 煤

9

無 形 土 器

土 師　 器

A （21 ．6 ） 口 緑 部 は 外 傾 す る 。 胴 部 は 内 攣 ロ 緑 部 内 外 面 弱 い横 ナ デ 。 胴 部 多量 の 砂 ， 黒 色 砂 10％ （5 片 ）

し な が ら 直 立 す る 。 内 外 面 ナ デ 。 外 面 は 凸 凹 で 雑 な

調 整 。 内 面 に 輪 積 み 痕 。

橙 色

不 良 （二 次 焼 成 ）

Y

10

婆 形 土 器

土 師　 器

A （23 ．6 ） ロ綾 部 は 頸 部 で くの 字 状 に 屈 曲 口 綾 部 内 外 面 弱 い 横 ナ デ 。 胴 部 多 量 の 細 砂 ， ス コ 20％ （8 片 ）

し， 直 線 的 に 外 反 す る 。 頸 部 内 外 面 へ ラ ナ デ ， 内 面 ナ デ 。 リア Ⅹ

面 に 弱 い稜 を もつ 。 橙 色

不 良 （二 次 焼 成 ）

内 外面 著 し く磨 滅

11

甑 形 土 器

土 師　 器

A　 2 1 ．4 日録 部 は 短 く， 胴 部 か ら な だ ら 口 緑 部 外 面 ナ デ ， 休 部 外 面 へ ラ 黒 色 砂 ， ス コ リア 60％ （25片 ）

B　 2 2 ．9 か に 外 反 す る 。 底 部 は 大 き く孔 削 り後 ナ デ 。 内 面 ナ デ 。 橙 色 Ⅹ ＋ Y

C （8 ．0 ） が あ け ら れ て い る 。 良 好 外 面 に 煤

12

甑 形 土 器

土 師　 器

A 17 ．8 ス りバ チ 形 で ， 底 部 に 直 径 4 cm 口綾 部 内 外 面 弱 い 横 ナ デ 。 胴 部 黒 色 砂 ， 多量 の 砂 100 ％

B　 8 ．1 の 孔 が あ る 。 孔 は 六 角 形 状 で あ 内 外 面 へ ラ ナ デ 。 器 面 は 粗 く， に ぷ い 橙 色 Y

C　 4 ．1 る 。 目 線 部 は 内 そ ぎで 内 面 に 稜

を も つ 。

雑 な 調 整 。 普 通 （二 次 焼 成 ）
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第86図　西原遺跡第7号住居跡出土遺物実測図（1）

ー173－

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！



0　　　　　　　10cm

」＿“＿＿＿＿土＿＿＿＿＿＿＿j

第87図　西原遺跡第7号住居跡出土遺物実測図（2）

－17十一



第8号住居跡（第88図）

本跡はD2〕6区を中心に確認された竪穴住居跡で，北側11mに第5号住居跡が隣接している。

平面形は，長軸4．54Ill・短軸3．69111の長方形を呈し，長軸方向はN－45．50－Eを指している。

壁はほぼ垂直に立ち上がl），壁高は北東壁で26川，南西壁で21C一mであり，壁藩は検出されない。

床面は平川でや、凸凹しており，硬い部分は認められなかった。炉は北コーナーと南コーナーを

結ぶ線上の北コーナー側に2基並んで検出された。北側の炉は，長径80川，短径55cmの楕円形を

皇し，深さ9cmほど掘りくぼめられた地床炉である。炉床部は一部撹乱されているが赤色に焼け

ている。南側の炉2は，長径80cmゆ短径60cmの双円形状を里し，炉が重複していたとも考えられ

る。炉床部はほぼ床面と同レベルで，炉1より赤色に硬く焼けている。その他に床面が点状に赤

色に焼けた所が炉1の南側と床面の南西部の2か所に検出されている。

貯蔵穴は東コーナー部に位置し，開口部の平面形は，長径65cm・短径55cmの楕円形で，底面は

直径20cmの円形である。深さは50cmで9　深くなるほど狭く掘られている。西側の開口部が広くな

っているのは撹乱のためと思われる。貯蔵穴内の覆土は，上層が暗褐色土，下層が褐色土を主体

とし，レンズ状に自然堆積している。柱穴は，床面・屋外から検出されていない。

本跡の覆土は，大きく　3層に分けられ，上層が黒褐色土，中・下層が黒褐色土で，レンズ状に

自然堆積している。下層には多量の焼土粒子が含まれており，また南東壁ぎわに長径55cm9　短径

40emの焼土地が検出されているので，本跡は火災に遭ったものと思われる。

出土遺物は，土師器および土師器片接点　須恵器片1点である。土師器の器種は無形土器の甑

形土器・棒形土器であり，須恵器の器種は壷である。土師器は北コーナー部付近に集中し，完形

か完形近くに復元できるものが多く出土している。北東壁ぎわの床面には，完形の棒形土器3

点が日録部を上にしてかたまって出土している。また北コーナー付近の床面から，ほぼ復元でき

た甑形土器1点と蛮形土器2点が押しつぶされた状況でかたまって出土している。出土遺物は出

土状況から本跡に伴うものと思われる。

第8号住居跡出土土器解説表（第89図）

番号 器　 楯 法量 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

1

棒形土器

土　師　器

A　 12．2 休部は内轡しなから大 きく開 目線部外面へラミガキ，体部外 細砂 100％

B　　 5．9 いて立ち上がり，上位に最大 面へラ削 り後ナデ，内面へラミ 赤色 Y
径を有する目線部は内傾する。

丸底である。

ガキ 良好 （二次焼成） 内外面に赤彩

内面に斑点状剥離

2

棒形土器

土　 師 器

A　 12，2 休部は内攣 しながら大 きく開 目線部内外面弱い横ナデ。休部 砂 100％

B　　 6．0 いて立ち上がり，上位で最大 外面へ ラ削 り後ナデ，内面ナヂ 赤色 Y
C　　 2．0 径となる。口綾部は内傾する。

底部は丸底を削った平底。

良好 （二次焼成） 内外面に赤彩

内面に斑点状剥離

3

棒形土器

土　師 器

A　 13．5 休部は内攣 しなが ら大きく開 口緑部内外面横ナデ。休部外面 砂 10 0％

B　　 6，8 いて立ち上がり，上位で最大 へラナデ，内面ナデ。 赤褐色 Y
径 となる。口縁部は内傾する。

全体的に薄手のつくりである。

普通 内外面に赤彩

外面に煤
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番号 器　 種 法義　行m ラ 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　　 考

4

短頸童形 A　　 9．8 休部は球形で， 目線部は休部 目線部内外面へ ラナナ予　体部外 砂 100 ％ （5 片）

土　　 器 B　 lO．4 から上へはみ出た程度である。 面へ ラ削 り後ナチ． 赤褐色 Y

土　師 器
丸底． 良好 内外面に赤彩

内面に煤

5

塗形土器 Å　ぐ16．31 日録部は外傾する。胴部は上 目線部内外面へラナデ。胴部外 礫，多義の砂 80％ （51片）

土　師　器
位に最大径をもつ長胴である。 面へラ削 り後ナデ，内面ナデ。 暗赤鳩，橙色 Y
胴部の輝きは4 ～7 m で下部

が薄 くなっている。

不良 （二次焼成） 外面に煤

6

無形土器 A　 i7．4 ロ緑部は外反し，上位で更に 目線部内外面弱い横ナデ。胴部 礫，細砂 70％ （20片）

土　師 器
外反する。胴部は球形である。 外面へフ削 り後ナデ，内面へラ

ナデ。

明赤褐色

普通 （二次焼成）
Y

7

甑彬土器 A　 19．3 ロ綾部は外反する。胴部は長 口緑部内外面横ナデ。胴部外面 礫，多義の砂，雲母 70％ （25片）

土　師 器

B　 21．5 胴で底に大きい孔があいてい へラ削 り後ナデ，内面ナデ。胴 浅黄橙色 Y
C　　 8．4 る。胴部は器厚が 4 － 9mmで

いびつな器形である。

部上位に彫刻刀の丸刀で削った

ような凹状の削勺痕。

良好

8

褒形土器

土　師　器

A　 15．0 目線部は外反する。 目線部内外面横ナデ。胴部へラ 礫，砂 45％ （7 片）

削 l）後ナデ，内面へ ラナデ。 橙

普通 （二次焼成）
Y
内外面に煤
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第89回　西原遺跡第8号住居跡出土遺物実測図
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第9号住居跡（第90図）

本跡はD3h5区中心に確認された竪穴住居跡で言東側28mに5号性別亦，南側14mに第14号土坑

が隣接している。

平面形は9　長軸7・06m e短軸5．35mのやや角のまるまった長方形を呈し，長軸方向はN－58．30

…Eを指している。壁はほぼ垂直に立ち上がり，壁高は25cmほどである。壁下に軟らかを部分が

認められたが言昆入物が認められず壁溝と判断できなかった。床面は平坦で硬い。炉は9　北東壁

寄りに位置し，平面形が長径56cm。短径50cmの楕円私　深さが10cm，断面形が皿状を呈した地床

炉である。炉の覆土は2層でレンズ状に堆積しており，上層は6cmほどの厚さの焼土で9　下層は

4cmほどの厚さの焼土粒子を多量に含む褐色土である。炉1は掘り込みを含む長径70cm e短径60

cmの楕円形の範囲が，赤色に硬く焼けている。炉床はラ　はじめ平坦な床面を利用した徽　掘り込

まれたものと思われる。炉2ほ，平面形が長径28cm e短径23cmの楕円形を里し，掘り込みがなく

炉床が赤色に硬く焼けている。炉3ほ9　平面形が長径50cm。短径30cmの楕円形を里し，炉2同様

掘り込みがなく，炉床が赤色に硬く焼けている。炉4は，平面形が長径70cme短径50cmの楕円形

を里し，炉2同様掘り込みがなく，炉床が赤色に硬く焼けている。

ピットは3か所検出され9　規模や配置などから東コーナーのPlは貯蔵穴と思われるが，P2。P3

は性格不明のピットである。貯蔵穴の開口部の平面形は，長径52cmも短径50cmのほぼ円形で，底

面が長径30cmの短径26cmの楕円形を呈している。また深さは80cmで9　深くなるほど狭く掘られ，

底面は平坦になっている。貯蔵穴の覆土は暗褐色土の単一層で，人為的な堆積の状況を示してい

る。P2ほ，東コーナー部の壁にそった掘り込みで，平面形が長径42cme短径40cmの方形を里し，

深さが13cmほどである。P2の覆土は暗褐色の単一層で，。ームブロックが含まれている。P3ほ北

東壁寄りに位置し，平面形が長径36cm・短形30cmの楕円形を呈し，深さが17cmほどである。

本跡の覆土は，大きく3層に分けられ，1部撹乱もあるが，ほぼ自然堆積の様相を示している。

上層が黒褐色二L　中0下層が暗褐色土で焼土粒子および炭化粒子が少量含まれている。床面には

30cmほどの長さの炭化材が多数検出されており，本跡は火災に遭ったものと思われる。東コーナ

ー部に径20cmほどの粘土塊が，壁の上部から，P2の覆土上面に傾斜して検出されている。

出土遺物は，土師器および土師器片275鳥　土玉10鳥　滑石製の紡錘車1点。臼玉1点e勾玉

2点，砥石3点である。土師器の器種は，整形土器。小形葉形土器e甑形土器e壷形土器e短頸

壷形土器の鉢形土器e球形土器e手捏ね土器である。土師器は，完形または完形に復元できるも

のが多く，酋コーナー付近を除く床面全体から出土し，特に，北部に集中的に出土している。婆

形土器の胴部から下を欠損したもの8点が，炉の周囲の北コーナー部床面に目線部が上になった

状態や，横になった状態で出土している。これらの婆形土器は全体的にかなり強く三次焼成を受

けており，土器の中に，焼土粒子を多量に含む暗褐色土が第90図のように入っているものもある。
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壷形土器2点と甑形土器2点は，炉の近くの床面に押しつぶされた状況で出土している。棒形土

器は完形またはほぼ完形に復元されたものが23点で，このうちの多くは，炉北側床面に目線を上

にしてかたまって出土している。棒形土器3点が東コーナー部の粘土塊の出土した北側の床面に

折り重なって出土している。土玉はほとんど完形品で，床面北側にまばらに出土している。手捏

ね土器の7点は完形品で，床面中央部の南側，東西3．5mも南北1．1mの範囲の床面から覆土にかけ

て日録を上や下にして出土している。勾玉2点は，それぞれ手捏ね土器とともに覆土内から出土

している。紡錘車は北コーナー部，砥石は北西壁付近の覆土内から出土している。臼玉は床面を

精査している時に検出されたものである。祭祀に関係する遺物が比較的多く出土している。

第9号住居跡出土土器解説表（第91－96図）

番 号 器　 種 法 巌 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

1

棒 形 土 器 A　 13 ．1 休 部 は 内 攣 しな が ら立 ち上 が り， ロ 緑 部 内 外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 礫 ， 細 砂
99元

B　　 5 ．1 休 部 上 位 に 最 大 径 を 有 す る　 口 へ ラ削 r）　 内 面 放 射 状 に へ ラ ミ 明 赤 褐 色 Y

土　 師 器
〇

線 部 は 内 攣 す る 。 丸 底 で あ る 。
†

ガ キ 。
良 好 （二 次 焼 成 ） 内 外 面 に 赤 彩

2

棒 形 土 器 A　 12 ．4 休 部 は 内 攣 し な が ら立 ち 上 が り， 口 緑 部 内 外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 細 砂 65％ （6 片 ）

B　　 5 ．3 休 部 上 位 に 最 大 径 を 有 す る 。 口 へ ラ削 り， 内 面 放 射 状 に へ ラ ミ 赤 褐 色 Y

土　 師 器

C　　 3 ．3 縁 部 は 内 攣 す る 。 底 部 は 小 さ な

平 底 で あ る 。

ガ キ 。 普 通 内 外 面 に 赤 彩

3

棒 形 土 器 A　 12 ．6 休 部 は 内 攣 し な か ら立 ち 上 が り， 外 面 口 縁 部 で 横 ナ デ ， 休 部 で へ 細 砂 99％ （6 片 ）

B　　 5 ．1 休 部 上 位 に 最 大 径 を有 す る 。 口 ラ 削 り ， 内 面 放 射 状 に へ ラ ミガ 赤 色 Y

土　 師 器

C　　 3 ．0 緑 部 は 内 攣 す る 。 底 部 は 小 さ な

平 底 で あ る 。

キ 。 普 通 （二 次 焼 成 ） 赤 彩

内 面 に 斑 点 状 剥 離

4

棒 形 土 器 JA　 12 ．8 休 部 は 内 轡 しなが ら立 ち上が と），体 目 線 部 内 外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 多 量 の 細 砂 98％ （10片 ）

B　　 5 ．6 部 上 位に 最 大 径 を有す る。 ロ縁 部 へ ラ 削 り後 ナ デ ， 内 面 放 射 状 に 赤 色 Ⅹ ＋ Y

土 師 器

C　　 3 ．2 は 内 攣 す る 。 底 部 は 小 さ な 平 底 へ ラ ミガ キ 。 休 部 と 日綾 部 の 器 良 好 底 部 外 面 を 除 く全

で あ る。 肉 は 薄 く均 一 。 面 に 赤 彩

5

棒 形 土 器 A　 12 ．4 休 部 は 内 轡 し な が ら立 ち 上 が り 目 線 部 内 外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 細 砂 100 ％

B　　 5 ．2 大 き く開 く。 目線 部 は 器 厚 を 薄 へ ラ 削 り， 内 面 放 射 状 に へ ラ ミ 赤 ， 橙 色 X

土 師 器

C　　 3 ，9 く し 内 傾 す る 。 外 面 に 稜 を も つ

小 さ な 平 底 で あ る 。

ガ キ 。 良 好 内 外 面 に 赤 彩

6

棒 形 土 器 A　 13 ．7 休 部 は や や 外 傾 しな が ら 立 ち上 目 線 部 内 外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 礫 ， 砂 ， 雲 母 98％ （2 片 ）

B　　 5 ．6 が －上　 体 部 上 位 で 貴 大 径 と な る へ ラ 削 年後 ナ デ ， 内 面 放 射 状 に 明 赤褐 色 Y

土　 師 器

口緑 部 は 直 立 ぎみ に 立 ち 上 が り

や や 外 反 す る 。

へ ラ ミ ガ キ 。 普 通 底 部 外 面 を除 く全 面

に 赤 彩

rl！

棒 形 土 器 A　 14 ．0 休 部 は 内 攣 して 立 ち 上 が り大 き 口 綾 部 内 外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 礫 ， 多量 の 細 砂 9 9％ （3 片 ）

B　　 5 ．4 く開 く。 目 線 部 は 短 く， 直 立 後 へ ラ 削 り。 内 面 へ ラ ナ ヂ 内 外 面 に ぷ い 赤 褐 色 Y

土　 師 器

C　　 4 ．2 大 き く外 反 し， 外 面 に 稜 を もつ 。

小 さ な平 底 。

と も光 沢 あ り 。 普 通 （二 次 焼 成 ） 底 部 外 面 を除 く全

面 に 赤 彩

8

ま不形 土 器 A　 14 ．4 休 部 は 内 攣 して 立 ち 上 が り， 上 目線 部 内 外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 多 量 の 細 砂 90 ％ （6 片 ）

B　　 6 ．1 位 で や や くび れ る 。 口緑 部 は ゆ へ ラ 削 r）， 内 面 ナ デ 。 橙 色 Y

土　 師 器

る や か に 外 反 し， 内 面 に稜 を も

つ 。 薄 手 なつ く り 。

普 通 （二 次 焼 成 ） 口 緑 部 外 面 と 内 面

に 赤 彩

9

棒 形 土 器 A　 13 ．4 休 部 は 内 攣 し て 立 ち 上 が り， 上 口縁 部 内 外 面 弱 い 横 ナ デ 。 休 部 礫 ， 特 に 多 量 の 細 99 ％ （4 片 ）

B　　 6 ．2 位 で や や く び れ る 。 目 線 部 は や 外 面 へ ラ 削 り， 内 面 へ ラ ナ デ 。 砂 Ⅹ ＋ Y

土　 師 器

や 外 傾 す る。 薄 手 な つ く りで あ に ぷ い 橙 色 底 部 外 面 を除 く全

る 。 普 通 （二 次 焼 成 ） 面 に 赤 彩

10

ま不形 土 器 A　 15 ．1 休 部 は 内 攣 し て 立 ち上 が り， 上 口綾 部 内 外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 細 砂 65 ％ （6 片 ）

B　　 6 ．4 位 で や や く び れ る。 目 線 部 は ゆ へ ラ 削 り後 ナ デ ， 内 面 へ ラ ミガ 赤 褐 色 Y

土　 師 器

C　　 5 ．8 る く外 反 し端 部 が 尖 る 。 全 体 的

に 薄 手 な つ く りで あ る 。

キ 。 普 通 （二 次 焼 成 ） 内 外 面 に 赤 彩

内 面 に 斑 点 状 剥 離

－180－



番号 器　 種 法義 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

ユl

棒 形土 器 A　 14 ．8 休部 は 内攣 して立 ち上 が り，上 外面 口緑部 で横 ナデ， 休部 でへ 細砂 （多量 ） 90 ％ （7 片）

土　 師 器

B　　 6 ．4 位 で最大径 となる。 口綾部 は大 ラ削 り。 内面ナ デ。 赤色 Y
き く外反 し内面 に稜 を もつ 。薄

手 で丁寧 なつ く　り。

普 通 （二次 焼成 ） 内 外面に赤 彩

12

棒 形土器 A　 ll ．4 休部 は内攣 しなが ら立 ち上が －）

ふ　　　　　　　　　　　　　　　′

内外面 へ ラナデ， 底部 はへ ラ削 黒色砂 ， 多量 の砂 100 ％

土　 師 器
B　　 5 ．7

C　　 4 ．7

上位 で最大 径 とな 生　 や や くび

れ る。 口緑 部は 外傾 し内面 に稜

F）で雑 な調 整。
赤 色

Ⅹ

底部 外面 を除 く全

をもつ。 いびつ であ る。 普通 面に赤 彩

13

棒形 土器 A　 14 ．5 休 部 は内攣 して立 ち上 が り， 上 目線部 内外面 横ナ デ 。休 部外面 多量の細砂 95％ （4 片 ）

土　 師 器

B　　 6 ．4 位 で貴 大径 とな る。 ロ緑 部は 短

く，外 反す る。薄 手で丁 寧な つ

くりであ る。

へ ラ削 り， 内面ナ デ。 にぷ い黄橙 色

普通

Ⅹ

14

ま不形土 器 A　 14 ．1 休 部は 内攣 して立 ち上 り，上位 日録 部 内外面横 ナデ 。休部 外面 細砂 90 ％ （6 片）

土　 師 竃

B　　 7 ．7 でやや くびれ る。 口綾部 はやや へ ラ削 り，内面 へ フナデ。 橙 色 Y
外反す る。薄 手なつ く　り。 良好 赤 彩

内面に斑点 状剥離

15

棒 形土器

土　 師 器

A　 12 ．2 休部 は 内攣 しなが ら立 ち上 が り， ロ縁部内外面横ナテこ　休 部外 面へ 細砂， 雲母 100 ％

B　　 6 ．1 上位 で最 大径 とな ってやや くび ラ削 り後 ナデ， 内面へ ラナ デ。 橙 色 Y

C　　 4 ．5 れ る。 目線 部 は短 く， 外傾 し，

内面 に稜 を もつ 。

良好 口唇部 磨滅

斑点状 剥離 （内面 ）

16

棒 形土器 A　 14 ．5 休部 は半球 形 で， 口綾部 は短 く， 外面 口綾部 で横ナ デ。休 部 でへ 多量の細 砂 95％ （26片 ）

土　 師 器

B　　 6 ．9 外反 す る。 全体 的に薄 手 なつ く フ削 り。 内面 放射 状にへ フ ミガ 赤 ・浅黄橙 色 Y
リで， 口唇部 は辛 抱 であ る。 キ。 普通 内外面 に赤彩

外面下 半に煤

17

棒 形 土器

土　 師 器

A　 12 ．5 休 部 は内攣 しながら立ち上が る。 外面へ ラ削 り後ナ デ。 内面へ ラ 多量 の黒 色砂 100 ％

B　　 5 ．8 口綾部 は直立 して尖 る。 底部 は ナ デ。 赤色 Y

底 部外面 を除 く全

面 に赤彩

C　　 4 ．8 丸 底風 の平底 で ある。

厚 手 なつ く　りであ る。
普 通

18

棒 形土 器

土　 師 器

A　 12 ．2 休 部は 内攣 しなか ら立 ち上 が り， ロ綾部 内外面横 ナデ 。休部 外面 特に 多量の 黒色砂 100 ％

B　　 6 ．8 上 位で貴 大径 とな りやや くび れ へ ラ削 り後ナ デ，内面へ ラナ デ。 橙 色 Y

C　　 3 ．8 る。 口綾 部はや や外傾 し， 尖 る。

内面に稜 を もつ 。

普 通 （二次 焼成 ） 口唇 部磨 滅

19

棒 形土 器

土　 師 器

A　 12 ．4 休部 は内攣 して立 ち上 が F），上 外面へ ラナデ，底 部 でへ ラ削 り。 黒色砂 9 8％ （9 片 ）

B　　 7 ．0 位 で最大径 となる。 目線部 は短 内面へ ラナデ。 赤 色 Y

C　　 5 ．8 く， 直立 し尖 る。内面 に稜 ，外

面 に段 を残 す。

普通 （二次 焼成 ） 底 部 内外面 を除 き

赤 彩

2 0

チ不形 土器 A　 13 ．1 休部 は内攣 しなが ら立 ち上がる。 外面 の 目線部 横ナ デ，休 部ナ デ 。 黒色 砂， ス コ リア 4 0％ （4 片 ）

Ⅹ口綾 部は直 立 して尖 り　 内 面に 内面へ ラナ デ。 赤色

土　 師 器 †
稜 を もつ。厚 手 なつ くと）であ る。 良好 内外面 に赤彩

21

ま不形 土器 A　 ll ．9 休部 は肉厚 な半球 形 で上 位 で外 ロ綾部 内外面 横ナ デ。休 部内 外 黒色 砂， 多量 の砂 99 ％

土　 師 器

B　　 6 ．4 側が え ぐれ器 厚 を減ず る。 口緑 面 へ フナで。 底部付 近へ フ削 り。 にぷ い黄橙 色 Y

C　　 4 ．4 部は短 く， 外傾す る。底 部 は丸

底 ぎみ の平底 で ある。

内面に粘 土 くずが付 着 し，雑 な

調 整。

良好

22

棒 形土 器 A　 12 ．1 休 部 は内攣 して立 ち上が り，上 目線部 内外面横 ナ デ。休部 外面 多量 の細砂 98％ （15片 ）

土　 師 器

B　　 7 ．4 位 で最 大径 とな ってやや くび れ へ フ削 り後ナ ナ， 内面へ フナデこ ス コ リア Y

C　　 3 ．0 る。 口綾 部は 短 く， 直立 し尖 る 赤色 煤付着， ロ綾部 に

底 部は丸 底風 平底。 普通 乱 射 犬剥 離

23

24

棒 形土 器 A　　 9 ．9 休 部は 内攣 しなが ら立 ち上 が る。 ロ緑 部 内外面へ ラ ミガ キ。休 部 多量の 細砂 98 ％ （3 片）

B　　 5 ．1 口綾部 は休 部 との填 な く直立 し 外面 へ ラ削 り後 ナデ， 内面へ ラ 黒色砂 Y

土　 師 器

小 形婆形

C　　 4 ．7

A （13 ．2 ）

て尖 る。 底部 は丸底 を平 らに削 ナ デ。

目線部 内 外面横 ナデ。 胴部 外面

赤色 底部 外面 を除 く全

る。厚手 なつ く　と）。 普通 面 に赤彩

休部 は直立 ぎみに立 ち上がり，上 細砂 70％ （14片 ）

Ⅹ

黒色処 理

土　　 器

土　 師 器

B　 lO ．3

C　　 6 ．5

位 で最大径 とな り くびれ る。 ロ

緑部 は外傾 し， 頚部 内面 に稜 を

もつ 。平底 で ある。

へ ラ削 り後 ナデ， 内面 へ ラナデ二 にぷ い黄褐色

不 良

一181－



番号 器　 種 法呈 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

25

l
小 形無形 A　 14 ．2 口綾部 は短 く，やや 外反 す る。 外面へ ラ削 l）後 ナデ， 内面 ［］縁 多義の和砂，黒色砂

l
99 ％

土　　 器 B　 ll ．1 胴部 は内攣 して立 ち上が i），上位 部 で横 ナデ ，胴部 でへ ラナ デ。 橙 ，黒 色 Y

土　 師 器 C　　 4 ．9 でやや くびれ る。 良 好 （二次焼 成） 内外面に煤

26

小形 無形 A （1 1．8 休 部は 内攣 しなが ら直立 ぎみ に 外面ナ デ， 内面へ ラナ デ。底部 多義の細 砂
l
75％ （5 片）

土　　 器

土　 師 器

B　　 7 ．3 立ち上が l），上位 で最 大径 とな り へ ラ削 り。 スコ リア Y

C　　 6 ．0 くびれ る。 ［］緑部 は外反 して，

頚 部内 面に稜 を もつ 。

浅 黄橙 色

普通 （三 次焼成 ）

底 部に煤

27

小形壷 形

C　　 5 ．4

胴部 は底 部か ら角度 を強め なが 胴部外 面へ ラ削 り後ナ デ，内面 細砂 ，黒 色砂 60 ％ （19 片）

土　　 器

土　 師 器

ら内攣 し，最 大径 を上 位 に もつ

平 底で ある。

へ ラナ デ。 浅黄橙 色

良好

Y

28

鉢 形土 器

土　 師 器

A　 18 ．4 胴部 は 内攣 しなか ら立 ち上 が り 外面へ ラ削 f）後ナ デ， 内面ナデ 特 に多量 の細砂 80 ％ （14片 ）

B　　 8 ．8 日綾 部 も内攣す る。平 底 であ る。 浅黄橙 色

不良 （二次 焼成 ）

Ⅹ ＋Y

29

手　 捏 ね A　　 6 ．0 土器 の底部 だけ の ような器形 てこ 底 部平 らにナ ヂ調整 ，他 は凸凹 。 紬砂 100 ％

土　　 器 B　　 2 ．9 断面 形が 凹状 を呈 し， 目線部 が 内面に棒状 工具 で素 地土 をか き 黒褐 色 Ⅹ

土　 師 器 C　　 5 ．7 尖 ってい る。 取 った跡， 雑 な調整 。 不 良

3 0

手 捏　 ね A　　 5 ．8 底部 よ り目線部 の方が 小 さ く， 底部 平 らにナヂ 調整 。休部 外面 細 砂 100 ％

土　　 器 B　　 2 ．7 断面形 が凹状 で H 緑部 が尖 って 凸凹にナ デ。 内面は指 で整 形 し にぷ い橙 色 Y

土　 師 器 C　　 6 ．7 い る。 たままの雑 な調 整。 普 通

31

手　 捏 ね A　　 5 ．8 円盤状 で，休 部 の下位 が外側へ 底部 は平 らにナ ヂ調整 。体部 外 細 砂 10 0 ％

土　　 器 B　　 2 ．5 や やつ き出てい る。 面 は凸凹 であ るがナ デ。円盤 に にぷ い橙 色 Ⅹ

土　 師 器
C　　 5 ．8 した素 地土 の上部 を指 で え ぐっ

た だけの雑 なつ くり。

普 通

3 2

手 捏 ね A　　 6 ．6 円盤状 底部平 らに ナデ調 整。休 部 外面 細砂 ， ス コリア 99 ％ （3 片）

土　　 器 B　　 2 ．5 凸凹 で，ナ デ調整 。 内面に指 で 黒褐 色 Ⅹ

土　 師 器 C　　 5 ，8 え ぐった痕 跡。 不 良

3 3

手　 捏 ね A　　 6 ．3 円 盤状 底部一 方向か ら平 らにへ ラナ デ 細砂 ， ス コリア 80 ％ （3 片）

土　　 器 B　　 2 ．5 調整， 他は 凸凹。 内面 に直径 9 褐灰 色 Ⅹ

土　 師 器 C　　 6 ．1 mmほ どの棒状 工具 に よるナデ。 不 良

3 4

手　 捏　 ね A　　 6 ．7 円盤 形 の素地土 のぶ ちに粘 土紐 底部平 らにナ デ調 整。休 部の 内 細砂 100 ％ （2 片 ）

土　　 器

土　 師 器

B　　 3 ．4

C　　 6 ．0

を積 ん で整形 した跡 があ る。 外面凸 凹で， ナデ調 整。 にぷ い橙 色

不良

Y

35

千　 捏 ね A　　 5 ．0 形が くず れ， 日縁部 の平面 形は 底部平 らにナ ヂ調整 。休 部内外 砂， 異色砂 100 ％

土　　 器 B　　 2 ．0 卵 形に ゆがん でい る。他の 手捏 面凸凹 で，ナ デ調整 。外 面に指 にぷ い橙色 Ⅹ

土　 師 器
C　　 3 ．4 ね土 器に 比べ休部 が薄 手に 整形

され て いる。

紋。 普通

36

短 頚童 形 A　 13 ，8 目線部 は 直立 して立 ち上が l）， 目線部 内外面 横ナ デ，胴 部外 面 多量 の細砂 90％ （2 片 ）

土　　 器

土　 師 器

B　 ユ1 ．0 上位 でやや 外反 す る。 胴部 は横 へ ラ削 りで， 器面 に光沢 あ り。 橙 ・赤 色 Y

長の球 形 であ る。 内面へ ラナデ 。 普 通 （二次 焼成 ） 目線部 内面 と外面

の上半 に赤彩

3 7

婆 形土 器

土　 師 器

A　 18 ．7 U 縁部 は直 立 ぎみ に外 反 し， 頸 口緑部内 外面横 ナデ 。胴部 外面 長 石， 多量 の砂 50％ （37 片 ）

部 内面 に弱 い稜 を もつ 。 へ ラ削 り後ナ デ，内面 ナデ 。 橙 色

不 良 （三 次焼 成 ）

Y

38

婆 彬土器

土　 師　 器

A　 19 ．1 目線部 は直立 ぎみ に外 反す る。 目線 部内 外面横 ナデ， 外面下 位 窯 色砂， 多量 の砂 5 0％ （13 片 ）

へ ラナデ。 胴部 外面へ ラ削 男 妾

ナ デ， 内面 ナデ 。

橙 色

不 良 （三 次焼成 ）

Y

39

無形 土器

土　 師 器

A　 14 ．0 口縁部 は直立 後下位 か ら外反す 日録部 内 外面横 ナデ。 胴部 外面 多量の砂 30 ％ （1 1片 ）

る。 の上部 パ ケメ調 整，下 部へ ラ削 橙 色 ・灰 赤色 Y

男 妾ナデ， 内面へ ラナ デ。 普通 （三 次焼成 ） 内面に斑 点状剥 離

40

婆形 土器

土　 師 器

A　 13 ．0 目線 部 は直立 ぎみ に外反す る。 口緑部 内外 面雑 な横ナ デ，器面 多量の細砂 40 ％ （7 片）

は凸凹 。胴部 外面 へ ラ削 I）後ナ

デ， 内面へ ラナ デ。

にぷ い橙 色

普通 （三 次焼成 ）

Y
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番号 器　 種 法 義 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

4 1

婆 形土器 A　 15 ．3 日録部 は直立 して立 ち上 が り， 日縁部 外面 縦位 のへ ラナデ ，内 多量 の砂 ，黒 色砂 30 ％ （13 片）

土　 師 器
上 位 で外反す る。 面弱 い横ナ デ。 胴部 外面へ ラナ

デ， 内面ナ デ。

橙 色

普通 （三 次焼 成 ）

Y

42

婆 形土器 A （18 ．7 ） ロ綾 部は 直立 して立 ち上が り， 口綾部 外面粗 いパ ケ メ調 整後横 多量の細砂 65％ （9 片 ）

土　 師 器
上位 で外 反す る。胴部 はほぼ球 ナデ， 内面横 ナデ 。胴部 外面租 スコ リア Y

形 を呈す る もの と思 われ る。 いパ ケメ調整 後ナ デ とへ ラ削 り，

内面ナ デ。

にぷ い橙 色

普通 （三 次焼成 ）

外面磨 滅

43

無 形土 器 A　 13 ．2 目線部 はやや 外傾 す る。 胴部 は 目線 部 内外面横 ナデ 。胴部 外面 黒色砂 ，特 に 多量 99 ％ （39 片 ）

土　 師 器

B　 28 ．5

C　　 6 ．0

縦 に長 い楕 円形 であ る。 器厚が

全 体的 に 8 ～12mm と厚 く， 重量

が あ る。

へ ラ削 り後ナ デ， 内面へ ラナテニ の砂， 外面 赤橙 色

内面 黒褐色

不良 （三次 焼成 ）

Y

4 4

婆 形土器

土　 師 器

A （19 ．0 ） 日綾部 は外傾 す る。 口綾部 内 外面横 ナデ 。 多量の 細砂

にぷ い橙 ，褐 灰色

普 通 （三 次焼 成 ）

4 ％ （2 片）

Y

内面 に煤

45

婆形 土器 A　 15 ．6 ロ綾 部は大 き く外反 し， 頸部 内 目線部 内外面 弱 い横ナ デ。胴部 黒色砂， 多量 の砂 70％ （29片 ）

土　 師 器

面に稜 をもつ。 外 面へ ラ削 り後ナ デ， 内面ナ 焉 赤， にぷい橙 色

不 良 （三次 焼成 ）

Y

46

甑 形土 器 A　 20 ．5 目線部 は複合 口緑 であ る。胴部 目線 部外 両横 ナデ， 胴部 外面へ 黒色砂 ， 多量の砂 90 ％ （2 1片 ）

土　 師 器

B　 13 ．3 は底部 か らや や内攣 しなが ら大 ラ削 り後 ナデ。 内面へ ラナデ。 ス コ リア Y

C　　 5 ．3 き く開 いて立 ち上が る。底 部に

直径 4 cm の孔 があ る。

外面 は凸 凹で雑 なつ くり。 明赤禍 バ菜黄橙 色

不良 （三次 焼成 ）

47

婆形 土器 A （16 ．4 ） 目線 部 はゆ る く外反 して立 ち上 目線部 内外 面横 ナデ。 胴部 外面 多量 の砂 60 ％ （24 片）

土　 師 器
が り， 中位 か ら更に 強 く外 反す

る。 胴部 は横長 な球形 。器厚 が

全体 的に厚 い。

へ ラ削 り後 ナデ， 内面 へ ラナデ。 暗赤褐 色

不 良 （三次焼 成 ）

Y

48

甑形土 器

土　 師 器

A （15 ．9 ）底部 に直径 6 ．0cm の孔 があ る。 胴部 外面 横位 のへ ラ削 り， 内面

ナ デ。

多量の細 砂

明褐 色

普通 （二 次焼 成）

5 ％ （7 片 ）

49

甑 形土器

土　 師 器

A　 18 ．5 口綾部 は短 く，外傾 す る。 目線 部内 外面横 ナ デ。胴 部外面 多量の細砂 9 5％ （28 片 ）

YB　 22 ．9

C　　 7 ．4

胴 部は 内攣 しなか ら立 ち上が ），

上位 で最 大径 となる。底部 に直

径6 ．5cm の孔 が ある。

へ ラ削 り後ナ デ。 内面ナ デ。 浅黄橙 ・黒褐色

不良 （三 次焼成 ）

50

壷形 土器 A　 18 ．3 ロ緑 部は つ ぎ足 してい るため接 目線部 外面 横ナ デ， 内面ナ デ。 多量 の細砂 ， スコ 70 ％ （82 片）

Y

土　 師 器

B （2 8 ．9 ）合部 外面 は突帯 が巡 って いる形 胴部 外面へ ラ削 り後ナ デ， 内面 リア，

となって い る。 胴部 はほぼ球 形

であ る。

ナデ 。胴部 内面 に輪積 み痕 。 赤褐 色

不良 （三次 焼成 ）

土玉（第96図）

土玉は10点とも球形で一方向から孔が穿たれている。53には2度あけた跡が認められた。色調

はにぷい橙色が多く，胎土は砂を含み，焼成は良好である。法量は鋸が直径25．0～28．Omm e孔径

5・Omm。重量19．0g，52が直径25．0～26．0mm。孔径5．Omme重量15．0g，53が直径23．0～24。Omme

孔径3・0～5・Omm。重量13．0g，鍼が直径26．0mm，孔径3．0～4．Omme重量17．5g，55が直径26．0～

27・Omm。孔径4・Omme重量18．5g，56が直径27．0mm。孔径4．Omme重量19．0g，閑が直径24。Omm e孔

径4・0～5・Omm。重量13．0g，58が直径26．0～27．0mm。孔径4．0mm・重量16．0g，59が直径20．0～

23．Omm e孔径4．0mm。重量11．0g，68が直径24．0mm・孔径4．0mm・重量8．5gである。
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砥石（第96図）

砥石は，2点ともよく使用されたもので，いずれも石質は流紋岩である。2点とも破損後，焼

成を強く受けてもろくなっている。保存のよい2点のみ図示した。6瑠の現存する法量は，幅2．7

cm e長さ8．6cm・厚さ2．8cm e重量113．0gで，長辺にそって4面を使用しており，4両とも，中央

部が皿状に磨滅している。一面には断面V字状（深さ2mm）の使用痕が認められる。62の現存す

る法墨は，幅4．2cm。長さ6．9cm e厚さ3．8cm・重量147．5gで，長辺にそった4面が使用により平

らに磨滅している。

紡錘車（第96図）

63は滑石製で，裁頭円錐形を呈している。法量は，上面の直径23．Omm e下面の直径40．0mm・厚

さ14．0mm・孔径6．5－7．0mm。重量31gである。上面には放射状に擦痕，下面にも擦痕，周縁には

縦位の削り痕が認められ，ていねいなつく　りである。

勾玉（第96図）

勾玉は2点とも板状の滑石製である。6射ま，周縁が角ぼっており，法量は長径33．0mm・短径21

．0mm・厚さ5．0－5．5mm・孔径1．5mm・重量8．0gである。表・裏面，側線に擦痕が認められる。65

は，自然石をそのまま使用したもののようで凸凹である。法量は長径41．Omm e短径2LOmm e厚さ

6．0－8．Omm e孔径2．0mm・重量10．5gである。

臼玉（第96図）

66は，滑石製で側面に横位の擦痕が認められる。臼玉の一面には，裁断する時，2方向から丸

刀で削ったと思われる跡が認められる。法墨は直径5．5mm e長さ3．5～5．0mm・孔径1．5mmである。
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第91回　西原遺跡第9号住居跡出土遺物実測図（1）
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第92回　西原遺跡第9号住居跡出土遺物実測図（2）
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第93図　西原遺跡第9号住居跡出藍遺物実測図（3）
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第錮閑　西原遺跡第9号住居跡出土遺物実測区㈲
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第96図　西原遺跡第9号住居跡出土遺物実測図（6）

◎一軌。
S＝牙

第川号住居跡（第97区l）

本跡はE3gl区を中心に確認された竪穴住居跡で，南西11mに12号住居跡が隣接している。

平面形は，長軸5・04m・短軸4・10mの長方形を呈し，長軸方向はN－300－Wを指している。壁

はほぼ垂直に立ち上がり，壁高は20cmほどである。床面は平坦で硬くなっている。炉は長軸線に

そって2基検出されている。いずれも平坦な床面を利用した地床炉である。炉1は北西壁寄りに

位置し，平面形は，長径80cm・短径48cmの楕円形を呈している。東側の一部が赤色に硬く焼けて

いるが，大部分は木根により捜乱されて焼土ブロックが残っていただけである。炉2は炉1の南

東側に位置し，平面形が長径90cm・短径66cmの楕円形を呈し，炉床が赤色に硬く焼けている。こ

の他に床面の中央部の南東側に，長径53cm，短径40cmの楕円形を呈した焼土が分布していた。床

面は熱による変化が認められなかったので炉と判断することができなかった。

ー190－



旦2政Om

‾‾頂転望fユニ二言∴事嘉二元二重F‾1

。坤　　0愛・壷由短頸壷口甑

▲手ずくね単土三　尊石製晶△その他の遺物

第鮮図　西原遺跡第柑号住居跡実測図

ー191－

つ
0　　　　　　　　2m

「一一一‥1…l　　‥1



ピットは2か所検出され，規模や配置などからPlは貯蔵穴，P2は用途不明のピットである。貯

蔵穴は東コーナー部に位置し，平面形は開口部が長径75cm・短径62cmの楕円形，底面が直径40cm

の円形を呈し，深さ80cmで深くなるにつれ狭く掘られている。貯蔵穴の覆土は軟らかな暗褐色土

で，レンズ状に堆積し，覆土中には少量の炭化物が含まれている。P2は南コーナー部に位置し，

平面形は，長径36cm e短径26cmの楕円形で，深さが42cmほどである。

本跡の覆土は上層が黒褐色土，下層が暗褐色土の2層からなり，レンズ状に自然堆積している。

下層には炭化物が多量に含まれ，ヒシの実の炭化物も認められた。炉2の上に，長径1．7m，短径

1．0mのヒョウタン形をした焼土城が検出され，この中に長さ50cmほどの炭化材が3本ほど並んで

出土している。覆土や焼土城の状況から，本跡は火災に遭ったものと思われる。

出土遺物は，土師器及び土師器片282点，小石6点である。土師器の器種は，無形土器弓不形

土器である。婆形土器片の出土点数は多いが，全体の器形を窺えるまでに復元できたのほ1点だ

けで，この他，上半分が復元できたのは7点である。婆形土器は炉1と北西壁との間の床面に押

しつぶされたような状況で出土している。球形土器は，4点が完形で，このうちの3点は貯蔵穴

内と貯蔵穴付近の床面にまとまって出土している。これらの出土遣物は出土状況から本跡に伴う

ものと思われる。

第柑号住居跡出土土器解説表（第98。99図）

番 号 器　 種 法 量 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

1

棒 形 土 器 A　 13 ．8 休 部 は 浅 く， 内 攣 しな が ら大 き 外 面 の 目線 部 横 ナ デ ， 休 部 へ ラ 細 砂 100 ％

B　　 4　3 く開 い て 立 ち 上 が る　 ロ 緑 部 は 削 り， 内 面 放 射 状 に へ ラ ミガ キ。 黒 ・明 赤 褐 色 Y

土　 師 器 C　　 5 ．3
0

短 く 内傾 す る 。 底 部 は 丸 底 を削

l）， 平 底 と して い る 。

底 部 に へ ラ 書 き 。 普 通 底 部 外 面 を除 き赤

彩 ， 外 面 に 煤

2

棒 形 土 器

土　 師 器

A （16 ．3） 休 部 は 内 攣 し な が ら 大 き く開 い ロ緑 部 内 外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 多 量 の 細 砂 30％ （8 片 ）

て 立 ち上 が る　 目線 部 は 短 く， へ ラ 削 り， 内 面 へ ラナ デ 。 赤 色 Ⅹ 十 Y
0

直 立 し， 先 端 が 尖 る 。 薄 手 な つ

く l）で あ る。

普 通 内 面 に磯 点 状 剥 離

3

棒 形 土 器 A　 ll ．3 休 部 は 内 攣 し な が ら 立 ち上 が り， 外 面 は ロ 綾 部 上 位 が 横 ナ デ ， 以 緻 密 8 0％

B　　 4 ．9 口 綾 部 は 短 く　 内 傾 す る 。 下 休 部 上 位 ま で へ ラ ミガ キ， 以 橙 ・赤 色 Ⅹ　 貯 蔵 穴 内

土　 師 器 C　　 4 ．8
†

底 部 は 平 底 で ， 木 葉 痕 が あ る 。 下 へ ラ 削 り， 内 面 放 射 状 に へ ラ

ミ ガ キ 。

良 好 休 部 外 面 を除 き赤 彩

内 面 に 斑 点 状 剥 離

4

棒 形 土 器 A　 15 ．2 休 部 は 内 攣 し な が ら 大 き く開 い ロ 緑 部 内 外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 多 量 の 細 砂 ， 雲 母 9 9％

B　　 5 ．6 て 立 ち上 が る　 口綾 部 は 短 く， へ ラ削 り， 内 面 放 射 状 に 雑 な ミ 明 褐 色 Y

土　 師 器 C　　 2 ．5
○

内 傾 す る 。 底 部 は 小 さ な 平 底 で

あ る 。

ガ キ。 普 通 外 面 下 半 を除 き 赤

彩

5

川 桁 土 器 A　 14 ．8 休 部 は 内 轡 し な が ら 大 き く問 い 目 線 部 内 外 面 横 位 の へ ラ ミガ キ。 細 砂 70 ％ （2 片 ）

B　　 5 ．4 て 立 ち上 が る　 口 縁 部 は 直 立 後 ， 休 部 外 面 の 上 位 へ ラ ミガ キ ， 下 明 赤 褐 色 ・橙 色 Y

土　 師 器 0
わ ず か に 外 反 し ， 外 面 に 稜 を も

位 へ ラ 削 り， 内 面 放 射 状 に へ ラ 普 通 （二 次 焼 成 ） 底 部 外 面 を 除 き 赤

つ 。 ミガ キ 。 彩 ，内面 に斑 点 状 剥 離

6

棒 形 土 器 A　　 9 ．0 休 部 は 半 球 形 で ， 深 い 。 口緑 部 口 綾 部 内 外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 細 砂 ， 多 量 の 砂 10 0％

B　　 6 ．6 は 短 く　 内 傾 す る　 底 部 は 丸 底 へ ラ 削 り， 内 面 へ ラ ミ ガ キ 。 明 褐 色 Ⅹ

土　 師 器 C　　 5 ．4
†　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　・▼一

を削 f）平 底 と し て い る 。 普 通 内 面 に 斑 点 状 別 姓
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番号 器　 輔 法墓（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　　 考

l
窺形土器 A　 17．3 ロ緑部は くの字に外傾 し，中位 口縁部内外面横ナデ。胴部内外 礫，異色砂 30％ （20片）

7
土　師 器

が肥厚 している。胴部は下部が 面ナデ。器厚は一定せず推なつ 橙色 Y
欠接しているが球形を呈すると
思われる。

く　り。 普通

8

無形土器 A　は4．7 口綾部は頚部で くの字に外傾 し，

」∴
目線部内外面構ナデ。胴部外面 多義の細砂 50％ （18片ラ

土　師 器
上位で更に外傾する。胴部は球

形である。

へラ削り，内面へラナデ。 にぷい橙色

良好

貯蔵穴内Ⅹ＋Y

斑点状剥離

9

無形土器 A　 17．5 目線部は外反し，端部でやや尖 ロ緑部内外面横ナデ。胴部外面 細砂，スコリア 50％ （21片）

土　師 器
る。胴部はほぼ球形である。 へ ラ削 年後ナデ，内面ナデ。

器厚は一定せず雑なつ くり。

橙 ・赤橙色

普通 （二次焼成）
Ⅹ＋Y

斑点状剥離

ユ0

無形土器 A　 16．6 口綾部は直立後，外反す る。日 目線部内外面横ナデ。 細砂，雲母 15％ （4 1日

土　師 器
綾部は ところどころ肥厚 してい

る。

橙色

良好
Ⅹ＋Y

11

無形土器 Å　 17．3 目線部は直立後，外反する。 目線部内外様ナデ。胴部外面ハ＼ 多量の細砂，雲母 30％ （7 片）

土 師 聖
フ削 生　 内面ナデ。 橙色

普通
Y

12
無形土器 A　 15．9 口綾部は直立し後，外反する。 目線部内外面横ナデ。胴部外面 長石 40％ （14片）

土　師 器
頚部内面に稜をもつ。 ハケメ調整後ナデ，内面ナデ。 橙色

普通 （二次焼成）
Y
内面に報点状鍍雛

13

悪彬土器

土　師 器

A （17．6）日綾部は直立後外反する。 外面の頚部から上ハケメ調整，

以下へラ削り。内面ナデ。
黒色砂

明赤褐色
普通 （二次焼成）

20％ （8 片）

Y

ユ4
婆形土器 B （14．7）胴部は横長な球形になると思わ 胴部外面へ ラ削 り，内面ナデ。 砂，特に多義の窯 40％ （17片）

土　師　器

C　　 6．0 れる。底部は小さな平底である。 器厚は一定せず雑なつ くり。 色砂

明赤褐色
不良

Ⅹ＋Y

ユ5
無形土器 A　は6．8）ロ緑部は大 きく外反する。 目線部内外面横ナデ，胴部内外 細砂，雲母 10％ （3 片）

Y
土　師 器

面ナデ。 橙色
普通 （二次焼成）

第11号住居跡（第100図）

本跡はE3g6区を中心に確認された竪穴住居跡で，調査区城の南東端に位置し，酋12mに第10号

住居跡，南西7mに第3号藩が隣接している。

平面形は，長軸6・54mの短軸6．53mの正方形状を里し，長軸方向はN－48．40－Wを指している。

壁は，ほぼ垂直に立ち上がり，壁高は37cmほどである。壁溝が壁下を全属し南コーナー部では三

角形状に張り出している。壁溝の規模は幅が20～28cm，底面の幅が7～12cm，深さが17～23cmで

ある。床面は平坦で，壁近くは軟らかいが，全体的に硬くなっており9　東コーナー部の貯蔵穴の

まわりはやや高くなっている。炉は地床炉で，床面中央から北東壁に向かって縦に3基が連なっ

て検出された。南東側から北西側へ炉1，炉2，炉3とした。炉1は，長径100cm命短形70cmの楕

円形を呈し，深さが6cmほどで底面が凸凹である。炉1の覆土は上層が厚さ3cmほどの黒褐色土

で普　多量の炭化粒子と焼土粒子が含まれている。覆土下層は暗赤褐色土で，焼土粒子が多量に含
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